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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「な……何をするんです!?」


　何かの崩くずれる音と女の人の悲ひ鳴めいとは、後ろの方から聞こえてきた。


　道を転がるいくつものオレンジ。あわてて拾ひろい集める女性が一人。


　彼女が手を伸のばすその目の前で。


　ぶしゅ。


　オレンジの一つが、靴くつに踏ふまれてはじけつぶれる。


　やったのは、いかにもガラの悪そーな四人組のうち一人。


「おう。おばはん。


　あんた、誰だれに断ことわってここで商しよう売ばい」


　ごっす。


　その男が、立ったままの寝ね言ごとを吐はき終えるより早く。


　あたしのジャンピング・キックのつま先が、男のこめかみを直ちよく撃げきしていた。


「……な……」


　呆ぼう然ぜんと、他の三人が立ちつくす中。


「事じ情じよう都つ合ごうはさておいて……」


　つぶれたオレンジの残ざん骸がいを、あたしは、ひょいっ、と指先でつまみ上げ、


「食べ物をそまつにするのはよくない、って誰かに教えてもらわなかったの？」


「あぁ？……ンだとこのガキ……


　ナメんなっ！」


　吠ほえてつっかかってくるごろつきその二。


　あたしは、ざっ、と足を動かし──


　男の注意がわずかにそちらに向いた瞬しゆん間かん、手にしたオレンジの残骸を、男の顔目がけてほうり投なげる。


　反はん射しや的てきにそれを払はらう男。しかしその手とオレンジが、男自じ身しんの視し界かいを塞ふさいだ刹せつ那な。


　どんっ！


　一気にふところに飛とび込んで、あたしの放はなった蹴けりは、男のみぞおちにめり込んでいた。


　吹ふっ飛とび転げ回るごろつきその二。


「てっ……！　てめえっ！」


「面おも白しれぇマネを……」


「炎の槍フレア・ランス」


　ぢゅぼんっ！


　あたしの放った攻こう撃げき呪じゆ文もんの一発が、残る二人のすぐ足もとにつき刺ささり、動きを止めた。


「次は当てる」


　静かに言ったあたしのことばに、男たちの額ひたいに脂あぶら汗あせがにじむ。


「……ま……魔ま道どう士しか……？」


　片かた方ほうの口から漏もれる、かすれた声。


　いや、気づくの遅すぎ。あんた。


　黒いマントをなびかせて、宝石の護符ジユエルズ・アミユレツトをあちこちにつけたあたしの姿すがたを目にすれば、すぐさまわかりそうなものだが。


　ともあれ──


「さて、そこで質しつ問もんよ」


　硬こう直ちよくした男たちに向かって、あたしは淡たん々たんと問といかける。


「オレンジの弁べん償しよう代だいだけど、有あり金全部と、まっ昼間っから役にも立たない人間たいまつにされるのと、どっちがいい？」


「なんだと!?」


「てめえ、あんまり調ちよう子しに──」


「どっちがいい？」


『……………………』


　あたしの問いに、男たちは沈ちん黙もくし──


　かくて。


　あたしは、男たちから没ぼつ収しゆうした全ぜん財ざい産さんの半分を、店のおばちゃんに渡すと、その場をあとにしたのだった。





「さきほどは、ありがとうございました」


　かけられた声に、あたしが顔を上げたのは、とあるメシ屋でのことだった。


　午ご後ごのかるいおやつを兼かねて、あたりの店をはしごしている最さい中ちゆうである。


　テーブルをはさんで向かいに佇たたずんでいたのは、四十前後のおばちゃん一人。


　まん中分けの黒い髪かみはそのところどころがほつれている。きちんと洗せん濯たくしてあるが、着き古ふるした感のある普ふ段だん着ぎ。おだやかだが、何か悟さとったようなあきらめたような笑えみ。


　なんとゆーか、日々の生活に疲つかれた気のいいおばちゃん、といったところだろうか。


　細ほそ身みなのだが、その全身にただよう雰ふん囲い気きのせいで、やつれているようにしか見えなかった。


　あたしは一瞬沈黙し──
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「──あ。さっきの」


　彼女が誰かを思いだしたのは、わずかな間まを置おいてのことだった。


　さっき町の中で、ちんぴらたちにからまれていた、果物くだもの屋やのおばちゃんである。


「いえいえ。たいしたことしてませんし」


「いえ。あなたに助けていただけなかったら一体どうなっていたことか……」


　言っておばちゃんは、その場につっ立ったまま、もじもじ沈黙する。


　……ふぅん……これは……


「──まあ、座すわってください」


「……はい……」


　おばちゃんは、あたしのうながすままに、テーブルの向かいに腰こしかけて──


　またまた沈黙。


「──話が、あるんでしょ？　あたしに」


　うながすあたしに、彼女はぺこりっ、と頭を下げて、


「……申もうし遅おくれました……わたしはカーシャ＝ライドパークと申します。


　隣となりにあるプラミズの村で、小さな果か樹じゆ園えんを営いとなんで生せい計けいを立てている者です」


「あたしはリナ＝インバース。見ての通り、旅の魔道士よ」


　互たがいの自じ己こ紹しよう介かいを終えてから。


　ぼんやりと、テーブルの上に視し線せんを落とし、おばちゃんは、ようやくぼそぼそとしゃべりはじめた。


「……実はその……助けていただいた方にこんなことを申しますのは図ずう々ずうしいことと……重じゆう々じゆう承しよう知ちしてはいるのですが……


　どうしても……お力をお貸かしいただきたいことがあるのです……」


「さっきの連れん中ちゆうのこと？」


　問うあたしに、カーシャさんは、弱々しく左右に首を振ふり、


「……私には……今年十五になる、マーリーンという娘むすめがいます……


　手て塩しおにかけて大だい事じに育てたつもりだったのですが……退たい屈くつな暮くらしに嫌いや気けがさしたものか……悪い仲なか間またちとつきあうようになって……とうとう先日、家を出て行ってしまいました……」


　深く、疲れたため息ひとつ。


　──しかし、ため息をつきたいのは、こちらも同じことだった。


　暮らしに疲れ、ごろつきたちにからまれていたおばちゃんからの依い頼らい。


　てっきり、『たちの悪いごろつきたちをやっつけてください。連中の財ざい産さんは好きなように没ぼつ収しゆう可か』とかいう依頼だと思っていたら……まさか親子ゲンカの仲ちゆう裁さいとは……


　そもそも家か庭ていの問題だし。こんなもん。


　とはいえこの思いつめた様よう子すと、こちらから話をうながしたといういきさつがある以上は、『やっぱし聞きたくないです』とは言い出しにくい。


「……んー……」


　あたしは頭をぽりぽり搔かいて──


「──わかっています。それが、わたしたち家庭の問題だということは──」


　そんなこっちの考えを見み透すかしたかのように言うカーシャさん。


「結けつ局きよくは、わたしとマーリーンが話をして、わかりあうことによってしか解かい決けつしないことですから。


　でも……その、話し合う機き会かいさえ得えられないのでは……」


　言ってうつむくカーシャさん。


「つまり、娘さんが会ってくれない、とゆーか、その『悪い仲間たち』が会わせてくれない、ってこと？」


　彼女はこくりとうなずいて、


「そうなると、わたし一人の力ではどうしようもありません……


　ですからその……つまり、リナさんには、わたしと娘とが話をする機会をつくるお手て伝つだいをしていただけないか、と……


　もちろん些さ少しようながら、お礼はさせていただきますので……」


　言って、テーブルにこすりつけんばかりに頭を下げる。


　……んーむ……なんか、気の乗らない依頼であることは事じ実じつなのだが、悲ひ壮そう感かんあーんど追いつめられ感ひしひし漂ただよわせてるひとに、こうまっ正しよう面めんから頼たのまれたんじゃあ、こっちとしても断ことわりにくい。


　ま、ちんぴら連中をちょいとビビらせて、あとは親子にお任まかせ、で終わる話である。こういうのにつきあってみるのも、たまには悪くないかもしれない。


　はふ。


　あたしは小さく息を吐はき、苦く笑しよう混まじりの笑みを彼女に向けた。


「……わかったわ。それくらいのことでいいのなら」


「……ありがとうございます……ありがとうございます……」


　彼女はテーブルに伏ふしたまま、涙なみだ混じりの声で何度もそう言ったのだった。





　森には、草木の呼こ吸きゆうする青いにおいが濃こく立ちこめていた。


　獣けものと鳥と虫たちの鳴なき声。草の、木の葉の揺ゆれる音。


　音と気け配はいの洪こう水ずいの中を、あたしたち二人は進んでいた。


「ごめんなさいね。リナさん。もう少しですから」


　かさとも足音を立てずに草むらの中を歩みつつ、申もうし訳わけなさそうにカーシャさんは言った。


「……いや……それはいいんですけど……」


　あいまいなあいづちをうちながら、あたしはいまだ、自じ問もんをくり返していた。


　──一いつ体たい、どこで何がどぉ間ま違ちがっているんだろう──と。


　あたしの抱いだいている違い和わ感かんの原げん因いんは明らかだった。つまりなんというか──カーシャさんの格かつ好こうのせいである。


　今。


　彼女は、黒と濃緑ダークグリーン、明るい茶ライトブラウンのまだらに混じった服にその全身を包つつみ、顔を草の汁しると炭すみとで緑と黒に染そめている。その手には、刃やいばの銀ぎん色いろを炭すみで黒く塗ぬりつぶした、肉にく厚あつ、片かた刃ばの剣けんがひとふり。


　ちなみにその格好で、しげみのそばでうずくまっていれば、十歩離はなれて見れば木々と区く別べつはつかなくなる。


　かなりアレな格好なのだが……何より一番とまどったのが、カーシャさんの、どこか疲れたような笑みが、その姿すがたに妙みように似に合あっていたことだった。


　ちなみにこの格好であの笑みを浮うかべられると、『生活に疲れた笑み』ではなく、『これ以上殺させないでよ。ね。こっちもうんざりなんだから』とゆー笑みに見えてしまうところがとことんコワい。


　ともあれ、迷まよいやわだかまりを抱いだいたまま、戦いに臨のぞむというのはよろしくない。思い切って、あたしは聞いてみることにした。


「……ところでカーシャさん……その格好って一体……」


「──あらまあ──」


　あたしのことばに、彼女はもじもじしながら、


「ちょっと似合ってなかったかしら？


　いえね、これ、若いときに着ていた服なんですよ。まだ着られるかどうか心配だったんですけれどね。


　そんなにじろじろ見ないでくださいな。恥はずかしくなってしまいますよ」


　どーやらテレているよーである。


　……顔は緑色なんで、赤くなっているかどうかまではわかんなかったけれど──


「けど、こうしてこの服を着ると思い出しますねぇ」


　あたしの動きを手で制せいし、草にまぎれて張はってあった、細い糸を使った何かの罠わなを、やたら手て際ぎわよく解かい除じよしながらカーシャさんは言う。


「若い頃ころ……わたしがまだ、『ラルティーグのハイエナ』とか呼よばれていた頃のこと」


「ハ……ハイエナっスか……？　ライオンとかヒョウじゃなくて……」


　なかなかビミョーなニュアンスのあるネーミングである。


「いやですねぇリナさん。昔むかしのことですよ。昔の」


　言って立ち上がり、はたはた手を振るカーシャさん。その手の動きが、単たんにテレてるだけなのか、それとも『トラップ解かい除じよ終しゆう了りよう。引き続き前ぜん進しん』の合あい図ずなのかはわからなかったが。
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　……い……一体何なに者もの様さま……？


　たしかに人間、外見と、能のう力りよく・性せい格かくが一いつ致ちするとは限かぎらない。


　なぜか最さい近きん誰も信じてくんないけど、あたしもこんな魔道士姿じゃなく、それなりの服を着ていれば、ちゃんと可か憐れんな美少女なのだ。


　実じつ際さい郷く里ににいた頃は、『リナちゃんは僕ぼくが守ってあげる[image: ]』などと言い寄よってきた男たちも少なくなかったりしたのである。


　……まあ……そういった男どものことごとくは、そのことばを試ためすべく、あたしの行おこなった実じつ力りよくテスト（実じつ技ぎ）直ちよく後ごに、なぜかあたしの姉ねえちゃんの方に、『リナちゃんから僕を守ってください』と泣きつくハメになったりしていたのだが……


　そぉ考えれば、生活に疲れたふうに見えたカーシャさんが、昔兵へい士しだか何だかをやっていたとしても、まあ、不ふ思し議ぎはない……とは思うのだが……


「……け……けど……そぉいう経けい歴れきなら、町でからんできたごろつき四人なんて、どーとでもなったんじゃあ……」


　ふたたび進みながら問うあたしに、彼女は変わらずにっこりと、


「ええ。けれど、わたしのやり方だとちょっと……その……


　屋や台たいをひっくり返しただけのひとに、そこまでするのは、すこし可か哀わい想そうな気がしますから……」


　……って、どーゆーことをヤルつもりだったんだあんたは。いや、コワいんで聞かないけど……


「じゃあ、『一体どうなっていたか』とか言ってたのは、『自分が』じゃなくて『相手が』って意い味みだったわけ？」


「いえいえ。あれは『わたしが』ですよ。


　昔の自分に返ったりしたら、ご近きん所じよづきあいも難むすかしくなってしまいますから」


「……ふ……ふぅん……そぉなんだ……」


「──あ、リナさん、すみませんけれど頭を低くしてくださいな。そろそろ見えてきますので」


　言われてあたしは身を低くし、しばらくなおも進むうち。


　やがて、草むらの向こうに見えてきたのは──なんとゆーか……その……


　城じよう塞さいだった。


「……ええっと……ここって……？」


「ええ。昔の砦とりでらしいんですけれどね。


　今はネルローネ・ファミリーの本ほん拠きよ地ちになってるんですよ」


「……ネ……」


　ネルローネ・ファミリー。このあたりで名を馳はせている巨きよ大だい犯はん罪ざい結けつ社しやである。


「……って、ひょっとして、娘さんのつきあってる悪い仲なか間まって……？」


「ええ。そこのかたたちです。


　……あら、そういえばまだそのことを申し上げていませんでしたわね。いやだわ。わたしったら。うふふ」


　……いや……ンな致ち命めい的てきに重じゆう要ようなことを、『いやだわわたしったら』で片づけられても困こまるんですけど……


　ボロくてちっちゃい城塞なんぞ、あたしにとっては呪じゆ文もん一発で即そく粉ふん砕さい、なのだが、中にいるはずのカーシャさんの娘──マーリーンごと吹ふっ飛とばすわけにもいかない。


　そうなると、敵てきの数の多さというのは、少々面めん倒どうくさいことになる。


　そんなことなどカケラも気にするふうもなく、カーシャさんはあいもかわらず、どこかのんびりした調子で、


「それでね、リナさんには、ここから見て右側の塔とうの、下から二番目の窓まどに、最さい大だい威い力りよくの火炎球フアイアー・ボールをほうり込んでいただきたいんですよ」


　あっさりと、シビアな要よう求きゆうを出してくる。


　……あの……その窓って……ここから見ると、ごまつぶくらいの大きさにしか見えないんですけど……


　まああたしなら、呪文をアレンジして、飛ひ行こう軌き道どうをコントロールすればなんとかできるとは思うけど……普ふ通つうはできんぞ。それは。


「塔自じ体たいは老ろう朽きゆう化かが激はげしくって、今は使われていないらしいんですけれどね、あそこの内部で火炎球フアイアー・ボールが炸さく裂れつすると、塔が自じ重じゆう崩ほう壊かいして、本ほん棟とうに崩くずれ落ちるはずなんですよ。


　それでね、情じよう報ほうによると、その崩れ落ちる下のあたりに、組織あちらのひとたちの生活施し設せつが密みつ集しゆうしているはずなんですよ。食堂とか。


　ちょうどこの時間に塔を崩してやると、あのひとたちの戦力の、六割くらいは減へらせるんじゃないかと思うんですよ。


　素す敵てきなアイデアだと思いません？


　だからね、リナさん、お願いします」


「……いや……あの……ちょっぴしエグめのその作さく戦せんはいいとして……どっからンな情報を……


　それに、下に娘さんがいたらマズいんじゃあないか、とかって思ったり……」


「あらあら。心しん配ぱいしてくださるのね。


　でも大だい丈じよう夫ぶ。


　情報は、信しん頼らいできる情報屋さんからのものだし、それによると、この時間、娘はあの区く域いきにはいないはずですから」


「……そ……そぉですか……」


　ツッコミたいところは山ほどあるし、何かが間違っているよーな気はひしひしとするのだが、しかしそれでもなぜなのか、抗こう議ぎしようという気にはなれず、ただあいまいにあいづちを打つ。


「そうですねぇ。時々、あちこちに攻こう撃げき呪文をかけるとか……できれば石人形ゴーレムを出して暴あばれさせていただくとか……とにかく、みなさんの注ちゆう意いを適てき当とうに引いていただければ結けつ構こうですので。


　その間にわたしは、うちの娘を捜さがして、ちょっと話をしてまいりますので。


　あ、けれど、みなさんの前に飛び出したりとか、そういった無む茶ちやはなさらないでくださいね」


　なんちうか、娘と話をしたいために、犯罪組そ織しきにケンカを売る、とゆー時じ点てんですでに限かぎりなくムチャのよーな気はするのだが……


「──じゃあ、はじめるわよ」


　うらはらに、あたしの口をついて出たのは、そんなことばだった。


　アレンジした呪文を唱となえ──


「火炎球フアイアー・ボール！」


　放った光こう球きゆうは、いくどか軌道修しゆう正せいをかけながら、狙ねらい違たがわずカーシャさんの指し示じした窓から中に飛び込み──





　ごんっ！　ごががっ！





　爆ばく発はつ、崩壊、大だい音おん響きよう。余よ韻いんと土つち煙けむりの満みちる中、ふと見てみれば、どうやらすでに動き出したらしく、かたわらにいたはずのカーシャさんの姿はなかった。


「……さーて。それじゃあ援えん護ごといきますか」


　あたしはふたたび呪文を唱え──


「石霊呪ヴ・レイワーっ！」


　大ベ地フのイ精モ霊スに干かん渉しようし、あたりの土石にかりそめの命を与あたえて石人形ゴーレムとする。


　あたしは、崩れた塔の方を、びっ！　と指さして、生まれ出た土石の巨きよ体たいに命めい令れいを下す。


「あのあたりに進しん撃げきっ！　適てき当とうに暴れて！」


　指し令れいに応こたえ、重い足音響ひびかせて、歩みゆくゴーレムの背せを見送りながら、あたしはゴーレム二号を造つくり出す。それがすんだらゴーレム三号。


　……ま、とりあえずは、こんなもんでいいだろう。


　正面からの攪かく乱らん役やくはゴーレムたちに任まかせ、あたしは建たて物ものの横よこ手てにまわり込む。


　──いや、まわり込もうとした。


　が。


　その瞬間に感じたのは、ひとすじの冷れい気きにも似にた気け配はい、すなわち──殺さつ気き。


　とっさに足を止めたその時。


　じゃっ！


　天から降ふり来た銀光が、目もく前ぜんの虚こ空くうに残ざん像ぞうを刻きざむ。


　同どう時じにあたしは後うしろに跳とんで、相あい手てとの間ま合あいを取っていた。


　目の前には、一人の剣けん士し。


　その手にあるは、ひとふりの長ちよう剣けん。


　放つ気配から察さつするに、どうやら、あまり甘あまく見ていい相手ではなさそうである。


「──何者だ？」


　猛もう禽きん類るいを想おもわせる視し線せんをあたしに向けたまま、発はつする問といに殺気がこもる。


「……誰だれでもいいでしょ」


　間合いを計はかりつつ、言うあたし。


「目もく的てきは？」


　おそらく相手は、こちらが魔道士と知って、問いを重かさね、こちらのセリフと油ゆ断だんにつけ込んで、一気に間まを詰つめるつもりなのだろう。


　ならばこちらは、ことばで相手の動どう揺ようを誘さそう策さくでゆく。


「マーリーン＝ライドパークの名に心こころ当あたりはある？」


　ぴくっ。


　確かく実じつに。


　あたしのことばに、剣士は動揺の色を見せた。
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「何者だ──」


　あらためて剣士は問いをくり返す。


　今度は、動揺と興きよう味みの色を込めて。


「何な故ぜ──私の名前を？」


「あなたが？」


　わずかに眉まゆをひそめるあたし。


　目の前の女剣士──大人おとなびたものごしではあるが、見た目はたしかに十五、六。聞いていたのと一いつ致ちする。


　短くまとめた髪かみの色は、カーシャさんと同じ、黒。よくよく見ればその顔立ちにも、どこか彼女と似たところがある。


　ならば──このひとがカーシャさんの娘のマーリーン？


　あたしはそれでもスキを見せぬまま、


「カーシャさんに頼たのまれたのよ。あなたと話がしたいから、って」


　あたしが言ったそのとたん。


　がく。


　がく。がく、がくがくがくがくがくがく！


「おかっ、おかっ、おかおかおかおかぁさまが来ていらっさるのかッ!?　ここにッ!?」


　いきなり女剣士──マーリーンははげしくふるえはじめる。


「……ええ……たぶんそのあたりに……」


「うッわあァああぁぁァアあッ！」


　剣ほうり出して頭を抱かかえ、草むらの上にうずくまる。


「……いや……あの……」


　声をかけたそのとたん、彼女は、がばぁっ！　とはね起おきると、一気にこちらとの間を詰めて、涙なみだ目めであたしのえり首ひっ摑つかみ、


「貴き様さまぁっ！　なんでそんなことしてくれたんだ憎にくいかそうかそんなにわたしが憎いかちくしょういっそ殺せ今すぐにッ！」


「……ちょっ……！　落ち着いてっ！　どーいうことなのよっ!?」


「どぉもこぉもないわよっ！　あなたはいいわよお母様のこと知らないんだからっ！　必ひつ死しでお母様のもとを飛び出して組そ織しきにかくまってもらっていた私の気も知らずにッ！」


「……あの……それって……」


「またはじまるのよあのお母様の手による教きよう育いくの日々がっ！　動物とふれあう情じよう操そう教育という名めい目もくで眼がん力りきだけでヒグマを退たい散さんさせる訓くん練れんやら自然とのふれあいという題だい目もくで冬の山中十日間サバイバル訓練とかやらされる日々がっ！」


　そういう……ことか……


　マーリーンの泣なき言を聞きながら、すべての謎なぞが──今、解とけたような気がした。


「わかるかあんたにそんな日々が続くというのがどういうことかっ！」


　涙と鼻はな水みずと脂あぶら汗あせで、でろでろになった彼女を静かに見つめ、あたしは言った。


「……わかるわ……」


「うそをつけっ！　わかるわけがないっ！」


「わかるのよっ！　あたしにはっ！」


　思わず声を荒あららげるあたしに、マーリーンの動きが一瞬止まる。


　あたしはそっと視線を外し、


「……だって……


　あたしも郷く里にの姉ねえちゃんに……しょっちゅうそんな目にあわされてたから……」


　そう。そうなのである。


　カーシャさんの言げん動どうに、いろんな意い味みで疑ぎ問もんや何やらを持ちながら、なにゆえあたしはロクにツッコミも反はん抗こうもせずに、ただただ従したがってきたのか。


　その理り由ゆうが今、はっきりとわかった。


　つまり──似ているのだ。郷里の姉ちゃんとカーシャさんとは。


　むろん見た目は全ぜん然ぜん違う。ただその身に纏まとう雰ふん囲い気きというかものごしというか、のんびりていねいエグいぞ言動というか、ともかくまあ、そういった部分で何か、共きよう通つうするところがあるのである。


　だからこそ──


「ちょっと待てっ！」


　あたしのことばに、マーリーンは、やはり涙目でこちらに詰つめ寄より、


「本当に気持ちがわかるというのなら、なんでそれがわかっていながら、お母様をここに連つれて来た!?」


　……はぅぅぅぅぅぅ……


　問われてあたしは、深い、深いため息をつき、彼女の肩かたを、ぽんっ、と叩たたき、


「……ならわかるでしょ？　そーいうタイプの人に逆さからえるかどうか？」


「……[image: ]っ……よくわかる……」


　言って二人で同どう時じにため息いき。


　と、その時。


「──いたぞっ！」


「あそこだっ！」


「殺やれっ！」


　上がった声にふと目をやれば、崩くずれた建物の方から、こちらに向かって駆かけ来る組織の男たち、その数およそ五、六人。


「ごめん今とりこみ中火炎球フアイアー・ボール」





　づがどぉぉぉんっ！





　とりあえず一同を吹ふっ飛とばしてから、あたしはふたたび彼女の方を向き、


「──わかったわマーリーン」


「わかったって何が!?」


　涙声で問う彼女の瞳ひとみをまっすぐ見つめ──


　あたしは言った。


「これは、あなたが──


　……いえ……


　あなたやあたしが乗のり越こえなくちゃあならない壁かべなのよ」


　と──





　かつて。


　あたしが魔道士を志こころざしたのは、姉ねえちゃんに認みとめてほしい、勝ちたい、というのがそもそもの動どう機きだった。


　あたしが旅に出たのもまた、姉ちゃんの、『世の中を見てこい』ということばがあってのことだった。


　誰にでも──というわけではないが、時として人には、そういう相手が現あらわれるものなのだ。


　人生に大きな影えい響きようを与あたえる者。乗り越えなければならない相手というものが。


　それが──マーリーンにとってのカーシャさんなのだ。


　そしておそらく。


　あたしがこの事じ件けんにかかわったこと自じ体たいもまた、単なる偶ぐう然ぜんなどではない。意い味みがあることなのだ。


　どうしても、そんなふうに思えてならなかった。


　つまりこれはなんというか──


　あたしが、いつか姉ちゃんに挑ちよう戦せんし、乗り越える、そのための一つの見本サンプルケース、あるいは通つう過か儀ぎ礼れいなのだ、と。


　そんな気がして仕方がない。


　ならば、あたしの取るべき道は──


「──力を貸かすわ」


「……え……？」


　あたしの言ったそのことばに、マーリーンは、呆ぼう然ぜんと、視し線せんをあたしの方へと向けた。


「よく聞いて。


　たとえば今日、あたしがカーシャさんに力を貸さず、ここに現れなかったとする。


　なら、それであなたは一生カーシャさんの手から逃にげ続けることができるの？


　答えは否いな、よ。


　他の誰かがいつか、手を貸すかもしれない。


　彼女が一人でやってくるかもしれない。


　組織の庇ひ護ごも永えい遠えんじゃない。


　あなた、一生、カーシャさんの影かげにおびえて逃げ暮くらすような人生を送りたいの？


　答えは？」


「……………………」


　問われてマーリーンは、しばし沈ちん黙もくを続けてから、ぎり、と奥おく歯ばを嚙かみ締しめて、


「ノー、よ」


　顔を上げ、あたしの目をまっすぐ見つめ。


　彼女はきっぱりとそう言った。


　あたしは大きくうなずいて、


「オッケー。


　なら、あなたの進む道は一つしかないわ。


　カーシャさんとまっ正面から向き合って、決けつ着ちやくをつける。


　あなたが呪じゆ縛ばくから逃れるためには、それ以外に方ほう法ほうはないのよ。


　戦いなさい。


　あたしも、手を貸すわ」


「……お母様と……」


　彼女はしばしためらい──それでもやがて、きっぱりと首を縦たてに振ふった。


「……わかった。私も覚かく悟ごを決めよう。


　しかし……なぜ私に手を？　そもそもあなたはお母様から依い頼らいを受けたのだろう？」


「ん？」


　言われてみれば……ここで彼女の側がわについたら、たしかにそこはかとなく契けい約やく違い反はんかもしんないけど……


　あたしは小さく苦く笑しようして、


「言ったでしょ。あたしも郷く里にの姉ちゃんにそんな目にあわされた、って。


　つまりは──ひとごとじゃあないのよ。あたしにとっては。


　だから手を貸す。


　それだけのことよ」


「……そうか……感かん謝しやする」


　言って彼女がさし出した右手を、あたしは力強くにぎり返し──


　その時。


「おやおや。どうやらお話は決まったようですね」


　のんびりと響ひびいたその声は、あたしとマーリーン、二人の背せ筋すじを凍こおらせたのだった。





　振り返る。


　ゆっくりと。


　声が聞こえた、その方を。


　あるのはただ、緑なす森の草木。そこには人の姿はおろか、気け配はいさえも存そん在ざいしない。


　だがその時。


　しげみが動いた。


　いや。


　こちらからさほど離はなれていない場ば所しよにあった、しげみだと思っていた物ぶつ体たいは、その場に立ち上がり、人の形を取った。


　──カーシャさん。


　い……一体いつの間にッ!?


　彼女は苦笑ぎみの笑みを浮かべて、ゆっくりと──あたしの方を向く。


　背に走る悪お寒かんは、彼女の放はなつ何かの気配か、それともあたしの抱いだいた恐きよう怖ふか。


「いやですねえ、リナさんったら。約やく束そくが違うじゃあありませんか」


　向けられた笑みが死ヌほどコワい。


「かかかかかかんちがいしないでください」


　平へい然ぜんを装よそおったつもりで言ったことばは、ろれつが回ってさえいなかった。


　あたしは必ひつ死しで頭を動かして、


「約束が違うとか裏うら切ぎったとかいうのはまるっきり誤ご解かいですってば誤解っ！


　そ……そもそもあたしが引き受けたのは、カーシャさんとマーリーンが話し合いの場を持つ、そのための手助けをする、ってことでしょ？　でしょ？」


「ええ。そうですね」


　うなずく彼女に力を得え、あたしは早口でまくし立てる。


「そもそも話し合いっていうのは双そう方ほうの発はつ言げんがあってのものなわけで、けどマーリーンが自分で家を出たなら、場ば合あいによっては、出で会あった瞬間、彼女が逃げ出す可か能のう性せいだってあったわけでしょっ!?


　そうなるととーぜん話し合いにもなんにもならないわけで、それじゃあだめだから、あらかじめ彼女だけから話を聞いておいた方がいいかなー、なんて思ったり！


　実じつ際さい今話を聞くとカーシャさんに苦にが手て意い識しきを持ってたみたいだしっ！」


「まあ」


　あたしのことばに、カーシャさんは、ぽんっ、と小さく手を打って、


「言われてみればたしかにそうですね。


　お気づかいさせちゃってごめんなさいねリナさん。ありがとう。わたし感かん心しんしましたよ」


　瞬時に消えるプレッシャー。


「いえいえぇ。とーぜんのことをしたまでですよぉ」


　テレて頭を搔かくフリしつつ、頰ほおの脂あぶら汗あせをぬぐうあたし。


　おっしゃなんとか生き延のびた。


　……ってこの時じ点てんですでに気け圧おされてるしあたしっ！


　カーシャさんは、その笑顔をマーリーンの方に向け、


「──さてと。


　それじゃあマーリーン」


「はっ……！　はいお母様ッ！」


「はじめましょうね。話し合いを」


　言ってカーシャさんはむぞうさに、手にした剣を構かまえ──


「──って待てぇぇぇぇぇいっ！」


　プレッシャーが消えた今、あたしのツッコミは即そく座ざに入った。


「何でしょう？　リナさん」


「『何でしょう？』じゃなくって！　なぁぁんでいきなり『話し合い』で剣を構えるんですかっ!?」


「……っ！」


　あたしの指し摘てきに、カーシャさんは小さく息いきを呑のみ、


「……そう……そうよね……いきなり母さんの得とく意いな剣で勝しよう負ぶ、なんていうやりかたが間違ってたのね……」


「そーいうことよっ！」


　うなずくあたしのことばを聞いて、カーシャさんは、マーリーンに頭を下げて、


「ごめんなさいねマーリーン。母さん、今やっとわかったわ。自分の何が間違っていたのか……


　……じゃあ、あなたの好きな武ぶ器きを選えらびなさい。それで勝負よ」


「それも違うわぁぁぁぁぁっ！　武器取る前に会話しろっ！」


　ふたたび即座にツッコむあたし。


　カーシャさんは、どこかとまどったような視線をあたしに向けて、


「……え……？　でも、『親子の対たい話わに言葉はいらない』って言いますし……」


「それは『力で解かい決けつしろ』って意い味みじゃないのよッ！


　なんとゆーのか……同じ場所にいて、黙だまっていても、視線と視線を交かわすだけで、お互たがいの言いたいことがわかるとゆーか」


「ええ。ですからうちも、同じ戦場にいて、黙っていても、刃と刃を交わすだけで……」


「交わすなぁぁぁぁぁっ！


　というかそもそも、そーゆー教育方ほう針しんに反はん発ぱつしてマーリーンが家出て行っちゃったから話し合いをする、ってことなんでしょっ!?」


「……じゃあ……まずは言葉で話し合いとか……そういうのがいいの？　マーリーン」


「そういうのがいいです。お母様」


　どこか不ふ満まんげに問うカーシャさんに、迷まよわず即そく答とうするマーリーン。


「……仕し方かたないわねぇ……」


　ため息混じりにカーシャさんは言って──


「何を悩なやんでいるのかは知らんが──」


　その時。


　割わり込んで来たのは、怒いかりを含ふくんだ男の声だった。


「もう、考える必ひつ要ようはないぞ」


　ふり向いたそこ、しげみの外には、紳しん士し然ぜんとした身なりの中年男。


　だが彼が、単たんなる通りすがりの中年紳士などではないことは、その後ろに控ひかえる無む数すうの剣士たちが物もの語がたっていた。
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　それにこの男──何よりも、スキがない。


「……ネルローネさん！」


　森に響くマーリーンの声。


　するとこの男が──


「マーリーンのお身み内うちかな？」


　男は言った。ねちりっ、とした声で。


「お初はつにお目にかかる。


　私はクラマッド＝ネルローネ。このファミリーを束たばねる者──」


　と。







（ランナウェイ・ガール：つづく）













　次回予告




　カーシャ、マーリーン、ネルローネ。


　交こう錯さくするいくつもの想おもい。


　次々と襲おそい来る組織最さい強きようの刺し客かくたち！


　くりひろげられる戦いの中、親子の絆きずなはふたたび結むすばれるのか。


　マーリーンは、カーシャを越こえることができるのか。


　そしてリナはその中に、一体何を見いだすのか。


　次回『ランナウェイ・ガール』後編


　おかあさまと話し合いながら待て！











　ランナウェイ・ガール［後編］







あらすじ




　気のよさそうなおばちゃん、カーシャから、家いえ出で娘むすめを連つれ戻もどす依い頼らいを受けるリナ＝インバース。


　しかし、娘のマーリーンの家出先は、近きん隣りん最大の犯はん罪ざい組そ織しきネルローネ・ファミリー。なおかつカーシャも、かつてはラルティーグのハイエナとまで呼ばれた、なんだかコワい人だったと知るリナ。


　組織のアジトがなすすべもなく壊こわれてゆく横で、再さい会かいを果はたすカーシャとマーリーン。


　親子の会話が進む中、アジトを潰つぶされた組織のボス、クラマッド＝ネルローネが、腹ふく心しんたちを引き連れて、今、三人の前に立ちはだかった！















「でもねぇマーリーン、身み近ぢかに目もく標ひようになる人がいた方が、より成せい長ちようできるんじゃあないか、って、母さんそう思うのよ」


　ほっぺたに片かた手てを当てて小首をかしげ、カーシャさんは言う。


「ほら。リナさんだって、お姉さんっていう目標があったからこそ、こうやって、立りつ派ぱな技わざが使えるようになったんだと思うし」


　言って彼女が指した先には、ただただ巨きよ大だいなクレーター。


　あたしの放はなった竜破斬ドラグ・スレイブの跡あとである。


　こっちが込み入った話をしている時に、横からしゃしゃり出て来た気のきかない連れん中ちゆうがいたので、ちょっと吹ふっ飛とばしてみたのだ。


　……そういえば中の一人が、組そ織しきのボスとかなんとか言っていたようだが……ともあれみんな吹っ飛んだ今となっては、それも過か去この話である。


　クレーターそばの草むらに腰こしを下ろして、あたしたち三人は話をしていた。


　カーシャさんとマーリーンの関かん係けいに、郷く里にの姉ねえちゃんとあたしとの関係を重かさね見て、ついその場のノリでマーリーンに、『力を貸かす』などと言ってしまったのだが……


　とはいえ、いざカーシャさんを目の前にすると、『いいからとっとと立ち去ろう』と、あたしの魂こころが叫さけんでいる。


　弱よわ気きヘタレと言うなかれ。生き物には、生せい存ぞん本ほん能のうとゆー奴やつがあるのである。


　かくて、虎こ視し眈たん々たんと立ち去る機き会かいを探さぐりつつ、あたしはとりあえず二人の会話につきあっていた。


　会話といっても、今はカーシャさんの、マーリーンへの説せつ教きようなのだが。


「母さんがあれこれやらせたのも、みんなあなたのことを考えてのことなのよ。


　きっといつかあなたにも、謎なぞの秘ひ密みつ結けつ社しやにさらわれて自じ力りき脱だつ出しゆつしたり、偶ぐう然ぜん国こつ家か的てき秘密組そ織しきの存そん在ざいを知ってつけ狙ねらわれたりする──そんな日がやって来るのよ。


　もしそうなっても、慌あわてたりしないように日ひ頃ごろから訓くん練れんしなくちゃあ」


「いえ……たぶんそーいう日は来ないと思いますお母様」


「何言ってるのよこの子は。


　母さんがあなたくらいの年とし頃ごろにはね、小さい頃母さんをさらって育てた謎の組織を壊かい滅めつさせて逃げ出したり、素す手でで仕し留とめたヒグマのお肉を食べて生き延のびたりしてたのよ」


「そ……そんな過か去こがあったんですかお母様っ!?　初はつ耳みみなんですけどっ！」


　引くマーリーンに、しかしカーシャさんは笑えみすら浮うかべ、


「ええ。よくあることだからとりたてて話したこともなかったけど。


　ともかく、ひとによって早いか遅おそいかの違いはあるけれど、そういうことって必ずあるものなのよ。


　たぶんそれが、よく言う、『オトナへの階かい段だん』というものだって思うのよ。


　リナさんだってありましたでしょ？　そういう時じ期きが」


「い……いや、あの、あたしの住んでた地ち方ほうでは、そーいう習しゆう慣かんってあんましなかったもんで……」


「あら、そうなんですか？」


「き、きっと最近は、そういうのは流は行やらないんですよお母様。


　……というか、そんな日来てほしくないです心の底から」


「あら、最近ないの？……やっぱり時代の差というものなのかしら……


　こうやって消えて行くものなのかしらねぇ……古き良き文化っていうものは」


　良き文化なのか。それは。


「あー、じゃあ、こーいうのはどう？」


　このままでは、カーシャさんのコワい思い出話がえんえんと続くことになる。話を遮さえぎり、あたしは言った。


「カーシャさんはマーリーンのことを心配してる。一方マーリーンは、自分一人で大だい丈じよう夫ぶだから、あまりかまわないでほしいと感じてる。


　このままだと、いつまでたっても平へい行こう線せんよ。


　もし今、無む理りにマーリーンを連つれ帰っても、きっとまた家いえ出でするだろうし、そうするときっとまたカーシャさんが連れ戻もどしに来るだろうし。


　なら、双そう方ほうが納なつ得とくする方法はただ一つ。


　マーリーンが一人前かどうかをテストすればいいのよ」


『テスト!?』


　親子の声がきれいにハモる。


「そ。


　要ようは、マーリーンが一人前か、そうじゃないかがはっきりすればいいんでしょ？


　もっとも、カーシャさんの頃ころとは時代が違うから、方法については、二人で納なつ得とくできるまで話し合う必ひつ要ようがあると思うけど」


「なるほど」


「そういうことでしたら納得いきますわ」


　言って二人がうなずいたところで──


「──さて、と──」


　つぶやいて、あたしは立ち上がる。


「なら、あたしの役目はここまでね。


　あとは二人でじっくり話し合って。


　それじゃあそろそろ退たい散さんするわ」


「ええっ!?」


　あたしの宣せん言げんに、驚おどろきの声を上げるマーリーン。


「ちょ……ちょっと待った！　さっきその……力を貸す、って……」


「貸したじゃない。親子の間で公平フエアな交こう渉しようができるように。


　でないといきなり『剣けんで勝負』なんてことになってたのよ。


　ひょっとして、そっちの方がよかった？」


「……いや……もちろんそれは困るが……」


「でしょ？


　ま、ここから先はあなたたち自じ身しんの問題よ」


　これ以上カーシャさんにかかわりあいになるのはヤです。などという本ほん音ねは隠かくし、あたしは大たい義ぎ名めい分ぶんを並ならべ立てる。


「本当に……リナさんのおっしゃる通りです」


　カーシャさんは、あいかわらずコワいメイクのにこにこ笑え顔がおであたしの方に歩み寄より、ふところから、小さな革かわの袋ふくろをとり出して、


「ありがとうございます。娘と再さい会かいさせていただいて。


　些さ少しようですが、お約やく束そくの礼金です」


　受け取った革袋には、それなりの重みがあった。





　かくて。一つの依い頼らいは、無ぶ事じ終しゆう了りようしたのだった。


　めでたしめでたし。





　シャキシャキレタスの野菜サラダ。じっくりことことオニオンスープ。スパイスをたっぷりきかせたポークリブ。次から次へと運ばれて来る料理の数々。


　依頼を終わらせ町へと戻もどり、目をつけていたメシ屋で心ゆくまでごはんを食べる。これこそまさに至し福ふくのひととき。ああ人生よありがとう。


　あたしは今運ばれてきたばかりの、甘あま芋いものクリームシチューにスプーンを伸のばし──
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「危ない！」





　どがしゃぁぁぁっ！





　横からいきなりタックル食らい、イスごとひっくりこけたのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。


「……な……？」


　あたしはなんとか身を起こし──


　そして、愕がく然ぜんと硬こう直ちよくした。


　倒たおれたその拍ひよう子しにか、テーブルに並ならんでいたはずの、あたしの愛いとしいお料理さんたちがひっくり返っていた。


「……ど………………


　どあああああああああああっ!?」


　頭抱かかえて絶ぜつ叫きようすれどももう遅おそし。オニオンスープと混まざったクリームシチューは帰って来ない。もう二度と。


　……おにょれ許ゆるさん！


　あたしは、ぶつかって来た奴やつを、きっ！　とにらみつけ──


「ちょっとあんた！……って……マーリーン？　なんで？」


　吐はき出しかけた怒いかりの声は立ち消えて、あたしは思わず眉まゆをひそめた。


　そう。いきなしあたしにタックルかました馬ば鹿か野や郎ろう様の正しよう体たいは、昼ひる間ま別れたはずのマーリーンだった。


「間かん一いつ髪ぱつ。危あぶないところだったな」


「危ないって……何が？」


　あたしの問いに、彼女が黙だまって指さしたその先には──


　店の壁かべ。


　手入れは行き届とどいているが、長い年月が染しみこんだ板壁に、手のひらほどの長さをした針はりが一本、突つき立っていた。


　ちょうど──そう。座すわったあたしの頭ほどの高さに。


「……え……？」


「だが油ゆ断だんするな」


　目を点にするあたしに、彼女は真ま顔がおで語りかけてくる。


「……え？　え？」


「お母様はまだ、近くにいるはずだ」


「……ええええええええっ!?」


　あたしは声を上げていた。他の客たちが好こう奇きの視し線せんを向けてくるが、今はそんなことを気にしている場ば合あいではない。


「ちょ……ちょっと待ってよ！　カーシャさんがなんで……その……今の針……！」


「昼間は助かった」


　あたりに視線と注ちゆう意いを送りつつ、マーリーンは言う。


「あのあとお母様と話し合ってな。リナさん、あなたを私が三日間、守りきることができれば、お母様も私のことを一人前と認みとめる、ということになった」


　……………………ち……………………


「ちょっと待てぇぇぇぇぇぇっ！


　つーことは何!?　あたし今、カーシャさんに命狙われてるわけっ!?」


「心配の必ひつ要ようはない。


　目的はあくまでも私のテストだ。お母様は別に、あなたに対して、殺さつ意いを抱いだいてるわけではない」


　言われてあたしは、壁に刺ささった針を、びしっ！　と指さし、


「殺意があろうがなかろうが、あんなもんが頭に刺さったら死ぬわぁぁぁぁっ！


　おまけに殺さつ気きなく放たれたりしたら、気け配はいさえ読めないでしょーがっ！


　てゆーか根こん本ぽん的てきに、あたしに何の断ことわりもなく決めるなンなことっ！」


「いや。あなたにそう言ったら、きっと拒きよ否ひされるだろう、と思ってやむなく」


「『やむなく』ぢゃねぇぇぇっ！


　拒否するに決まってるでしょンなもん！


　中止よ中止！　即そく中止っ！」


「そう言われても困る。こちらからお母様に連れん絡らくを取る手しゆ段だんもないし」


「さらっと言うなぁぁぁっ！


　あんたはなんでもいーでしょーけど、あたしの身の安全はどーなるのよっ！」


「ふむ……」


　マーリーンはしばし考えて、


「しかしまあ、『若いうちの苦く労ろうは買ってでもしろ』とも言うから」


「言うけど『押おし売りはお断ことわり』とも言うでしょーがっ！」


　彼女はふたたび考えて、


「なら……アフターケアとして、今のうちにあなたの実じつ家かの住所を聞いておく、というあたりで妥だ協きようしては……」


「そんな後ろ向きなアフターケアは心の底からいらんっ！


　そもそもあんたのテストなんだから、あんた自身がターゲットになればよかったんじゃないっ！」


「確たしかにそういう案あんもお母様から出たのだが……その場合、いろいろな感かん情じようから、私の実力が発はつ揮きできなくなる可か能のう性せいが高い。


　ならば別人の護ご衛えいという形が望のぞましい。例たとえばリナさんとか──という私の意見が採さい用ようされて」


「あんたのせいかぁぁぁぁぁぁっ！」


　涙なみだ目めでつかみかかるあたしに、しかし彼女は平へい然ぜんと、


「落ち着いて。たった三日間の辛しん抱ぼうだから。


　ここで私と諍いさかいを起こしても、何の解かい決けつにもならない。


　互たがいに協きよう力りよくしあった方が得とく策さくのはず」


「……まあ……たしかにそーだけど……」


　正しよう直じき、お前が言うな、とゆー感じではある。


　ともあれかくて、あたしはマーリーンと協力せざるをえないハメになったのだった。


　──このアマ三日経たったら絶ぜつ対たい殺ス──


　などと、心の中でこっそり思いつつ──





「元気がないな。リナさん」


「……そりゃそーよ……」


　明けて翌よく朝ちよう。


　町の通りを行きながら、マーリーンのかけた声に、あたしは力なくつぶやいた。


「なにしろ昨日きのうは、ぜんっぜん眠ねむれなかったからね～」


　ジト目で見つめるあたしの瞳ひとみを、彼女はまっすぐに見返して、


「何か悩なやみでも？」


「あんたのせーでしょーがあんたのっ！


　カーシャさんがいつ夜や襲しゆうをかけてくるかと思うと、とてもじゃないけど、おちおち眠ってなんていられなかったのよ！」


「神しん経けい質しつになる必要はないと思うが。


　あなたは私が守っているのだし、万まん一いち私が失しつ敗ぱいしたとしても、眠っている時なら苦しまなくて済すむ」


「だめでしょーがそれじゃあっ！」


　思わず荒あららげたあたしの声も、町の喧けん噪そうにまぎれて消える。


　あぁあああ。町はこんなに平へい和わだとゆーのに、なにゆえあたしはこんな目に。


　通りを行き交かう雑ざつ多たな人々。はしゃいで走る子供たち。道の両側に立った露ろ店てんには、とりどりの品物が並ならんでいる。小物に肉にオレンジに、野や菜さいに服に装そう飾しよく──


　──その時。


　あたしの意い識しきに、何かが引っかかった。


　………………オレンジ？


　気づいた刹せつ那な、あたしはダッシュをかけていた。


　ひゅっ！


　あたしの背せ中なか、すぐ後ろを風が裂さく音。通り過すぎてふり向けば、オレンジの屋台から数本の槍やりが突つき出ていた。


　歩いていれば間ま違ちがいなく、あたしがいたはずの虚こ空くうを貫つらぬき。


　通つう行こう人にんたちの悲ひ鳴めいは、一いつ拍ぱく遅れてあたりに響ひびいた。


「リ、リナさんっ！」


　驚おどろきの声を上げ、その槍をよけてあわてて駆かけてくるマーリーン。


「無ぶ事じだったか!?」


「まあ、ね。


　前にカーシャさんが、露店でオレンジを売ってたのをふと思い出して……それに、店に誰もいなかったんで、ね」


　言って目で指した露店の奥には、はや──いや、あたしたちが通った時から、誰の姿すがたもなかった。


　店主がいないというだけなら、あたしも気にはしなかったろう。ちょっと用をたしに行く間、隣となりに店番を頼たのむことなど、露店ではよく見かける光こう景けいである。


　だがそれに加えて、売っている品物がオレンジ、というところが引っかかったのだ。


「……けどよかった……本当に……」


　マーリーンは、額ひたいにじっとりとにじむ脂あぶら汗あせを拭ふき、


「一いつ瞬しゆん、これでお母様の特とつ訓くんを受けなければならないかと思ったが……」


「あたしの方の心配をしろあたしのっ！


　けどいきなり槍ぶすま、って、本っ気であたしのこと殺す気かカーシャさんっ!?」


「いや……お母様はリナさんのことを、ずいぶん買っていたようだからな。


　おそらく『リナさんならきっと、槍が刺ささったくらいじゃあへこたれない』と思っているのだろう」


「死ぬほどへこたれるわぁぁぁっ！　てゆーかへこたれたのちに死ぬっ！」


「そんな！　あなたともあろうものが、らしくない」


「あんたあたしを何だと思っとるんだ」


「……まあとにかく。


　こんなところで長話をするのは得とく策さくとは言えない」


　彼女はあたりを見回して、


「お母様がこの人ひと混ごみに紛まぎれて、まだ近くにいる可か能のう性せいもある。一いつ刻こくも早くこの場を離はなれよう」


「……そうね……」


　さすがにそれに関しては、あたしにも全まつたく異い論ろんはない。


　いまだざわめく通行人たちを残して、二人はその場を離れたのだった──





「……このままじゃあ、いくらなんでもやばすぎるわ……」


　あたしがマーリーンに言ったのは、町の片かた隅すみにある小さなメシ屋で、昼ごはんを食べていた時のことだった。


　──いつもなら、足の向くまま気の向くままに、あっちの町からこっちの村へと旅を続けているのだが──


　カーシャさんに狙ねらわれまくっているこの状じよう況きようで、襲おそってくれと言わんばかりに、ひとけのない街かい道どう通る根こん性じようはない。


　仕し方かたなく、テスト期き間かんが終わるまで、この町の中でひっそり静かに生きてゆこうと決意した、というわけである。


　後ろ向きとは言うなかれ。相あい手ては何の悪あく意いもなしに、頸けい動どう脈みやく目がけて針投げつけてくるよーな相手である。警けい戒かいしすぎる、ということはない。


「やばい？」


　ポテトサラダを食べながら、おうむ返しに問うマーリーンに、あたしはこっくりうなずいて、


「たとえば朝の襲しゆう撃げき──


　幸いあたしが気づいたからなんとかなったけど……


　あんたもあたしも、カーシャさんの殺気や気配を感じ取ったわけじゃない。たまたまラッキーだっただけよ。


　なら今後、カーシャさんが本気でしかけてきたなら──


　正直言って、切り抜け続けるのはむずかしいわね。


　そうなればあたしも不幸になるし、あんたもカーシャさんの下で、また修しゆ行ぎようの日々に明け暮くれることになるのよ。


　楽しい？」


　無む言ごんでぶんぶん左右に首を振ふる彼女。


「テストの期き日じつが三日──ということは、終わるのは二日後の夕方。


　それまでなんとかするには、策さくを考える必ひつ要ようがあるわ」


「策？　どんな？」


　身を乗り出して問う彼女に、あたしは大きく息をつき、


「……あのねえ……


　もともとあんたのテストのはずなんだから。自分でも何か作さく戦せん考えよう、とか思わないの？」


「……作戦……」


　マーリーンはしばし考え、やがて、はっ！　と顔を上げ、


「そうか……！　お母様の手からリナさんを守る、ということは、お母様があなたに手出しできないような状じよう況きようを作ってやれば問題はない！」


「お。悪くないわね。


　で？　具ぐ体たい的てきな方法は？」


「お母様が手を出して来るより先に、私がこの手でリナさんを……」


「却きやつ下かぢゃボケェっ！」


「ええっ!?　何なに故ゆえ!?」


「死ヌでしょーがあたしがっ！　それっ！」


「そうだが……そんな、自分のことばかり勝手に主しゆ張ちようされても……」


「それじゃあ本ほん末まつ転てん倒とうでしょーが立りつ派ぱにっ！


　そんなことしたらカーシャさんも、『テストにならなかったから再テスト』とか言い出すに決まってるでしょっ！」


「そうか……


　いい線を突ついてはいたのだがな……」


「ついてないっ！　ちっともっ！」


　……だめだ。こいつに何か考えさせてもらちがあかない。


　あたしは、びっ！　と、手にしたフォークをおっ立てて、


「いーことマーリーン。


　こういう場合の手しゆ段だんは二つに一つなのよ。


　すなわち。


　ガチガチに防ぼう御ぎよするか、逆ぎやくに攻こう撃げきにうって出るか。


　使い分けは状じよう況きよう次し第だい。


　で、今の状況を分ぶん析せきすると、護ご衛えいの期き間かんは三日──つまりあさっての夕ゆう刻こくまで。


　あくまでテストである以上、カーシャさんは、あたしたち以外の人に手を出すつもりはない。


　となると──」


「そうか──！」


　あたしのことばに、マーリーンは顔を上げ、言った。


「籠ろう城じよう戦せんか！」





　防ぼう備びは万ばん全ぜんのはずだった。


　町で一番大きく立派な宿──言い方を変えるなら、つくりのしっかりした宿に、あたしたちは部屋を取り、そこで籠城──立てこもりを決め込むことにしたのである。


　取った部屋は、合計五つ。　あたしたちが立てこもる所と、その上下と両りよう隣どなり。


　ちなみに宿代は、とーぜんマーリーンに出させた。


　水も食料も用意した。これであとは外との接せつ触しよくを断たって、期き日じつが過すぎるのを待つだけである。


「……しかし……本当に大丈夫なのか？　これで？」


　その日の夕ゆう刻こく。あたしが生み出した魔ま法ほうの明かりが灯ともる部屋で。


　パンと塩けの強いハム、果物くだものと水だけの籠城ディナーをかじりつつ、マーリーンは不安げにそうつぶやいた。


「万全──なんてことはないわ。けどこれが、取りうるベストな対たい処しよ法ほうでしょうね。


　あくまでテストなんだから、カーシャさんも、いくらなんでも宿に火をつけたり呪じゆ文もんで壁一面を吹っ飛ばしたりとかはしないでしょうし。


　壁に侵しん入にゆう用ようの穴あなくらいは開けてくるかもしれないけど……上下左右の部屋をおさえた以上、侵入ルートは限かぎられて来るわ」


「つまりは──廊ろう下か側がわか窓まど側」


　つぶやくマーリーンにうなずくあたし。


「で、反対側が、あたしたちの逃とう亡ぼうルートになる。


　あ、念ねんのため言っとくけど、もしもの場合に、あたしを置いて一人で逃げ出しちゃあだめよ。


　護衛の意い味みがないから」


「確たしかに。努力する」


「努力じゃなくて実じつ行こうするよーに。


　……ったく……」


　かるく食事を終えると、自然とあくびが漏もれ出した。


　テーブルから離はなれてベッドに向かい、


「じゃ、あたしはひと寝ね入いりするから今夜の寝ずの番、よろしく」


「もう眠るのか？」


「きのう眠れなかったからね」


　あたしは剣とショルダーガード、マントを外はずしてハンガーにかけると、バンダナに手を伸のばしながら、ベッドに腰かけ──
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　──!?


　座すわったベッドのマットレスに、微び妙みような違い和わ感かんがあった。感じ取ると同時に、あたしはベッドから飛び離れ──





　ぞずっ！





　黒い刃やいばがベッドのマットレスをつき破やぶり、あたしの座っていた場所を貫かん通つうしたのは、まさにちょうどその時だった。


「なにっ!?」


　あたしと、剣を構かまえるマーリーンの目前で、蹴けり上げられたベッドマットが二つに割われて宙ちゆうに舞まい、その向こうから現あらわれたのは、まっ異な影かげ一つ。


　まっ黒というのは誇こ張ちようではない。全身を黒い服に包つつみ、手にした刀とう身しんはもとより顔すらも炭すみで黒く塗ぬりつぶされていた。


　その正体は言うまでもない。が──


「……な……なんであんな場所からっ！」


　叫さけぶあたしに黒い影──カーシャさんは、そこだけはぽつりと白い目を、笑みの形にゆがめると、


「だって、朝方、リナさんを仕し留とめそこなった時点でわかったんですけど、ずいぶん場ば慣なれしてらっしゃるんでしょう？」


　めちゃめちゃコワい格かつ好こうのまま、しかしあくまで気のいいおばちゃん口く調ちようで語りかけてくる。


　……てゆーか『仕留めそこなった』とか言ってやがるし。このひと。


　まさかテストって目的忘れてるんじゃあないだろーな……？


　悠ゆう然ぜんと構かまえたままで、彼女は続ける。


「ならリナさんは、つくりのしっかりとした宿での立てこもり作戦をとるんじゃあないか、って思って。


　で、ここを調べてみると、上下左右が空あいている部屋って、ここしかなかったんですよ。


　ですから、先に部屋に忍しのび込んで、昼からずっと待ってたんですよ。


　まあ、かなり賭かけだったんですけれどね」


　マットレスの中身をえぐり抜き、昼からじっと、獲え物ものの出しゆつ現げんに賭けて待ち続けるカーシャさん。


　想そう像ぞうするだに背せ筋すじが寒い。


　ダメだ勝てねぇこのひとには。


「マーリーン！　手はず通り時間かせぎお願い！」


　言い捨すてて答えも待たず、あたしは部屋のドアから廊ろう下かに飛び出した。


　──昏くらい。


　陽ひはすでに落ち、廊下に並ならんだ小こ窓まどの向こうに見える空は、夜の藍あい。


　宿の人間が手を抜いているのか、壁の燭しよく台だいにいまだ火は灯ともされておらず、廊下の先はただ、闇やみの奥へと伸のびていた。


　だがためらっている場合ではない。


　なにしろ後ろには、闇やみなどよりよっぽどコワいおばちゃんがいる。


　ダッシュで廊下を駆かけ抜けて、階段を数段飛ばしで跳び下りる。背はい後ごに聞こえ続ける響ひびきは、己おのが靴くつ音おとの残ざん響きようか、それとも追つい跡せき者しやの足音か。


　そして宿屋の一階へ。


　酒さか場ばと食堂を兼かねたそこには、たむろする客たちの姿。


　だがそれで、安心できるわけではない。


　あたしは背後の闇をふり向き──


　闇が、動いた──ような気がした。


　そう感じた瞬しゆん間かんには、あたしは店をつっ切って、玄げん関かんから表通りへと飛び出していた。


　陽ひが落ちて間もないせいで、ちらほらと人通りはあるものの、街がい灯とうもまばらな宵よい闇やみの町は、暗い。


　口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつ、あたしは道を駆かけてゆく。肩かた越ごしに、ちらりと後ろに目をやると──


　何かが動いた。


　今度は決して気のせいではない。いるのだ。そこに。闇と同じ色のものが。


　気け配はいもなく音もなく。しかしそれが迫せまり来るのを、あたしははっきりと感じ取り──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　やっと完かん成せいした高こう速そく飛ひ行こうの呪文を唱え、あたしは夜の中を飛んだ。





　あたしが術を解かい除じよして、ようやくひと息ついたのは、かなりかっ飛ばしたあとのことだった。


　たぶん、郊こう外がいまで来てしまったのだろう。あたりにあるのは、見み慣なれぬ建たて物ものと路ろ地じばかり。家の奥からかすかに明かりと音が漏もれ出てはいるが、通りに人の姿はない。


　そういえば……荷に物もつを宿に置いてきてしまったが、どうせあの部屋はマーリーンの払はらいで三日間取ってある。テスト期間が終わったあとで、取りに戻もどればいいだろう。


「……さて……


　すると問題は、これから一いつ体たい……」


　つぶやきを止めてあたしは凍こおりつく。


　闇が、その重さを増ましていた。


　いる。何かが。近くに。


　そんなはずはない。ありえない。高速飛行の術ですっ飛んで来たのだ。人の足であとを追えるはずがない。


　はずがないのだが──


　予よ感かんがするのだ。果はてしなく、いやな予感が。


　それを信じるか否いなかが、時には生せい死しすら分ける。


　今。あたしは予感を信じる。


　いるのだ。近くに。カーシャさんが。


「……あらあら……間に合うかしらね。あの子は」


　その時。


　遠くから聞こえた声に、あたしははじかれたようにふり向いた。


　延のびる路地の奥は、ただ、闇。動くものは何もない。


　いや──それとも闇に同どう化かした何かが近づいているのか。


　動きが一いつ瞬しゆん止まり──そしてあたしは、風を感じた。


　頭上から。


　──間に合わない──


　刹せつ那な脳のう裏りをよぎったのは、ただ、そのひとことだけだった。


　だが。





　ぎんっ！





　ま近に響いたのは、鋼はがねが肉をえぐる音ではなく、鋼が鋼を砕くだく音だった。


　そしてあたしのすぐそばに。


　気配が二つ、存在していた。





　ひざをつく。つめたい土の上に。


　そしてあたしはようやく気づく。自分が思わず呼こ吸きゆうを止めていたことに。


　夜や気きの中に息を吐はき、顔を上げる。


　そこにあったのは二つの人ひと影かげ。


　一つは言わずもがな。全身くまなく黒ずくめのカーシャさん。


　ただし──その手にした黒い剣の、刀とう身しんがへし折おれていた。


　対たい峙じするのは──あたしの全く知らない顔だった。四十がらみのさえないおっちゃん。


　夜目にも目立つ無ぶ精しようひげ。ごくありきたりな安物の服。ただ違うのは、片手に構かまえた肉厚の短剣ダガー。


　おそらくそれが、建たて物ものから飛び降おりざまに、あたしに向かって放たれたカーシャさんの攻こう撃げきを、寸すん前ぜんで防ふせいだのだろう。


　彼女の剣をへし折って。


　目をぱちくりとまたたいて、男に向かってカーシャさんが言った。


「おや。お父さん。お帰りですか」


　……お……


「お父さん……って……？　このひと……？」


　あたしのつぶやきに、カーシャさんはややてれくさそうに、


「ええリナさん。うちの主人です。ちょっと出しゆつ張ちようしてたんですけどね……。


　けどずいぶん早かったんですねぇ」


　問われておっちゃんは、短剣ダガーをふところにしまいながら、気さくな調ちよう子しで、


「ああ。ゲリラたちがあんまりたいしたことがなかったもんでな」


　何者だ。あんたも。


　いや、カーシャさんを止めてくれたのには感かん謝しやするけど。


「けど帰ってきたらお前たちがいないし、探さがしてようやく見つけたら、お前がこっちの人を狙ってる。


　……とっさに止めてしまったけれど、こちらの人は？」


「ええ。マーリーンがまた家出をしちゃいましてね。


　連れ戻すのに力を貸かしてもらったんですけれど、『マーリーンが一人前かどうかをテストしてあげなさい』っておっしゃって。


　で、今はその護衛任にん務むテストに協力してもらっているんですよ」


「あたしは『テストに協力する』とは言ってないッ！」


　チャンスはもはや今しかない。あたしは声をしぼり出す。


「あらあら。


　そうなんですか？」


　その宣せん言げんに、カーシャさんは目を丸くして、


「あの子は『リナさんなら必ず協力してくれる。自分が説せつ得とくしてみせる。だめだったらだめと言う』なんて言って、そのあと何も言ってこなかったんで、てっきり引き受けていただいたものとばかり……」


「うーん。マーリーンはあいかわらずうっかりさんだなぁ」


　苦く笑しようを浮かべて言うおやじ殿どの。


『うっかりさん』ですますな。てゆーか全部あのアマのせいかっ!?


　いや──ひょっとしたら、うっかりしていたわけではなく、あたしを巻き込むために、わざとマーリーンは黙だまっていたのではないだろうか。


　なんかそんな気がする。ひしひしと。


　おーし。そっちがその気なら。


　あたしはなんとか立ち上がり、考えるふりで腕うでを組み、


「……うーん……あたしが言うのもなんなんですけど、大だい事じなテストの時に、そんな重じゆう要ようなことを言い忘れるというのは……


　独ひとり立ちする上ではいろいろと問題があるんじゃあないでしょーか」


「そうですよねぇ……」


　カーシャさんは剣をおさめ、頰ほおに手を当て、つぶやいて──


　おっちゃんともども、ふと同時に、通りの奥へと目をやった。


　つられてあたしもふり向く先には──


「……お……お父様？　どうしてここに？」


　ようやくこの場にたどり着き、状じよう況きようが理り解かいできずに佇たたずむマーリーンの姿。


　その彼女に向かい、カーシャさんは、困った口く調ちようで、


「そんなことよりあなた、リナさんは、テストの相手を引き受けてくれるとはおっしゃってなかったらしいじゃないの」


「……[image: ]……いや、それは……」


　カーシャさんは、すたすたマーリーンに歩み寄り、その片方の腕を取り、


「そんなんじゃあ母さん、まだまだあなたのこと、一人前だなんて認みとめられませんからね。


　テストは中止よ。帰ってしっかりきたえますからね」


「ええええっ！　ちょっ……!?」


　救すくいを求めるまなざしを向けられて、おやじさんは、


「あはははは。だめじゃないかマーリーン。


　作戦遂すい行こう中ちゆうの情じよう報ほう伝でん達たつはしっかりしておかないと。


　そうだ。今まではお前の教育、母さんにまかせっぱなしだったけど、今度からは父さんも手伝ってやろう。


　言っとくけど、父さんは、母さんほど甘あまくないからな。はははは」


　彼もマーリーンに歩み寄り、空いている方の片腕を取る。


　もはやマーリーンはいろんな意味で動けない。
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　カーシャさんは、あたしの方に会え釈しやくして、


「それじゃあリナさん、これで失しつ礼れいしますね。


　いろいろとご迷めい惑わくをかけて、ほんとうにすみませんでした」


　そして夫婦ふうふは歩き出す。いやがるマーリーンを間にはさみ。


　夜よ風かぜに乗り、親子の会話が聞こえてくる。


「けどこれからはもっとがんばらなくちゃあね。マーリーン。


　母さん、今までちょっと甘やかせすぎたから、これからはびしびしいくわよ。お父さんといっしょに」


「はっはっは。いいかいマーリーン。父さんがお前くらいの年頃にはな、攻せめてくる一個中ちゆう隊たいに一人で夜や襲しゆうをかけて、隊長クラスみんなの寝ね首くびを搔かいたりしたんだぞ。


　よく、新月のグール、なんて呼ばれてからかわれたもんだ」


　アア美シキカナ親子ノ情じよう愛あい。


　大だい怪かい獣じゆう二人に左右をかためられ、闇の奥へと連れん行こうされながら、こちらに助けを求める視し線せんを送るマーリーンに、あたしができたことといえば、ただ、胸の裡うちでことばをかけることだけだった。


　──お願いだから、次に何かあっても絶ぜつ対たいあたしを巻き込まないでね──


　と。


　……どうやらこのぶんでは、あたしが郷く里にの姉ねえちゃんを越こえる日は遠そうである……







（ランナウェイ・ガール：おわってみる）












　ミッション・ポシブル［前編］










　声はいきなり、そばから聞こえた。


「尾つけられてるんですぅ」


「……へ？」


　かじりかけの小エビシユリンプサンドから視し線せんを上げると、目の前にあったのは、切せつ迫ぱくした女の顔。


　歳としの頃ころは二十と少し。ストレートに伸のばした金髪ブロンドに整ととのった顔立ち。ごく質しつ素そなベージュ色の服。見た目は普ふ通つうの町の人。


　──沿えん岸がん諸しよ国こくの片かた隅すみにある、小さな国、リハード王国。あたしがいるのはその城じよう下か町まちだった。


　一いち応おう首しゆ都とではあるのだが、決して大都市というわけではない。


　なんとはなしに立ち寄よって、通りの屋や台たいでおやつがわりのサンドを買い込み、小さな公園の噴ふん水すいそばに腰こしかけて、食べようとしていた、まさにその時のことだった。


「……尾けられ……てる？」


「はいっ！」


　つぶやくあたしに、小声で、しかしはっきりと言う彼女。


　──なるほど。変な男にでも尾けられて、魔ま道どう士し姿すがたのあたしを見かけて助けを求めてきた、といったところか。


　めんどうだからと断ことわってもいいのだが、馬ば鹿か男を少々こらしめて、サイフをパクる……もとい。経けい済ざい的てき制せい裁さいを加える、というのも悪くない。


「わかったわ」


　あたしはサンドの残りを一気に口の中に押おし込んで立ち上がり、


「こっちよ」


　言ってすたすた歩き出す。一歩遅おくれて彼女も続く。


　背はい後ごに、たしかに尾び行こう者しやの気け配はい。一人ではない。二人か、あるいはもっと。


　とすると相手は痴ち漢かんとかではなく、ごろつき連中か何かなのだろう。


　あたしは通りを横切って、細い路ろ地じへと入ってゆく。


「……あの……こんな所に入ると、かえってまずいんじゃあないでしょぉか……？」


「大だい丈じよう夫ぶ」


　心細げに問う彼女に、あたしはきっぱり言い切って、そのままなおも足を進めた。


　後ろの気配が距きよ離りを詰つめてくる。おそらくここで仕し掛かけるつもりなのだろう。誘さそわれたのだと気づかずに。


「き……来ましたぁっ！　来てますよぉすぐ後ろまで！　ほら！　聞こえるでしょぉ足音！　あああ聞こえる聞こえるぅ！」
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　恐怖をにじませ、女は小声でまくし立てる。


　だが、しかけるにはまだ早い。


　尾行者たちをさらに引きつけて──


「どうするんですかぁ!?　だからこんな路地に入るのはまずいんじゃあないかって言ったじゃあないですかぁ！」


　……やかましい。


　あたしはふり向きざまに、女のえり首ひっ摑つかみ、引く勢いきおいを利用して、彼女と位い置ちを入れ替かえる。その向こうには、すぐそばまで迫せまったごろつきふうの男が二人。


　あたしの視し線せんに晒さらされて、男たちの動きが一いつ瞬しゆん止まり──


　そこを狙ねらって。


「魔風デイム・ウイン！」





　ごうっ！





　唱となえていた強風の呪じゆ文もんを解とき放はなつ。


　こんな場所に逃げ場はない。颶ぐ風ふうは男たちを吹ふっ飛とばし、壁かべに、地面にたたきつけた。


　上げた悲ひ鳴めいはかき消され、男たちはひとたまりもなく気を失った。


　ふっ。ちょろい。


　かくてあたしは、倒たおれた連中からサイフを奪うばうと、彼女とともに、その場をあとにしたのだった。





「すごいですぅ！」


　路地を抜け、広い通りに出たあとで。　彼女はあたしの方を向き、はしゃいだ声でそう言った。


「一発でしたよ一発ぅ！　その格かつ好こう、てっきり変へん装そうだと思ってたのにぃ！　ほんとうに魔法使えたんですねメロディさぁん！」


　…………………………？


「……メロディ……？　って誰だれ？」


「え。」


　聞いたあたしに、彼女は一瞬硬こう直ちよくし──


　しかしほどなく、ふたたび笑みを浮うかべて頭を搔かきつつ、


「あ。そぉか。そうですよねぇ。さすがですねぇメロディさん。


　わたしぃ、ミリエラ＝イングラムです」


「……あの、だから……自じ己こ紹しよう介かいしろとかそーいう意い味みじゃなくて……」


「あ。それもそぉですね。……えーっと、ちょぉっと待ってくださいね」


　彼女はふところから、がさごそと羊よう皮ひ紙しを取りだし、眺ながめて、


「……ええっと……


　今日は鳩はとぉ、見かけませんねぇ」


「鳩？」


　眉まゆをひそめてつぶやくあたし。


『…………………………』


　しばし沈ちん黙もくがその場に落ちて──


「いや、あの、違いますよぉメロディさん！　わたしがああ言ったらぁ、『鳩なら向こうの通りで見かけましたよ。エサのとりあいをやっていた』って言ってもらわないとぉ！」


「……あのねぇ……


　さっきから聞いてれば、わけのわかんないことをひたすらえんえん言ってるけど……


　なんであたしが鳩の観かん察さつなんてしてなくちゃあなんないのよ？　それに、さっきからあたしのこと、メロディさんメロディさん、って呼よんでるけど……あたしの名前はリナよ。リナ＝インバース」


「え。」


　彼女──ミリエラはまたまた硬直し、やがて手にした羊皮紙と、あたしの顔とを交こう互ごに見比みくらべ、


「で、でもぉ、あなたぁ、噴水のそばでサンド食べてましたよねぇ！」


「食べてたわよ」


「……じゃあ……え？　でも、あれ？……ああっ!?」


　彼女は手にした羊皮紙を眺めて大きな声を上げ、


「一日間ま違ちがってるぅっ！」


「……いや……何が間違ってるのか知んないけど……どぉでもいいけど、一体何なのよあんた……？」


　勝かつ手てにうろたえまくる彼女に、ため息混まじりにつぶやくあたし。


「いきなり尾けられているとか言ってみたり、知らない人の名前で呼んでみたり、暗あん号ごうみたいなことばのやりとり……」


　……………………


　言いかけて。


　あたしもその場で凍こおりつく。


　暗号みたい？


　もしそれが『みたい』なものではなかったとしたら……？


　コワい考えが頭に浮かぶ。まさかこのアマひょっとして……


「見つけたぞ。セレニアスの犬ども」


　不吉な予よ想そうを裏付けるセリフは、その時、横手から聞こえたのだった。





　セレニアス王国。


　ここ、リハード王国の隣りん国ごくで、あたしの記き憶おくに間違いがなければ、二国はひじょーに仲が悪い。





　問：これらのことから連れん想そうされることを述のべよ。





　答：この国に潜せん入にゆうした、セレニアスのお間ま抜ぬけ諜ちよう報ほう員いんが、あたしを仲間と間違えて声をかけてきた。





　……なんか……すごくヤな状じよう況きように陥おちいってるよーな気がするんですけど……どぉかあたしの考えすぎでありますよーに……


　とはいえ今は、ミリエラをあれこれ問いただしている場合ではない。


　路上に居い並ならぶ男たち。その数六人。


　見た目は普通の町の人。歳かっこうもばらばらだが、ただ一つ、似に通かよっているものがあった。


　それは全員の目の光。


　人数はたいしたことはないが──間違いない。彼らはプロだ。


　おそらくさきほどの二人はおとり。事じ情じようも知らされず、金で雇やとわれた、ただのちんぴらか何かだろう。


　ちんぴらたちのロコツな気配で、気配を殺した男たちの存そん在ざいを隠かくすための、いわば捨すて石である。


　あたしたちに声をかけたのは、グリーンのチョッキを着た小男だった。見た目はショボいが雰ふん囲い気きでわかる。こいつがおそらくリーダーだろう。


　あたしは、やや大げさにあわててみせながら、


「……ちょっ……！　ちょっと待ってよ！


　犬ども、って……あたしは関係ないわよ！


　あんたたちが何者で誰だれかなんて知りたくもないし、このひとが誰かも知らない！


　このひとが、勝手に何かかんちがいして、あたしを巻き込んだだけよっ！」


　ミリエラを指さして、その男に向かって説せつ明めいする。


　しかし彼女は眉まゆをつり上げ、


「ああっ!?　何を一人だけ関係ないふりしてるんですか今さらっ!?」


「『ふり』じゃなくて関係ないでしょーがあたしはっ！　きっぱりとっ！」


「……ほう……関係ないと言い張はるか」


　小男があたしをにらみつけたまま、ねちりっ、とした口く調ちようで言う。


「なら、身み元もとくらいは証あかしてもらえるのだろうな？」


「証……って言われても……見ての通り、旅の魔道士だし……


　魔道士協会にでも行って照しよう会かいしてくれれば、はっきりするかもしれないけど……」


「──名前は──？」


　男に聞かれ、あたしはため息混じりに、


「リナよ。リナ＝インバース」


　言ったそのとたん。


　男たちの間に、押おし殺した笑いが満ちる。


「リナ＝インバース。ほう！　お前があのリナ＝インバースなのか？」


　問う小男の口調には、揶や揄ゆの色が浮かんでいた。


「……たぶんそのリナ＝インバースよ」


「なるほど。有名な極ごく悪あく魔道士リナ＝インバースの名を騙かたれば、我われ々われが畏おそれをなして去さってゆく、とでも思ったわけだ。


　だが……浅あさ知ぢ恵えもここまで来ると笑えるものだな」


「をい待て。」


「教えておいてやるからよく聞け。


　残ざん念ねんだが、きみの外見はリナ＝インバースとは一いつ致ちしない。


　本物のリナ＝インバースは巨大な体たい格かくと薄うす青あおい肌はだ、額ひたいに生はえた小さなツノをいつも前まえ髪がみで隠しており、月のない夜にしか活動しないということが、我々の綿めん密みつな調ちよう査さでわかっているのだ」
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「ちょっと待てぇぇぇぃっ！　どんな『メンミツナチョーサ』をしたのよあんたらっ!?


　てゆーか、それ、人間っ!?」


「違うに決まっているだろう」


　きっぱり言い放ちやがる小男。


　お……おにょれてめぇら……


　あたしも今までさんざんに、『盗賊殺しロバーズ・キラー』だの『ドラゴンもまたいで通る』だのと不ふ名めい誉よな噂をされてはきたものの、ここまでめちゃめちゃ言われるのは珍めずらしい。


「さて。おとなしく……」


「どやかましいわ火炎球フアイアー・ボールっ！」





　づんどごぉっ！





　あたしの怒いかりに任まかせた攻こう撃げき呪じゆ文もんが、男たちを吹ふっ飛とばしたのは、その直ちよく後ごのことだった。





「実はリナさんに……話しておかなければならないことがぁあるんですぅ」


　ミリエラがそう切り出したのは、男たちを吹っ飛ばし、そのまま二人で町を逃げ出したあとのことだった。


　町から外れた森の中。あるのは、街かい道どうとも呼べぬ山道のみ。当とう然ぜん人通りなどあろうはずもなく、あたりには、あたしたちの他に人の姿はない。


「はいはい。それで？」


「実はわたしぃ……その……


　隣となりのセレニアス王国から派は遣けんされたぁ……諜報員なんですぅ！」


「気づいとるわそれくらいっ！」


「えぇぇぇえっ!?　なんでぇっ!?」


　即そく座ざにツッコミを入れたあたしに、やたらおーげさに驚おどろく彼女。


「……というか、あの状況ならイヤでも気づくわよっ！」


「へぇぇ……すごいカン……じゃなくてぇ、推すい理り力りよくですねぇ……


　その通りなんですよぉ。実はわたし、顔も知らない仲間と接せつ触しよくしろ、って指し令れいされて、一日間違えて行ったら、目め印じるしのシュリンプサンドを食べてるあなたがいたから……」


　彼女はいささかムッとして、


「リナさんが悪いんですよぅ。まぎらわしいことするから」


「ちょっと待てぃっ！　あたしのせいかっ!?


　もとはといえばあんたが日にち間違えてたのが悪いんでしょーがっ！」


「……だって……指令書の字が汚きたなくて読みにくかったんですから……ほら」


　言ってふところから取り出した羊皮紙を、あたしに向かってつき出す彼女。


　それにはたしかに、やたら読みにくい悪あく筆ひつで、日付と時じ刻こくと落ち合う場所、相手がシュリンプサンドを持っていることと合い言葉が記されているのだが……


「あの……これ、頭にでかでかと『部ぶ外がい秘ひ・読後処しよ分ぶんのこと』って書いてあるんだけど……いいの？　ンなもの持ち歩いたり、人に見せたりして？」


「え？」


　ミリエラは、あたしの手元をのぞき込み、


「……どこです？」


「だから、ここ。」


「……あああぁっ！　ほんとだぁ！　あんまり大きく書かれてるんで、単にそういうデザインなんだと思ってましたっ！


　ほら、そういうことってありません？」


「いや、あんまり」


「……っああっ！　ということはっ！」


　叫さけんで彼女はあたしの手から、その羊皮紙をひったくり、きっ！　とこちらをにらみつけ、


「……読んじゃいましたね……」


「あんたが読ませたんでしょーがっ！」


「原げん因いんはとにかく！　結果としてあなたがわたしたちの機き密みつに触ふれてしまったことは事じ実じつですぅ！」


　言われてあたしは、にっこりと満まん面めんの笑みを浮かべつつ、ミリエラのえり首ひっ摑つかみ、


「あはははははは。そーねぇ。そーよねぇ。


　原因は置いといて、あたしがさっきの男たち──たぶんリハード王国のエージェントたちに、あんたの仲間だと誤ご解かいされたのも、その連中を吹ふっ飛とばしちゃったのも事実だし、そっちの機密司令書読んじゃったのも事実なのよねー。


　さて。


　事実確かく認にんが終わったところで、さっきそっちに置いといた原因の方をちょっと追つい究きゆうしてみようと思うんだけど、いいわね？」


「そそそんな怖こわい目でにらまなくても……！


　わ、わかりましたよぉ！　認みとめます！　わたしの方にも責任はあった、って」


「にも？」


「……ま……まさか全部わたしのせいだ、なんて言うつもりじゃあ!?」


「全部あんたのせいでしょうがきっぱりと何の疑うたがいもなくっ！」


「……まあ……百歩譲ゆずってそうだったとしても……」


「一歩も譲らなくてもそうなのよっ！　とゆーかこっちの目ぇ見て話せっ！」


　言われて彼女は、じっとこちらに、恨うらみがましい視し線せんを向けて、


「……けど……わたしがここで『その通りですぅ』とか言ったところで、現げん実じつは変わらないと思うんですよぅ」


「[image: ]っ。」


　なかなか当を得た指し摘てきに、えり首摑むその手を思わずゆるめるあたし。


　たしかに──もしあたしがミリエラを、さっきの男たちにつき出して、巻き込まれただけだと主しゆ張ちようしたとしても、男たちは絶ぜつ対たいに信じてくれないだろう。


　──仲間を売ってでも逃のがれる気か。さてはお前の方が本命の諜報員だろう──


　とか言われるのが関せきの山である。


　ならばあたしの取るべき行動は一つ。とっととこの国から立ち去って、ほとぼりがさめるまで近寄らないこと。


「……まあ確かに……こんなところであんたの首絞しめてても、何も解かい決けつしないわけだし」


「そう！　そこでこれからが本題なんですけど！」


　彼女は声をひそめると、瞳ひとみに決意をみなぎらせ、


「こうなったらお互たがい、力をあわせて、いっしょにセレニアス王国に向かいましょう！」


「あたしパス」


　さらりと言ったあたしのことばに、彼女はしばし硬直し──


「…………………………へ？」


　間の抜ぬけた声を漏もらす。


　あたしは小さく肩かたをすくめ、


「だってあたし、別に、セレニアスに行かなきゃあなんないわけじゃあないし。


　どうせさっきの連中、リハードとセレニアスの間に網あみを張ってるだろうから、全ぜん然ぜん別の方からこの国を抜けた方が楽だし」


「……ちょっ……ちょっと待ってくださいよぅ！　それじゃあ、わたしはどぉなるんですかぁ!?」


　問われてあたしは視線をそらし、


「……あたしの口からはちょっと……」


「そんなぁぁぁぁっ！


　即そく死し確かく定ていですかぁわたしぃっ!?」


「そんなことないって」


　あたしは彼女の肩を、ぽんっ、と叩たたき、悲しい笑みを浮かべて、


「あっさり死なせてもらえるわけないじゃない。あんた諜報員なんだから」


「いぃぃぃぃいやぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　彼女はぶんぶか頭を振ると、あたしの腕うでにしがみつき、


「お願いですからいっしょについてきてくださいよぅっ！　リナさんの実力なら、さっきの連中がちょっかいかけてきたって、なんとかできるでしょ!?　ね!?　ね!?」


　言われてあたしは、ぽりぽり頭を搔かきながら、


「……まあ……どうしても、って言うなら、いっしょに行ってもいいけど……」


「そうですよ！　そう来なくちゃあ！」


　彼女はあたしの手を取って──


「で、いくら出す？」


　あたしの問いに凍こおりつく。


「……え……？　あの……いくら……って、どういう意味……？」


「そのまんまの意味よ。


　あたしとしては、セレニアス以外の国に逃げた方が安全なのよ。


　そこを曲げて、あなたといっしょに行く、ということは、あなたの護ご衛えい依い頼らいを受けるというのも同じ。


　なら依頼料が出るのは当とう然ぜんよね」


「いえ……あの……でも……そこはなんていうのか……わたしたちの友情に免めんじて」


　どこにンなもんがある、とツッコミを入れたくなるところだが、この場面でそれをやるのはシロウトである。あたしはにっこりほほえんで、


「そうね。じゃあ、あたしたちの友情に免じて、料金は相そう場ばの二倍ってことで」


「ええっ!?　友情度、他人以下っ!?」


「まあね～♪


　で、どうする？


　刺し客かくたちの毒どく牙がが忍しのび寄る中、一人でとぼとぼ進んでゆくか。


　あたしの言い値ねを払はらって、いっしょにセレニアスに行くか。


　あ。もちろんそんな莫ばく大だいな金きん額がく、今、現金で持ってるわけないだろーから、前金は手持ちのあり金全部。残りの払いはセレニアスに着いてからでいいわよ」


「……うううううっ……やな二に択たく……」


「二択じゃないわよ。他にも、『国を捨てて逃げ出し、一生追われる』とかゆー素す敵てきな選せん択たく肢しも……」


「……払います……言い値……」


　かくて彼女は、血の涙なみだなど流しつつ、あたしの提てい案あんを快かい諾だくしてくれたのだった。





　リハード王国からセレニアス王国へと抜ぬけるルートは、いくつかあった。


　大きな街道が一つ。小さな裏街道なら二つ。


　むろん他にも道はある。一いつ旦たん第三国に抜けてから、別のルートで入る道。道なき山や森の中を抜けてゆくという手もある。


　あたしが追う側の組そ織しきに属ぞくしているのなら──たぶんそのすべてに手て勢ぜいを置く。


　ミリエラ一人におおげさな、と思うかもしれないが、彼女がどんな情じよう報ほうを握にぎっているのかわからないのだ。


　もしもその情報が、リハード国王の生活や周しゆう辺へん警けい護ごのスケジュールだったりすれば、さすがにそんな情も報のを、不ふ仲なかのセレニアスに渡すわけにはいかない。


　彼女がリハードのエージェントたちに目をつけられたのも、彼女の握っている情報に関係があるのではないか、とあたしは想そう像ぞうしている。


　むろん、あまり詳くわしく知ってしまうと、深みにハマるおそれがあったので、そのへんのことは一いつ切さい聞いていないのだが。


　ともあれこの際さい、それはあたしにとって問題ではない。


　問題なのは、リハードのエージェントたちが、どのルートに重じゆう点てん的てきに網を張っているか、である。


　網が薄うすいのはたぶん、一旦別の国へと抜けるルートだろうが、当然ずいぶん遠回りになり、察さつ知ちされると長時間追つい撃げきを受けることになる。


　ならばいっそ──


　と、いうことで。


　あたしとミリエラの二人は、一番大きな街道を使って、セレニアスへと向かっていた。


　道の左側は、山と緑なす木々だが、右側は大きくひらけており、午後の陽ひざしがぽかぽか気持ちいい。


　……こんな状じよう況きようでさえなければ、快かい適てきな旅と言えるのだろうが……


「……あのぉ……リナさん……」


　あたりを行く旅人たちの顔色を、きょろきょろこそこそ窺うかがいながら、ひっそり小声で問う彼女。はたから見れば、立りつ派ぱに怪あやしいひとである。
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「……やっぱり人ぉ……多いんですけどぉ……なんでこの道選んだんですぅ……？」


「決まってるじゃない。


　整せい備びされてない裏街道よりこっちの方が、歩いてて気持ちいいからよ」


「[image: ]。」


　あたしの答えに彼女は一瞬硬直し──


　かまわずすたすた歩いてゆくあたしに、小走りで追いついて、


「……いやあのぉ……相手の裏をかいて、とか、そぉいう理り由ゆうは……？」


「ないわよ」


　ふたたびきっぱり答えるのに、ふたたび彼女も硬直し、またまた走って追いついて、


「ない……ってそんなぁ……！」


「とーぜんでしょ？


　作戦を立ててる相手の性格がわかってるなら、裏をかく手もあるけど、そうでない以上、手の内の読みようがないわ。


　ならあとは、運とかカンとか好みの問題。


　で、あたしの好みは『表街道を堂どう々どうと』って奴。それだけの話よ」


「けどこれじゃあ見つかっちゃうじゃあありませんかぁっ！」


「どの道をどう行ったところで見つかるわよ。


　今のうちに言っとくけど、いざって時の覚かく悟ごはしといてね。


　もし戦いになった時、パニクってしがみついてきたりしたら、問もん答どう無む用ようでどつき倒たおして見み捨すてるんで、よろしく」


「えぇぇぇぇえっ!?　そんなぁっ！　約やく束そくが違いますよぅっ！」


「約束……って言っても、あの前金じゃあねぇ……」


　ジト目を送ってあたしは言う。


　悪あく徳とく商人モード全開なセリフだが、受け取った前金──つまりミリエラの持ち金は、銀ぎん貨か六枚と銅どう貨か二枚のみ。


　これで小国のエージェントたちと渡り合え、というのだから、グレたくもなろうというもんである。


　このぶんでは、あと払ばらい分の方も、あんまし期き待たいはできそうにないし……


「ま、とにかく。


　生き残りたければ、あんたも戦うかなんとかしなさい、ってこと。


　こーいう仕事やってるんなら、何か得とく意いなことの一つや二つはあるんでしょ？」


「得意なこと……ですか……


　ええっと……実家にいた頃ころはよく、みんなに、『遠くから観かん察さつしていると笑える』と、ほめていただいていましたけど……」


「ほめられてないわよっ！　それはっ！


　……てゆーか、なんであんたみたいな人が諜報員なんてやってんのよ……？」


　あたしの問いに、彼女はむやみに瞳きらきらさせながら、


「昔むかしからあこがれだったんですよぉ。なんかかっこいいじゃないですかぁ。


　吟ぎん遊ゆう詩し人じんの歌でそういうの聞いてから、もうすっかり好きになっちゃってぇ。


　それで子供の頃ぉ、近所のみんなと諜報員ごっことか、よぉくやってたんですけどぉ、諜報員の役をちっともやらせてもらえなくてぇ、なぜかいつも、巻き込まれて殺される花屋の役とかばっかりでぇ。


　それでぇ、『大人になったら、絶ぜつ対たい本物の諜報員になってやるぅ！』って決めてたんですよぅ！」


「……けど、どうやって諜報員そんなもんになったのよ？　なりたいから、ってなれる職も業んじゃないでしょ？」


「そぉなんですよぅ！」


　彼女はこくこくうなずいて、


「将しよう軍ぐんさんのお屋や敷しきが近所だったんでぇ、相そう談だんしてみたんですけどぉ、なぜか『やめとけ。いいから』って即そつ刻こく宣せん言げんされてぇ」


　……いや、『なぜか』ってあんた……


「わたしがちょっと、町じゅうで評ひよう判ばんのうっかりさんだっていうだけで……偏へん見けんですよねぇ。こういうのって」


「……いや……偏見とかそーいう問題じゃあないよーな気はするけど……


　てゆーか町じゅうで評判になるレベルのうっかりさんだったんかい。あんたは。


　けどそれで、どーやって諜報員になれたわけ？」


「はい。あんまり悲しかったんで、将軍さんの飼かっているワンちゃんにぃ、門の外から泣きながら身の上相談をする、っていう地道な就しゆう職しよく活かつ動どうをぉ、ひと月くらい続けてたらぁ、ある日将軍さんがぁ、わかった、って言ってくださってぇ」
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「うわ……そりゃあなんつーか……大変だったわねー……」


「はい。そりゃあもう」


　……あたしが言ってる『大変だった』っつーのは将軍の方なのだが……


　就職を断ことわったそのとたん、自分ちの犬に向かって、泣きながら人生相談を続ける女。いくら歴れき戦せんの軍人だろうと、さすがにそれはひとたまりもないだろう。


　おそらく彼女が、本国の事じ務む処しよ理り係がかりなどではなく、敵てき対たい国への派は遣けん扱あつかいとなったのも、その将軍の、なるべく彼女を遠ざけたい、という気持ちの顕あらわれだったのだろう。


　ともあれこれでよーっくわかった。


　いざ戦せん闘とうになったとしても、こいつが何の役にも立たねぇということが。


「──ねえ、ミリエラ」


「はい？」


「パニクってしがみついてきたり、騒さわいだりしちゃあだめよ」


「もぉ。またその話ですかぁ？　だいじょうぶですよ。わたし、家にいた頃ころは、『腹が据すわっているように見えて得とくだね』ってよく言われてましたから」


「……それってやっぱし悪口……


　──まあいいわ。じゃ、言うけど、囲まれてるわ」


「何に？」


　きょとんっ、とした顔で問い返し、あたしの顔を見つめたままで、なおもしばらくそのまま歩き──


「──えぇぇぇええええっ!?」


　予よ想そう通り──いや。予想より一いつ拍ぱく遅れて、彼女は悲鳴を上げた。


　気にせず呪文を唱となえるあたし。


「そ、それってひょっとしてわたしたちがリハードのひとたちに囲まれてるって、あの、つまりそういう意味なんですかぁっ!?」


　半なかば涙なみだ声ごえで問いかける彼女は無む視しし、あたしは唱え終えた呪文を──


「炎の槍フレア・ランスっ！」





　ひゅごっ！





　そばにいた通行人その一に向かって解とき放つ！


　一いち撃げきは、大地にはじけて小さな爆ばく音おんを立てると、炎の華はなと散ちって大気に溶とけ消える。


　沈ちん黙もく。そして──


　悲鳴とともに、あたりから、危き険けんを察さつした通行人たちの姿が消える。


「……ちょっ……!?　何するんですかぁリナさんいきなりっ!?」


「説明しなくちゃわかんない？」


　周しゆう囲いに視し線せんを巡めぐらせて、あたりの気配を探りつつ、あたしは言った。


　あたしが攻こう撃げきした通行人の姿もまた消えている。放った術をあっさりかわし、道ばたの木立の奥へと消えたのだ。


　しかし気配は消えてはいない。いまだ近くに潜ひそみ、こちらを窺うかがっている。


　一人ではない。正確にはわからないが、三、四人か、もっとか。


　言うまでもない。リハードのエージェントたちである。さきほどからずっと、普通の旅人に混まじってついて来ていたのだ。


　気配はしばらく前から感じていたのだが、相手を特定できたのは、ミリエラの上げた悲鳴のおかげ。


　あの声に、彼女の方を見て身を引いた者は無む関かん係けい。しかし中に何人か、彼女ではなく、別の旅人の方を見た者がいた。


　その視線は、『どう動く？』と仲間に問いかけていた。


　それこそがリハードのエージェントだと察さつ知ちして、あたしはそのうちの一人に、問もん答どう無む用ようの攻撃呪文をぶちかましたのだ。


　むろんこれには、無関係の人たちを遠ざける、という意味もあったが。


「……隠かくれてどーすんのよ？」


　姿を隠した連中に向かって、あたしは声をはり上げた。


「あたしたちをどうにかするつもりで近づいて来たんでしょ？


　なら、隠れる意味なんてないじゃない。


　幸い、無関係な人たちもいなくなったことだし。


　ここで決着をつける、っていうのも悪くないと思うんだけど？」


　言ってしばらく待ってみるが、相手はやはり無む反はん応のう。


　……あたしの攻撃呪文を警けい戒かいして、様よう子すを見ているのか……それとも他に、何か思おも惑わくでもあるのか。


　しばしの重い沈黙が続く。


　風が渡り、木の葉がざわめき──


「……あのぉ……リナさん……」


　後ろに隠れたミリエラが、おずおずとあたしに問いかけてくる。


「……今の……ほんとぉにリハードのエージェントたちだったんですかぁ？」


「他に、狙ねらわれる心当たりでも？」


「ありませんよぉそんなもの」


「なら──まず間違いないわね」


「……けどもぉ……どこかへ行っちゃったんじゃあ……？」


「いるわ。まだ」


　あたしは言った。


　はっきりとした場所の特定はできないが、山がわの木々の奥に、じっとこちらを窺う、いくつもの気配がある。


　しばしの膠こう着ちやく状じよう態たいが続き──


　…………………………


　なんか飽あきてきたあたしが、いっそ山ごと竜破斬ドラグ・スレイブか何かで吹っ飛ばそうか、と、本気で考えはじめた頃──


　風に乗った遠い音は、あたしたちのやって来た方──リハードの方から聞こえてきた。


　それはぐんぐん近づいてくる。


　──蹄ひづめの音──？


　そうか！　しげみに潜んだ連中は、音の主──馬に乗った追つい撃げき部隊が追いつくまでの時間かせぎか！


　思ったとたん。


　気配が消えた。


「……へ？」


　思わずあたしは間の抜けた声を漏もらしていた。


　あたりに潜んでいた連中の気配が完かん全ぜんに消えている。おそらくどこかに立ち去ったのだろう。


　だが──なぜ？　彼らが立ち去る理由はないはず。馬に乗って来た仲間と連れん携けいすればいいのだから。


　……どういうこと？


「あああぁっ！　リナさん来ました来ちゃいましたよぉっ！」


　上がったミリエラのその声に、視し線せんを道の後ろへやれば──


　土つち煙けむりを立て、こちらに向かう、馬に乗った男たち。数は五、六騎きといったところか。


　彼らは距きよ離りを置き、馬を止め──


「……やっと追いついたぞ！　メス犬ども！」


　声を上げた一人──さきほど町で吹っ飛ばした小男は、殺気立つ瞳であたしたちをにらみつけていた──







（ミッション・ポシブル：つづくっ！）













次回予告




　ついにやって来たリハードの追っ手！


　二人を足止めした男たちはなぜ、どこへ!?


　ミリエラの握る情報とは!?


　そしてリナたちは、無ぶ事じセレニアスにたどり着けるのか!?


　敵てき対たいする二国の間で、果はたして彼女たちの運命は!?　いや、たぶん別にどーにもならんと思うけど！


　ともあれ次回『ミッション・ポシブル』後編！


　スパイメモを水に溶とかしながら待て！











　ミッション・ポシブル［後編］







あらすじ




　リハード王国の城じよう下か町まちで、まちがってリナに声をかけてきたのは、ミリエラと名乗る見知らぬ女性。


　それがきっかけで、リハード王国と、いがみあう隣りん国ごく、セレニアス王国との諜ちよう報ほう合戦に巻き込まれるリナ。


　セレニアス諜報員の身分を明かし、国こつ境きようまでの同行をリナに頼むミリエラ。


　街かい道どうを行く二人を囲む謎なぞの一団。


　そして今。


　馬を駆かり、リハード王国の追っ手たちが、リナとミリエラに迫せまる！















　──やっと追いついたぞ。メス犬ども。


　それは小男にしてみれば、キメゼリフのつもりだったのかもしれない。


　だがつまらないひとことは、致ち命めい的てきな遅おくれを生んだ。


　追っ手たちが次のアクションを起こすより早く。


「火炎球フアイアー・ボールっ！」





　づがぁんっ！





　あたしの放はなつ攻こう撃げき呪じゆ文もんは、連れん中ちゆうの目の前に炸さく裂れつした！


　直ちよく撃げきではない。ただのおどし。だがそれだけで十分だった。


　ひひぃぃぃぃぃぃんっ！


　わき起こったのは高いいななき。


　彼らの乗った馬たちは、炎と音にパニック起こし、きびすを返して思い思いの方向へと駆け出す！


「あっ！　おいっ！　こらっ……！」


　あたしたちへと向けたのか、はたまた馬へと向けたのか。ともかく小男の声は、もと来た方へと遠とおざかる。


　ふっ。適てき当とうに調ちよう達たつした普ふ通つうの馬など使うから、こういうことになるのである。


　馬というのは本ほん来らい、気が小さい。訓くん練れんされた軍馬ならとにかく、そうでないなら、目の前で攻撃呪文一発ぶちかましてやれば、パニックを起こしてすぐさま逃げ出す。


　そう。ちょうど今のように。


「よーし。これで時間もかせげるわね」


「って、時間かせいだだけですかぁっ!?　それじゃあ何の解かい決けつにもなってないじゃあないですかぁっ！


　なんでやっつけちゃうとかしなかったんですかぁっ!?」


「なんで……って言われても……


　そこまでやるとマズいからよ」


　ミリエラの上げた非ひ難なんの声を軽く流し、あたしはふたたび歩き出す。


「単に追い返しただけなら、あの連れん中ちゆうはまたやって来る。


　ひょっとしたら、増ぞう援えんくらいは連れてくるかもしれないわ」


「──ならやっぱりぃ……」


「けどもしも」


　彼女の声をさえぎり、あたしは続ける。


「あんたの言うように、あいつらを完かん全ぜん無む比ひにぶち倒たおしたら──


　間ま違ちがいなく、もっと腕うでの立つ連中が、もっとおーぜいやって来ることになるわよ。


　イヤでしょ。それは」


「……[image: ]っ……！　たしかにイヤですねぇ……それは……」


　げっそりとつぶやく彼女。


「そんなことより……気になるのよ……」


「……何が……です？」


　つられて歩きだす彼女に向かい、あたしは指を一本立てて、


「ほら、馬に乗った連中がやって来る前、旅人のフリして、あたしたちをマークしてた連中がいたでしょ？


　あいつらの動きが、どーにも引っかかって仕し方かたないのよ」


「単にぃ、戦いに巻き込まれるのが怖こわくて逃げただけなんじゃあないですかぁ？」


「……だといいんだけどね……」


　あいまいなあいづちを打って、あたしは視し線せんを空へと向けた。


　セレニアスへと続く空。


　さして遠くもない道のりが、今は、無む性しように長く感じた。





「……ところでぇ……リナさぁん……」


　あたりの客たちの顔色を、きょろきょろこそこそ窺うかがいながら、ひっそり小声でミリエラが問いかけてきたのは、その日の夜。


　街道ぞいの小さな町。宿屋にある食堂で、夕食をとっていた時のことだった。


　メニューは、コーンスープにベーコンサラダ、鴨かものロースト、白身魚のクリーム煮に。フィレ肉のガーリックステーキエトセトラエトセトラ。


　ミリエラはキャベツとパセリのみ。


　あたしは彼女をにらみつけ、


「……何よ？　まさか、あたしがおごってあげたキャベツに文もん句くがある、って言うんじゃないわよね？


　せっかくひとが親切で、茎くきにたっぷりと肉にく汁じゆうのしみ込んだパセリとか茎にたっぷりクリームのしみ込んだパセリとか茎にたっぷりガーリックソースのしみ込んだパセリとかまでおすそわけしてあげてるってぇのに」


　鬼おにのよーなセリフに聞こえる気もするが、誤ご解かいをしてもらっては困る。もともとあたしがこんなことに巻き込まれたのは、みんな彼女のせいなのである。攻撃呪文で灰はいになるまで吹っ飛ばしたりしないだけ、マシと思ってもらいたい。
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　とはいえ、現げん在ざい無む一いち文もんの彼女の前で、自分だけ好きな料理をむしゃむしゃ食べる、というのも多少気が引ける。


　そこであたしは天使のごとき寛かん大だいさと慈じ悲ひの心で、ミリエラにもオゴることにしたのである。キャベツを。


「……ひとのあり金全部まき上げた上のその言いようについてはぁ、今はこっちに弱みしかないんでぇ、あえて文句を言わないことにしますけどぉ……」


　なぜか涙なみだなど流しつつ、彼女はやや声をひそめて、


「それよりぃ、なんでこんなところで宿を取ったんですかぁ？


　こんなにゆっくりしてたらぁ、追いつかれてつかまっちゃいますよぉ。


　歩き続けてればぁ、夜明け前には国こつ境きようを越こえられると思うんですけどぉ」


「なんで、って、決まってるじゃない」


　問われてあたしは、風ふう味み豊ゆたかなコーンスープをひと口すすり、


「相手の裏うらをかくためよ。


　まさか相手も、あたしたちが、こんなところでゆっくり食事なんかしてるとは思わないでしょ。


　連中、今ごろ、あたしたちを追い越して、国境目ざしてまっしぐら、よ」


「なるほどぉ！」


　ミリエラは、ぽんっ、と手を打って、


「別に、おいしい晩ばんごはんが食べたかったからとか、野の宿じゆくはいやだとか、そんなだけの理由じゃあなかったんですねぇ」


　……[image: ]っ……けっこぉスルドい……


　とはいえここは、顔に出したら負けである。


　あたしは平へい静せいを装よそおいながら、


「国境の警けい備び兵へいたちには、伝でん書しよバトとか魔ま道どうとかで、とっくに連れん絡らくが行ってるはずよ。


　追っ手や警備兵たちはたぶん、こっちが夜のうちに国境越ごえを狙ねらう、と読んでるでしょうね。


　そこであたしたちは──


　宿でゆっくり泊って早起きして、連中の集中力や、気力体力がとぎれた朝を狙って国境突とつ破ぱ、よ」


「……でもぉ、それまでに見つかるおそれだってあるじゃあありませんかぁ……」


「どう動いたところで、見つかる危き険けんは必ずあるわ。


　けどここはリハードの国内。ハデな戦いにでもなれば、町にも被ひ害がいがおよぶことになる。


　なら連中は、手出ししにくくなるはずよ」


「……そういうもんなんでしょうかぁ……」


「そーいうもんよ」


　不安げなミリエラのつぶやきに、はっきし断だん言げんしてみせるあたし。


　──もっともこれは、追っ手たちが、ミリエラの逮たい捕ほをどこまで重じゆう要よう視ししているか、によっても、話は違ってくるのだが。


　もし連中が、自国内の町に被害を出してでも、彼女を捕つかまえたいと思っているのなら、少々ハデな展てん開かいになるかもしれない。


　そのあたりは、彼女がにぎっている情報の重要度にもよるのだろうが……


　とはいえ、彼女にその内容を聞いて、深みにハマるのはごめんである。


　ならば──


「……そういえばミリエラ、あんた、どーいういきさつで、あいつらに身元がバレちゃったわけ？


　何かの調ちよう査さしていて見つかった……とか、そういうこと？」


「いえぇ。それがぁ……


　どうしてわたしの職こ業とに気づかれたのか、わたしにもさっぱりわからないんですぅ」


　彼女は困った顔で、


「指し令れいを受けてぇ、仲間と連絡する手はずだったんですけどぉ……」


「ま、それに関しては時間を一日、なおかつ相手を間ま違ちがえてたわけだけど」


「……と……ともかくぅ。


　あたしが家を出てぇ、待ち合わせ場所に行こうとしたらぁ、後ろから男の人たちが尾つけてきてぇ……


　それでてっきりぃ、気づかれたものだとばかり思ってぇ……


　……まあ、実じつ際さいにぃ、気づかれてたんですけどぉ……」


「ふむ……」


　鴨のローストを口に運んで考える。


　いきなり……か……


「その前の日とかに、そういった関係のしごとをして、それで……とか？」


「いぃえぇ。しばらくそっちの仕事はしていませんでしたぁ。


　……あ、でもひょっとしたらぁ、三日ほど前にぃ、あの司令書が届とどいたんでぇ、その時に気づかれた、とかぁ」


「……ふぅむ……」


　あたしは唸うなって、白身魚に手を伸ばし──


　ばだんっ！


　店の扉とびらが、派は手でな音立て、開いたのは、その時のことだった。


　半なかば反はん射しや的てきに目をやった、その先に佇たたずんでいたのは──


「──貴き様さまらっ！　こんなところにっ！」


　すこし前に退たい散さんさせた、小男あーんどリハードのエキスパート御ご一いち同どう様さま！


「うわあっさり見つかったっ！」


「ちょっとどぉするんですかっ!?」


「逃げるに決まってるでしょっ！」


　言うと同時に席を立ち、きびすを返して裏口へ！


　うにょれっ！　まだ料理にはロクに手もつけていなかったとゆーのにっ！


「まるいれすよぅ！　ろうするんれす!?」


　何やら文句をたれるミリエラの口には、どさくさまぎれにパクったあたしの料理が詰め込まれていた。


　うわちくしょう。なんか腹立つ。


　文句の一つも言ってやりたいところだが、あたしはすでに今、呪じゆ文もんを唱となえはじめている。


　ともあれ二人はキッチンを突っ切り、裏口から外へと飛び出した。


　宿の裏手は、川ぞいの細い道。


　すこし離はなれた場所に橋。川の向こうには畑がひろがり、さらにその向こうは山すその林へとつながっている。


　はや陽ひは落ちて月が出て、川かわ端ばたには虫たちの鳴なき声が響ひびいていた。


　あたしは裏口を出るとドアを閉め──


「氷の槍アイシクル・ランスっ！」


　かきぃぃぃんっ！


　放った冷気の呪文で、ドアと壁かべとを凍こおりつかせる。


　そのまま川ぞいの道を、橋のある方に向かって走りはじめる。


『くそっ！　ドアがっ！』


『えぇい何をやってる!?』


　男たちの怒ど号ごうと、ドアを叩たたく音とが背はい後ごに聞こえる。


　時間をかせいでいる間に、向こう岸の林の中に逃げ込めば、追っ手をふり切ることはできるだろう。


　だが、こうもあっさりこちらの居い場ば所しよが見つかるとは──


「リナさんっ！」


　ミリエラの声が夜気を裂さく。


　その時にはあたしも、それに気づいて足を止めていた。


　向かう先、建物の陰かげから、橋のたもとへと。


　ゆらりっ、と歩み出て来たのは、長身の影かげ一つ。


「お急ぎですか？　お嬢じようさんたち？」


　声はまだ若い男のもの。夜にまぎれて色はわからないが、金髪ブロンドか銀髪プラチナか──明るい色の、伸ばした髪かみが夜風になびく。
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　この場に似合わぬ、どこか貴き族ぞくめいた、かざりの多い服。


　ただの通りすがり──で、あろうはずもない。とすれば──


「……先を急ぎたいんだけど」


「焦あせることはありませんよ。あなたがたはまだお若い。


　──いいところですよ。この国は。


　もう少しゆっくり、ご滞たい在ざいなさってはいかがです？」


「あいにく、急な用があって、ね」


　言ってあたしはミリエラの手をにぎり、口の中で呪文を唱えはじめる。


「まぁ、そうおっしゃらずに」


　男は身み構がまえているわけでもないし、武器を持っているようにも見えない。だが──どこにもスキは見えない。


　ごがんっ！


　背はい後ごで起こる爆ばく発はつの音。おそらく攻撃呪文か何かで扉をうち砕くだいたのだろう。


　ばらばらと散ちる複ふく数すうの足音。そして。


「バロン！　おいででしたか！」


　長身の男を目にした小男の声が、後ろで上がった。


　男爵バロン、というのが男の身分を示しめすのか、それとも作戦名コードネームなのかはわからないが……確かく実じつなのは、男がやはり追っ手だ、ということである。


　バロンと呼ばれた男は、ゆらりっ、と一歩、あたしたちの方に足を踏ふみ出し──


　その時、あたしの呪文が完かん成せいした。


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　あたしはミリエラの手を取ったまま、横っ跳とびに川へと身を躍おどらせた！


　土手を跳び、川かわ面もにたたきつけられるその直前。紡つむがれた呪しゆの生む風の結けつ界かいがあたしを包つつみ、飛ひ行こうを開始する！


　高速飛行の術である。川を横切り、目指すは対たい岸がん。


「ごばべがばぼぶべべぼごばっ！」


　風の結界から若じやつ干かんはみ出て、引きずられたミリエラが、水面やや下で何やらごぼごぼ言っているが、術の性せい質しつ上これ以上高度を上げることはむずかしい。死なない程てい度どにがんばれミリエラ！


　などと心の中でエールを送りつつ、川を渡って対岸へ──


　たどり着こうとしたその時。





　どがぉんっ！





　目の前の地面が爆発した！


　攻撃呪文か!?


　風の結界に包まれていなければ、ただでは済すまないところである。そこからはみ出しているミリエラがただでは済んでいないような気がするが、それはそれ。


　ともかくこれはちとマズい。林の方に逃げようとすれば、障しよう害がい物ぶつのない畑の上で、狙ねらい撃うちを食らうことになる。


　風の結界に包まれているとはいえ、威い力りよくの高い一撃を受ければさすがに保もたない。


　──仕し方かたない──


　あたしは強ごう引いんにＵターンをかける。町に入ってさえしまえば、連中も、そうムチャなことはしないだろう。……たぶん。


　ふたたび川面を渡り、路ろ地じに飛び込み、町の中へ。通りを曲がり──


　ごがぁんっ！


　ふたたび爆発。すぐ後ろ。


　──うわ。へーきでムチャなことしてるしっ！


　町に被ひ害がいを出してでも、あたしたちを捕つかまえるつもりか。それとも──


　あたしは適てき当とうな場所で、術を解といて着ちやく地ちする。この術、スピードは出るのだが、いかんせん小回りがききにくい。路地をあちこち動き回るには向いていないのだ。


「……リ……リナさ……」


　へろへろになったミリエラを、半なかばむりやり引っぱって、さらに通りを右に、左に。


　ごぅんっ！


　すこし離はなれて、後ろで響く爆発音。


　やはりこれは──


　いくつめかの角を曲がって──あたしとミリエラは足を止めた。


　民家の壁かべにはさまれた細い路地。あたりには樽たるやら木箱やら材木やらが、雑ざつ然ぜんと積つみ上げられている。


　ゆく手に佇たたずむ長身の影かげ。それはついさきほど、川辺の道で出会った、バロンと呼ばれていた男。
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「……どうやらあなたがたは、派は手でなのがお好みのようですね。


　けど我われ々われとしてはむしろ、平へい穏おんを望のぞんでいましてね」


　──やはり──そうか──


「ここで止めさせていただきます。


　あなた方お二人に、死なない程てい度どのダメージを」


　バロンのことばと同時に、あたしの目は、小さな黒い影をとらえていた。


「ミリエラっ！」


　彼女をおしのけ、横に跳とぶ。風切る音が耳に届とどいて──





　ごばぼぼばんっ！





　そばにあった樽が、木箱が、ハデな音を立ててはじけ散ちる！


　何だ!?　今の攻撃はっ!?


　てゆーか死ぬと思うけど！　あんなのまともに食らったら！


「こっちへ！」


　ミリエラを連れて、別の道へ。背はい後ごに気け配はい。あたしはふたたび彼女の手を引き、横に跳ぶ。


　がぎんっ！


　響く硬い音に目をやれば、そばの石いし壁かべに、にぎり拳こぶしよりふたまわりほど大きな鉄てつ球きゆうがめり込んでいた。


　あれが男の使う武器？


　それがすっぽりと壁から抜けて──次に聞こえたのは、落下音ではなく、何かが風を切り飛び来る音。


　かわすあたしたち。響く破は壊かい音おん。


　えぇいっ！


　あたしはふり向き、唱となえておいた呪文を、バロンに向かって解とき放はな──とうとして、動きを止めた。


　後ろに彼の姿すがたはなかった。


　ならば今の攻撃は、一体どこから──


　確たしかめるヒマもなく、風を切る音。身をかわしたそばの地面にめり込む鉄球。


　どういう攻撃なのかよくわからないが、とにかく今は逃げるのみっ！


　一体どこをどう駆かけたのか。そのうちに、ひょっこり出たのは川沿いの道。巡めぐり巡ってさきほどの場所である。


　町の方をふり向けば、上がる火の手に、人々のざわめきが混まじっている。


「なんかぁ、えらいことになってますよぅリナさん」


「気のせいよ」


　言って呪文を唱えるあたし。


「気のせい、とは……またずいぶんな言いぐさだな」


　離れた場所から上がった声は小男のもの。


　通り一つぶんほどの距きよ離りを置き、こちらをにらみすえているのは、小男と、そのとり巻きたち数人だった。


「今度こそ、逃げられるとは……」


　ことばを最後まで待たず。


　ふたたび迫せまってきた風切る音と気配とに、あたしはミリエラ抱きかかえ、横っ跳びで河原へと降り──


「火炎球フアイアー・ボール！」


　唱えた呪文を解き放つ！


　生まれた光球ひかりが何かにぶつかるとともに、はじけて、紅ぐ蓮れんの炎をまき散らす術。絶ぜつ好こう調ちようの時にあたしが使えば、その一撃は鉄すら溶とかす。


　狙ったのは、川の中ほどにつき出た石。


　ごばぢゅおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！


　はじける炎。上がる水すい蒸じよう気き。それは濃こい霧きりとなり、あたりを覆おおい、視し界かいをさえぎる。


「──しまった！　目くらましかっ!?」


　小男の上げる焦あせりの声。


　しかし今さらもう遅おそい。


　あたしたち二人は蒸気の霧にまぎれ、なんとかその場を逃げ延のびていた。





　山の朝は、この季節でもまだ寒い。


　生まれた濃い霧に、すべてのものが湿しめり、濡ぬれていた。


　草も、木も、着ている服も。空気さえ。


　この季節、山に朝霧はつきものである。陽ひがのぼってしばらくすると、山のすそ野はひととき、白に覆おおわれる。


　この時こそ。あたしたちが国境を越こえるチャンスだった。


　昨さく夜や、あの襲しゆう撃げきのあと。


　あたしとミリエラは町を出て、一いち路ろ国境へと向かった。


　ここまでたどり着いたのはつい先ほど。もはや国境は目と鼻の先。


　……結けつ局きよく休むヒマはなかったが、それはこの際さい仕し方かたない。


　何にしろ、国境を越えてさえしまえば、この騒さわぎも無ぶ事じに終わるはずだった。


「……で、どうするんですかぁリナさん」


　薄白い闇やみの中、声をひそめてミリエラは問う。


「やっぱりこのままぁ、山の中を通って国境越え、ですかぁ？」


「……そうね……」


　つぶやき、あたしは考える。


　追っ手たちも、国境に集まってきているはずだった。おそらくバロンや小男も。


　小男の方はどうでもいいが、バロンの方は少々やっかいな相手だった。まともに突つっ込こんで行くのはリスクが高すぎる。


　ならば──


　決意して、あたしは口の中で呪文を唱となえはじめた。





　……ズ……ン…………ズ……ン……


　霧の中。近づいて来る足音に、リハード王国の国境警けい備び兵へいたちは、互たがいに顔を見合わせた。


「──おい。見てこい」


　えらそーに言ったその声は、あの小男のものだった。


　やはりすでに、ここにやって来ていたらしい。


　命令に応こたえて兵士が二人、霧の奥へと歩みを進め──


『うぅわぁぁっ!?』


　悲ひ鳴めいは、ほどなく上がった。


　あたしのつくり出した石人形ゴーレムを目にして。


　大人の倍以上の巨体。異い様ように肥ひ大だいした両りよう腕うでは、いかにもパワーがありそうに見えるだろう。


「ゴ……ゴーレムですっ！　こちらに向かっていますっ！」


「なにっ!?」


　兵士の報告にざわつく一同。並なみの兵士たちにとって、剣の通じないゴーレムはかなりの脅きよう威いとなる。


　そんな中。


「ふっ！　つまらん手を！」


　嘲ちよう笑しようを漏もらしたのは、小男だった。


「うろたえるな！　見え見えの陽よう動どうだ！


　他の場所の見み張はりたちに伝えろ！　騒ぎが起きても集まるな、と！　頭の上にも注意しろ！　魔道で空を飛んで国境越ごえをする気かもしれん！」


　まわりの兵たちに、落ち着いた口く調ちようで妥だ当とうな指し示じを下す。


　ゴーレムは変わらぬ歩みで兵士たち──いや、国境の方へと進んでゆく。


　ほどなく。


「こっちにもゴーレムです！」


　遠い霧きりの奥から兵の声。


　小男は一いつ瞬しゆんためらってから、


「さきほどの指示通り対たい処しよしろ！　こっちを片づけたらすぐに行く！」


　命令を下し、目前に迫るゴーレムその一に向かって身み構がまえ──


「──さて──」


　つぶやいて、歩み出たのは、一体どこから現れたのか、長身の影。


「バロン？」


　小男が声を上げる。


「あなたが出られるまでのことはありません」


「これが陽動なら、ね。


　いずれにしても──


　あのゴーレムに破は壊かいを」


　ことばと同時に風が鳴なる。正体不明のあの攻撃かっ!?





　ごがんっ！





　あたしのゴーレムに衝しよう撃げきが走る。胴どう体たいに鉄球らしきものがめり込んで──


　霧を透すかした陽の中で、あたしはようやくはっきりと、その武器の姿を見た。


　ボーラ、という武器がある。ヒモの両りよう端はし、もしくは三つ又またになったヒモのそれぞれの端に、重おもりをつけたもので、投げて目標を生け捕どりにするのに使われる。


　バロンの放った武器は、それを大きくしたようなシロモノで、三つ又になったふっといワイヤーロープの先に、でかい鉄球がついていた。


　その重りのうち一つが、ゴーレムの胴を直ちよく撃げきし──





　ごっ！





　続いて二つ目の鉄球が、肩かたにめり込む。


　──へ？


　目を丸くするあたしの前で、三つ目が頭に、胴を離はなれた一つ目がふたたび胴へ──


　三つの重りが次から次に、まるで生き物のように躍おどって、こちらのゴーレムに連れん打だを浴あびせる。


　むろんただのボーラが、こんな動きをするわけもない。ならば──


　──そうか！


　あたしはようやく、その武器の正体を察さつ知ちした。


　巨大ボーラの形をしているが、たぶんこれ自体が、魔法で動く、一種の鉄アイアンゴーレムなのだろう。


　ゴーレムが人間型でなければならない、というきまりはない。動物型でもかまわないし──それ以外の形でもかまわない。


　鉄球を鉄のワイヤーでつなぎ、ゴーレムとして操あやつっているのだ。それは三本のワイヤーと鉄球を、まるで虫の脚あしのように使い、自じ在ざいに移い動どうし、破壊の命令を果たす、というわけである。


　バロンの口にした、あたしたちに死なない程てい度どのダメージを、とか、ゴーレムに破壊を、とかいうセリフは、気取ったポーズでも宣せん言げんでもなく、このゴーレムに対する命令だったのだ。


　……とはいえ、それがわかったところで、どうにかできるわけでもないのだが。


　あたしの作ったゴーレムは、鉄球ゴーレムの連打を浴びて、徐じよ々じよに崩ほう壊かいをはじめていた。


　えぇいっ！　ちょっと遠いが仕方ない！


　あたしはゴーレムに合あい図ずを送る。


　おぉぉぉぉぉおおおぉん！


　合図に応こたえ、狂ったように呻うめきを上げ、両手をふり回しはじめるゴーレム。はた目には断だん末まつ魔まのあがきに見えるだろう。


　巨大な腕がもげて吹っ飛び、鉄球の直撃に足が折れ、ついに大地に倒たおれ伏ふす。


　命令を果たしたバロンのボーラ・ゴーレムは、ようやくその動きを止めた。


「ふっ。たあいもない」


　自分がやったわけでもないくせに、くそえらそーに胸張はる小男。


　兵たちの方に目をやって、


「よし。我われ々われはもう片方のゴーレムを──」


「いや。その前に──」


　小男の動きを止めたのは、冷静なバロンの声だった。


「ゴーレムの胴と両腕の残ざん骸がいを調べてください」


　──しまった！　読まれた！


　内心あたしは歯がみした。


　そう。


　あたしとミリエラが隠かくれているのは、たった今倒されたゴーレムの左腕の中だった。


　今回あたしが作ったゴーレムは、全部で三体。


　計画はこうである。


　いかにも陽動と見せかけて、ゴーレムその一を国境に向かわせる。


　これは、巨大な左腕ががらんどうになっており、あたしとミリエラがその中に潜ひそむ。


　すこし遅おくれて、別につくったゴーレムその二が、やや離はなれた位置の国境線に向かう。


　当然こちらに攻撃は来るが、それはゴーレムの胴と右腕で防ふせぎ、わざとやられる。


　壊こわれたゴーレムの左腕一本が無ぶ事じに残っていたところで、誰だれも気にはしないはず。


　ゴーレムその一を倒して相手が油ゆ断だんし、ゴーレムその二に注意を向けたスキに、あたしたちは国境を突とつ破ぱする。


　むろんこの作戦、あたしたちの気配を感づかれたらおしまいである。あたしは自分の気配を隠すこともできるが、ミリエラにそれを求めるのは無む理りな話。


　そこであたしは手っ取り早く、ミリエラを、眠りスリーピングの術で眠らせて、別につくった三体目の、ムカデ型ゴーレムに運ばせることにしたのだ。


　だが状じよう況きようがこうなると、さしてスピードの出ないムカデゴーレムといっしょに、国境を突破するのはむずかしい。


　…………………………………………


　ならば。仕方ない。いちかばちかの最後の手しゆ段だん。


　今隠れているゴーレムの腕には、目立たないように、外を見るための穴あななどが開いている。つまり内外の音は丸聞こえ。


　あたしは息を大きく吸すって、できうるかぎりの大声で──


「援護を！　でなきゃあみんなしゃべる！」


　沈ちん黙もく。空気が硬こう直ちよくする。


「腕だ！　その左腕からだ！」


　バロンの声。駆かけ寄る足音。そして──





　どががどがぁんっ！





　無数の爆ばく音おん。


　どこからともなく飛んできた、攻撃呪文の連打があたりに炸さく裂れつした！


『うどわぁぁぁぁっ!?』


「何だ!?」


「落ち着け！　敵てきは──」


　警けい備び兵へいたちの、小男の、そしてバロンの声が錯さく綜そうし──


　あたしは唱えた呪文を放った。





　朝あさ霧ぎりは、いまだ消えずにあたりを覆おおいつくしていた。


　あたしが顔を出したのは、国境そばの山の中。


　──そこはもう、セレニアス領りよう。


　そう。越こえたのだ。あたしたちは。国境を。


　あたしは穴から外へと飛び出す。あとに続いて這はい出て来たのは、ミリエラを背中に乗せた、ムカデ型ゴーレム。


　あたしは、地精道ベフイス・ブリング──トンネルを掘ほる術を連打し、ゴーレムごと大地に穴を開け、横穴を伸のばして地下から国境を越えたのだ。


　むろん、やはりスピードは出ない。普ふ通つうにそんなことをやろうとすれば、音か気配をバロンに気づかれ、妨ぼう害がいされていただろう。


　成せい功こうしたのはひとえに、彼らの援えん護ご攻撃のおかげである。


　──彼ら──すなわち──


「──助かったわ。ありがと」


　あたしの声に、霧の奥から、ゆらりっ、と、現れ出たのはいくつかの影。


　セレニアス王国諜ちよう報ほう部ぶの皆々様。つまりミリエラの同どう僚りようたちである。


「どうやら巻き込んだようだな」


　中の一人が口を開く。ごくふつーの旅姿をした、どこにでもいそうな男。


　まだ消えやらぬ霧のせいで、はっきりとした顔立ちまではわからないが。


「まったく。こっちは大めーわくよ」


　言って苦く笑しようするあたしに、男はなにげない口調で、


「ところで──


　みんなしゃべる、とか言っていたが、何をどこまで知っているんだ？」


「ああ。あれ？」


　問われてあたしは肩をすくめ、


「あんなもんハッタリに決まってるでしょ。


　わかってたのは、あんたたちが、あたしたちのそばにずっといたことくらい。


　けどああ言えば、あんたたちは助けてくれる、って思ったのよ。


　あたしがどんなことを知ってるか、興きよう味みがあるでしょうし、ね」
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「……なるほど」


　男のことばに苦笑が混まざる。


　どうやらあちらも気づいたらしい。


　ことのからくりを、あたしが大体察さつしたことに。


　つまり、早い話が──


　ミリエラ、というかあたしたちは、おとりにされていたのである。


　セレニアスの諜ちよう報ほう員いんたちが、本当は何を狙っていたのかはわからない。


　別の諜報員を国に帰すためか、何かのブツをセレニアスに持ち込むためか……


　ともあれ、リハードの注意を、別のところにそらす必ひつ要ようができたのだ。


　そこで目をつけられたのが、常つね日ひ頃ごろいろいろアレなミリエラだった、というわけである。


　方法は単たん純じゆん。ミリエラに、仲間と接せつ触しよくするように書いた司令書を渡し、それと同時にリハード側に、ミリエラがセレニアスの諜報員だと密みつ告こくする。


　ミリエラはつかまり、司令書は奪うばわれ、リハードのエージェントたちは、彼女と接触する予定の相手を捜さがすだろう。


　むろんそんな相手は実じつ在ざいしない。リハードの連中がミリエラの尋じん問もんと、いもしない相手の探たん索さくに気を取られているうちに、本命の任にん務むが遂すい行こうされる──といった予定だったのだろう。


　ところが。


　彼女が日付を一日間ま違ちがえ、なおかつあたしと接触し、捕まえられずに逃げたせいで、その計画が狂くるいはじめたのだ。


　そこでセレニアスの諜報員たちは、急きゆう遽きよ予定を変へん更こうした。


　つまり、逃げるあたしとミリエラを、ハデに立ち回らせることにより、注意をこちらに向けようとしたのだ。


　ある時は、旅人に化けた刺し客かくのふりをして、わざとあたしたちの足を止め、リハードの追っ手たちに追いつかせ、またある時はあたしたちの居い場ば所しよを密みつ告こくし、そしてある時はあたしたちと追っ手たちとのいざこざに、横手から攻撃呪文をぶっ放し、事じ態たいをハデにしてみたり。


　さきほども、おそらくそばにいるものと読んで、『援護しなければみんなバラす』などと叫さけんでみたのだが──それに応おうじてくれたところを見ると、本命の任務は終わったのだろう。成功したか失敗したかまでは知ったことではないが。


　……むろんこれは、状じよう況きようから、あたしが勝手に想そう像ぞうしただけの話なのだが……たぶん、そう大きくは間違っていないはず。


「──ところで──」


　あたしは、いまだのん気に寝ね息いきを立てているミリエラを目で指し、


「無事に国境越えさせたら報ほう酬しゆうをもらう、って約束、彼女としてたんだけど……


　そのへんのことは、ビジネスライクに処しよ理りした方が、お互たがいにとって幸せだ、って思うんだけど、異存いぞんある？」


「いや。ないな。


　協力を感かん謝しやする」


　言って男は、ふところから革かわ袋ぶくろを取り出すと、口を開けて中を見せる。


　詰つまっていたのはきらめく金貨。ミリエラと約束した額がくには十分。


　ふたたび口を締しめ、こちらにほうり投げたのを、あたしは足で蹴けり上げ、手でキャッチ。


「オーケー。あ、それと……」


　と、あたしはミリエラをふたたび目で指し、


「彼女、この世界から、足洗わせた方がいいわよ。


　でなけりゃ事じ務む担たん当とうにするとか。


　当人はどう言うか知んないけど……向いてないわ」


「同感だ」


　男も案外あっさりうなずく。


「かわりにあんた、この仕事をやってみないか？　向いているぞ」


「そうね──」


　冗じよう談だん半分の男のことばに、あたしは考えるそぶりを見せて、


「今はまだ。あちこちぶらぶらしてみたいから」


「そうか」


　男の短いあいづちを機きに、きびすを返し、あたしはその場を歩み去った。





　男たちは、何も言わなかった。


　あたしもふりかえらなかった。


　リハードとセレニアスとの間に、そのあと何があったのか。それとも何もなかったのか。男たちが、ミリエラがどうなったのか。あたしは知らない。


　そういうものなのである。諜か報れ員らの世界というものは。


　ま、できれば二度と彼らとは会わないことを──そしてミリエラが事務部門に回されていることを、あたしはただ祈いのるのみ──である。







（ミッション・ポシブル：おわり）












　セーブ・ザ・ブックス［前編］










　月は中天に皓こう々こうとかがやき、雲無なき夜空を支し配はいする。


　しかし今、大地を照てらし出しているのは、魔ま力りよくで生み出された無む数すうの明かり。


　建たて物もののまわりを、屋や根ねの上に至いたるまで、いくつもの人ひと影かげが埋うめ尽つくし、光届とどかぬ闇やみの奥へとその視し線せんを向けている。


　人影の正体は、半分は見み張はりの魔ま道どう士し。そしてもう半分は──肉フレツシユゴーレム。


　石人形ゴーレムと名がついてはいるものの、その製せい造ぞう技ぎ法ほうは、精せい霊れい魔ま術じゆつではなく、死霊術ネクロマンシーに属ぞくする。


　普通の石人形ゴーレムが、大ベ地フのイ精モ霊スに干かん渉しようし、土や石などを素そ材ざいに生み出されるのに対し、この肉フレツシユゴーレムは、防ぼう腐ふ処しよ理りをほどこした人や獣けものの骨ほねやら肉やら皮やらに、低てい級きゆう霊れいを憑ひよう依いさせて操あやつる、というものである。


　ゴーレムというよりむしろ、ゾンビに近いのだが、ゾンビに比べるとにおい百パーセントカット。使い方によってはそれなりに役に立つ。


　例たとえば──そう。ヒトと変わらぬ外見を活いかし、今回のように、犯はん人にんに対する牽けん制せい──つまりカカシとして使うとか。
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　……まあ、融ゆう通ずうの利きかなさは普通のゴーレムと変わらないので、こういった見みはりの役にはあまり立たないが。


　──この、見はりというしごとは、適てき当とうにやっつけるのは簡かん単たんだが、きっちりとやるのは難むずかしい。


　はりつめすぎると集中力が保もたないし、逆ぎやくに気を抜きすぎると、かんじんなものを見落とす結けつ果かになりかねない。


　現に今も、みんなの集中力がとぎれはじめているらしく、たるんだ空気があたりに漂ただよいつつあった。


「──何かいたぞ！」


　誰だれかの声がわき起こったのは、ちょうどそんな時のことだった。


　見はりの一人が、建たて物ものからやや離はなれた庭木のしげみの方を指し、


「あそこ！　庭木の陰かげ！」


　言われて意い識しきを集中すれば、たしかにそこには、何者かの気配。


「なにっ!?　どこだ!?」


「本当か!?」


　あたりの空気は一気にはりつめた。


　魔道士たちは、声のした方に駆けてゆこうとして──


「ストップ！　持ち場を離れない！」


　響ひびいた声に、全員の動きが止まった。


　一同の視し線せんがこちらに──建物の入り口前に陣じん取どったあたし、リナ＝インバースに注そそがれた。


　あたしは続ける。


「陽よう動どうの可か能のう性せいがあるわ！


　今、最初に言った人！


　適てき当とうな人を二人選んで！　いっしょに様よう子すを見に行って！


　他の人は持ち場を離れない！


　……と……


　こんな指し示じでいい？　ニケアさん？」


「……あ！　は、はい！」


　あたしにいきなり話を振ふられ、隣となりに佇たたずむ少女は、あわててこくこく首を縦たてに振った。


　あたしとほとんど同年代。他の魔道士たちと同じ、地じ味みな黒ローブに黒マント。肩で揃そろえた金髪ブロンドが、魔法の明かりに照てらされて、あざやかにかがやいている。


　なんだか自信なさげでおどおどとした感じがあるが、彼女──ニケア＝サンドエッジこそが、ここの警けい備び主しゆ任にんなのである。


　……もっともそれは、ほとんど名目上だけのことなのだが……


　最初に声を上げた魔道士は、仲間二人とともに、木こ陰かげの方に歩み行き──


　ほどなく。


「──ニケアちゃん！」


　ニケアの名を呼び、仲間ともどもこちらに駆かけてくる。


　彼が両手で抱かかえているのは──


「……うそっ……!?」


「そんな……」


　あたしとニケア、二人が同時に声を漏もらす。


「これが……さっきの木陰に……！」


　言って魔道士がさし出したのは──


　何巻もの巻物スクロールと、何冊もの本。


　ニケアはそのうち、巻物スクロールの一つを引ったくり、魔法の明かりの下でひろげ──


「……これは……？」


　つぶやく声がかすれている。


　横から覗いてみたところ、魔ま法ほう薬やくの調ちよう合ごう方ほう法ほうを記したもののようだが──


　問題なのは、何が書いてあるか、ではない。


「なんで、あんなところに!?」


「……ってことはニケアさん……それ、ひょっとして……？」


　あたしのつぶやきに、彼女は小さくうなずき、ふりかえる。


　その先──あたしたちの後ろには、カギがかかったままのはずの、書しよ庫この扉とびらがあった。





　書物の警けい護ご。


　あたしがそんな依い頼らいを受けたのは、たまたま立ち寄ったここ、シュリガン・シティの魔道士協会でのことだった。


　書物。つまり本やら巻物スクロールやら。


　関心のない人にとってはどーでもいいモノなのだろうが、実はこれ、あたしたち魔道士にとっては、けっこぉな貴き重ちよう品ひん。


　書かれている内容によっては、アホみたいな金額で取り引きされるものさえあるのだ。


　理り由ゆうは簡かん単たん。


　量りよう産さんがきかないから、である。


　たとえば、ある本をもう一冊作ろうとするならば、オリジナルを手本に、誰かが写しや本ほんするしかない。


　あたしも魔道士協会に入りたての頃は、これをやらされたことがあるのだが……


　これがまぁ、しんどいしんどい。


　使う羊よう皮ひ紙しは、一枚一枚ビミョーにデキが違う。いい羊皮紙モノに当たればいいが、デキのよくない羊皮紙やつに当たった日には、ペン先はがりがり引っかかるわ、場所によっては脂あぶらが乗っててインクをはじきまくるわ。


　そこにとにかくていねいに。原本と一字一句間ま違ちがえることのないよう、ペンでかりかり書き写すのだ。


　巻物スクロール一枚写し終えたら、もぉそれだけで、人生イヤになるには十分である。


　……それでもまあ、書かれている内容なかみが、明かりライテイングの呪文の唱え方だとか、簡かん単たんな薬やく草そうの調ちよう合ごう方ほう法ほう、といった害がいのないものなら、協会の見習い魔道士たちに写本させるとか、外部の人間に金を払はらってやってもらう、ということもできるのだが──


　逆ぎやくにその内容が、攻撃呪文の構こう成せい法ほうや、毒どくにもなりうる魔法薬の調合法、となると、さすがに見習いや外部の者に写させるわけにはいかない。


　つまり、重じゆう要よう書しよ物もつの写本ができるのは、協会のえらいひとか、彼らが信しん頼らいする腹ふく心しんか。


　いずれにしろ、そういった写本の数は極きよく端たんに少なくなる。


　しかしそれらが、多くの場所で必要な書も物のなら、当とう然ぜん高たか値ねがつくことになるのだ。


　協会のお偉えらいさんや趣しゆ味み人じんの間では、貴き重ちような本や巻物スクロールをどれだけ持っているか、というのが、一種のステータスになっていたりさえするのである。


　ここの魔道士協会評ひよう議ぎ長ちよう、グリダイもまた、そんな、書物集めに情熱を燃やすタイプのひとだった。


　協会の建物と並び立つ大きな書庫。そこに収しゆう蔵ぞうされた書ほ物んのほとんどが、彼の私物だというのだから、どれほどのものかは想像もつこうというもんである。


　その書ほ物んの数々が、最近ちょくちょく荒らされる、というのである。


　ある日扉とびらを開いてみると、いくつもの書ほ物んが床ゆかに散さん乱らんし、あるいは引き裂さかれ、あるいはインクを塗ぬりたくられているのが発見された。


　被ひ害がいはごく一部──とはいえ、大事なコレクションを台だい無なしにされた評議長の怒おこるまいことか。


　犯はん人にんをとっ捕まえてやる、と息まいて、魔道士たちを見はりに立てたのだが──


　その目をかいくぐり、事件はふたたび起きたのだ。


　何もない日がしばらく続いたある日の夜明け。今夜も異い常じようは全くなし、と、見はりからの報告を受け、評議長が書庫の扉を開けてみると──


　そこにはやはり、荒らされた書ほ物ん。


　かくて評議長はさらにさらに怒り狂い、このテのことに慣なれた外部の人間──つまり、たまたま立ち寄ったあたしに警けい護ごを依い頼らいしてきた、というわけである。


　……正直、こんなくそ地味な依頼など、ごめんこうむりたかったのだが……


　依頼料の額がくと、成功すれば、秘ひ蔵ぞうの書物を見せてもらえる、という条件につられて、結局受けることにしたのである。


　──とはいえここの魔道士たちとしては、よそものの小娘にあれこれ命令されるのが面おも白しろいわけもない。


　そこで彼らの感情をやわらげるために、名目だけの警備主しゆ任にんを立て、あたしはそのアドバイザー、という形になったのだ。


　その警備主任が、司書係をつとめていたニケアなのである。


　……ということで立場上、みんなの前では「さん」付けで呼んでいるのだが。


「──たぶん──」


　彼女は言う。閉ざされた書庫の扉と、手にした巻物スクロールを交こう互ごに眺ながめ。


「これ、書庫の中にあったものです」


　あたりの魔道士たちがざわつく。


　あたしとて、むろん正直、驚おどろいている。


　とはいえここであわてれば、混こん乱らんはまわりのみんなにひろがる。あたしはなるべく落ち着いた口調で、


「こっちを混乱させるテかもしれないわ。


　動どう揺ようせずに持ち場を守って」


「……リナさん……」


　言ったあたしに、ニケアは声を低めて、


「けど一応……書庫の中を確かめてみた方がいいんじゃないですか？


　もし抜け穴とかを掘ほられていたら……」


「そうね……


　その本や巻物スクロールも、ずっと抱えてる、ってわけにもいかないし……


　カギ、持ってるわね？」


「はい」


　彼女は首から下げたカギを、かかげてみせる。


　そしてあたしもふところから、渡されたカギを取り出した。


　書庫の入り口に錠ロツクは二つ。一人では決して中へは入れない。


　そばにいた魔道士たちに入り口の警護を任せ、あたしとニケアは、扉の上下にあるロックを片方ずつ開く。


　……ぎ……いっ……


　開いた扉の中は、闇やみ。
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　あたしは口の中で呪文をとなえ──


「明かりよライテイング！」


　ぱぅっ！


　生まれた明かりが照てらし出す、書庫のその中は──


　全く、何の異常もない。


　とはいえ、本ほん棚だなが立ち並ぶ、死し角かくの多い場所である。あたしたちは中へと踏ふみ入った。


　人の気配は、ない。


　ざっと見回ってみたところ、床などに穴の開いている気配もなし。


「……特に異常はなさそうね……


　ってニケア、何やってんの？」


「え？　何って……」


　ニケアは、手にした本の一冊を、本ほん棚だなに戻しながら、抱えた書物をしぐさで指して、


「この子たちを、もとの場所に戻してるんです」


　この子たち、って。


「……あのねぇ……


　適てき当とうなところに置けばいいのよ。整せい頓とんしたいなら明日にしなさいって」


「……でも……この子たちが……」


「だからぁ。


　今、長時間、扉を開けっぱなしにしておく方が危き険けんでしょ」


「……そ……それもそうですね……


　わかりました」


　あたしの説せつ得とくに、彼女は抱えていた本やら巻物スクロールやらを、手近な棚たなに、どさりっ、と置く。


　そのまま二人は外に出ると、ふたたび扉にカギをかけた。


「……けど、中に異常がなかったなら、なんであの本や巻物スクロール、外なんかにあったんでしょう……？」


「あたしたちの動どう揺ようを誘うために、事じ前ぜんに何かの方法で持ち出していた──


　そう考えるしかないわね」


　ニケアの問いに、あたしは言った。


　──しかしどうやらこの事件──


　なかなかに、ややこしいことになりそうである……





「どうだ!?　わしの本に異常はないか!?」


　グリダイ評議長がだみ声上げて、書庫を訪おとずれたのは、夜が明けてから、まだ間もない頃ころのことだった。


　としは四十と少し過すぎ。よく手入れされたブラウンの髪かみ。小ざっぱりとした服。


　もう少し若くてやせてたら、ハンサム、と呼んでもいい容よう姿しである。


　だが高たか飛び車しやなそのものいいは、おせじにも、好こう感かん度どが高いとは言えない。


「異常ありました」


「なにぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　さらりと言ったあたしのことばに、大声を上げて目をむく評議長。


「い、異常だと!?　ほ、本はっ!?　わしの本たちはぁぁぁっ!?」


「……あー。書庫の方は異常なし。


　ただ、本や巻物スクロールが数点……昼のうちに持ち出されていたんじゃあないかと思うんですが……夜中、すこし離はなれたしげみのあたりで見つかりました。破は損そんは……」


「なんだとぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」


　さらにも増まして目を血走らせ、彼は声をはり上げる。


「いや、だから破損はないんですってば」


「破損はない、だとぉぉぉぉぉぉ？」


　だが彼は、額ひたいに青スジ立てたまま、


「何を寝ね言ごとを言っている!?　離れたしげみで見つかった、と言ったではないか！


　それはつまり……わしの……わしのかわいい書物たちが、夜よ露つゆに濡ぬれた草むらの中にほうり出してあったということだろうが！　湿しめってカビでも生えたらどうする!?」


「『わしの』じゃなくて『協会の』……」


「何でもいい！　状じよう態たいを確かく認にんする！　今すぐ書庫の扉を開け！　早く！」


　徹てつ夜や明けの身にこの言いよう。


　うっわぁ♪　むかつくぅ[image: ]


　蹴けりの二、三発も入れてみたいところだが、一いつ旦たんしごとを引き受けた以上、腐くさっても依い頼らい人にんである。


　おとなしく、あたしはニケアに向きなおり、


「はっはっはっ。それじゃあニケア、評議長さんのおっしゃりまくりやがる通り、とっととカギ開けてくれてやりましょ」


　言われて彼女は、なぜか顔色変えて半歩身を引き、


「……あ……あのっ！……ひょっとしてリナさん……今……めちゃくちゃ腹立ててたりしません……？」


「えー？　気のせいよ。とにかくカギ[image: ]」


「は……はいっ！」


　彼女はふるえる手でカギを取り出し、あたしとともに、その片方ずつを開ける。


　重い扉がきしんで開き──


『──!?』


　あたしたちは絶ぜつ句くし、立ちつくす。


　昨さく夜やは整せい然ぜんとしていた書庫の中。


　しかし今、床にはいくつもの本や巻物スクロールが散ちらばって──


　それらはすべて、べっとりと、黒いインクで汚よごされていた──





「無む能のうか貴き様さまら！」


　だむっ！　と執しつ務む机づくえを叩たたき、評議長は声をはり上げた。


　シュリガン・シティ魔道士協会、評議長室。


　説せつ教きようのために呼び出されたのは、あたしとニケアの二人。見はりについていたほかの魔道士たちは、汚された本の洗せん浄じようや、あとかたづけなどに働かされている。


　むろん朝ごはんを食べる間など与えられずに。


　……まあ……確かに、見はりに立っていながら、まんまと何者かに裏うらをかかれたのは、あたしたちの失態ではあるのだが……


　評議長は、ぎんっ！　とニケアをにらみつけ、


「ニケア！」


　びくっ！　と彼女の体がこわばる。


「本を愛している。だから自分が守りたい。


　確たしかそう言ってたな？　ん？


　それならば──と、警備主しゆ任にんに任にんじてやったが──


　今度で何度目の失敗だ？　あ？


　お前の言う『本への愛情』とやらはその程てい度どなのか？　ん？


　お前が無能だろうと何だろうと知ったことではないが、それでわしの本が傷つけられて、わしの胃が痛くなるというのなら、はっきり言って迷めい惑わくこの上ない！」


　うっわぁ。なかなかえらい言いようである。


　彼女は何も言えない。ただ小さくふるえながら、瞳ひとみに涙なみだを浮かべている。


「──なるほどなるほど」


　気楽な口く調ちよう──を装よそおい、あたしは横から口をはさむ。


「つまり、有ゆう能のうきわまる評議長さまなら、裏をかかれることはなかった。


　ところがその有能な評議長さまは、ベッドでぐっすり休みたいから、無能なあたしたちに現場を任せて、その結果本が荒あらされた、ということですね」


「──な──」


　絶ぜつ句くし、鼻はな白じろむ評議長。


　あたしは机つくえに身を乗り出し、


「それじゃあ無能なあたしたちに、ぜひ教えていただきたいんです。


　昨日きのう、犯人は一体どういうテを使って、あんなことをやったのか、って。


　そ・れ・と・も。


　評議長さまが有能だ、っていうのは単なるあたしのカン違いで、実はあたしたちと同レベルかそれ以下ですかぁ？


　そぉぉぉんなはずありませんよねぇ？


　さ。教えてください。


　犯人は、一体何をどうやったのか」


「……リ……リナさん、だめですそんなこと言っちゃあ……！


　……まさか……あたしをかばうために、わざとそんな言い方を……!?」


　くいくいとあたしのマントを引っぱりながら、ニケアは小さな声で言う。


　……いや……あたしはただ単に、評議長がムカついたから、からかっているだけなのだが。


　あたしのことばに、評議長は顔を怒りでまっ赤に染めて、


「……な……な……!?　お前は一体何をえらそうな……！」


「えらそう？　誤ご解かいですよ。あたしは無能。


　そう言ったの、聞こえました？　で、有能な評議長さまにいろいろご教授願いたい、と。


　……ことば、わかりますよね？　有能な評議長さまなら」


「……きっ……きさっ……貴き様さまぁっ！」


　怒りに染まるその顔は、赤を通り越し、黒へと変じ、彼はあたしを指さして、


「なんだその態たい度どはっ!?　ちょっと旅先でいろいろやって、たまたま名前が売れているからといっていい気になりおって！


　しょせんはこそ泥どろ一匹にも手が出せんくせをしおって！


　少しは口を慎つつしめ！」


「もちろんつつしみますよ。相手がそれに値するひとなら」


「ぶぶぶぶ無ぶ礼れいなっ！　でかい口を叩きたければ……！」


「だから叩いてないし。有能な評議長様が口をつつしむに値しないなんて、一度も言ってませんよ」


　平へい然ぜんと棒ぼう読よみ口調で述のべ立てる。


「うぐむわぁぁぁぁぁぁっ！」


　評議長は、頭をぐしぐしかきむしり、あたしとニケアを指さして、


「もういいっ！　何でもいいっ！　こうなったら貴様ら二人とも──」


「二人とも、より一層の努力を願います」


　……………………


『……え？』


　いきなり割って入った声に、あたしとニケアと評議長、ともに間の抜けた声を上げ、そちらの方に目をやった。


　一体いつの間にやって来たのか。部屋のドアを開け放ち、佇んでいるのは、見おぼえのある顔だった。


「副評議長!?」
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　グリダイ評議長が声を上げる。


　歳としの頃ころなら三十前後。銀ぎん髪ぱつで長身の美人である。


　彼女がここの副評議長──そして、あたしに今回の件を直ちよく接せつ依い頼らいしてきた人物、マリーン＝クーネルさんだった。


　……てゆーか、依頼しに来たのがグリダイだったら、絶対引き受けてないし。


　たしか死霊術ネクロマンシーを研究しており、前の見はりに使ったカカシ代がわりのフレッシュ・ゴーレムも、彼女が提てい供きようしてくれたものである。


　グリダイの、怒りと非難のまなざしを、彼女は冷静に受け止めて、


「感情にまかせて二人の任にんを解とけば、相手の手口を知らぬ新任者は、また同じ手口で翻ほん弄ろうされることになるでしょう。


　ならばさらに、被ひ害がいは大きくなります。


　そのような事じ態たいはお望みではないはず。


　ですね？　評議長」


「……そっ……！　それはそうだがっ……！」


　評議長はしばし沈ちん黙もくし、


「……まあ、ニケアの方はいいとしよう！　もともと本職は司書係なのだし。


　だが！


　そっちの、リナの方はどうなのだ？」


　彼は副評議長の方に、怒りの視線を向け、


「副評議長、わしはきみに、役に立ちそうな者を雇やとえ、と命じた。そしてきみは、そのリナに目をつけた。


　だが彼女に、本当にそれだけの能力はあるのかな？


　わしにはどうも、そうは思えんのだがな。


　……ひょっとしてきみ、死霊術ネクロマンシーの研究に没ぼつ頭とうしすぎてて、生きた人間を見る目が腐くさってるんじゃあないか？　あ？」


　もはや無む差さ別べつ攻こう撃げきである。


「──新任の者に任せれば同じ手口でまたやられる……と、きみは言ったが……


　だからといって、彼女が、いつかは犯人の手口を見み破やぶり、捕まえることができる、という保ほ証しようにはならん。


　口先で相手を怒らせるのがうまいことはよくわかったが、口先だけではない、というところも示してもらいたいものだな。


　でなければ、礼れい儀ぎ知らずの無能に高い金を払って、大事な書庫のカギを預けておくわけにはいかんな」


「確かにそれはその通りです」


　マリーンさんは冷静に言うと、あたしの方に向きなおり、


「昨さく夜や、あなたは事件に遭そう遇ぐうした。


　それで？　少しでも何か摑つかめましたか？」


　──むろん──


　あたしにはわかっている。


　ここであたしが、肩をすくめて『何も』と言えば、グリダイ評議長は嬉き々きとして、あたしにクビを言い渡すだろう。


　正直言うと、あたしとしても、こんな腐れおやぢの下で、じみちな見はり番などをえんえんと務つとめるのはイヤである。


　だが。


　そうなれば、あたしに依い頼らいしたマリーンさんのメンツは丸つぶれ。


　そしてこの馬ば鹿か評議長は、それ見たことか、とばかりに、あたしをさんざんこき下ろすに違いない。それはもっとイヤだった。


　しかたなく、あたしはため息つきながら、


「……まあ……今の時点でわかったことといえば、せいぜいが……


　犯人は内部の人間で、動どう機きは、書物がらみの評議長への恨うらみ。


　これぐらいね」


『な。』


　マリーンさんとニケアと評議長。三人は、あたしのことばに声を上げた。


「ちょ……ちょっと待て！　わしへの恨み!?　内部犯!?　なんでそうなる!?」


　評議長が叫さけぶ。


「クビにされるのが恐いからといって、口からでまかせを言うな！


　第一わしは、人様から恨まれるような言動をしたおぼえはないっ！」


「うわ自覚ないし。このおやぢ」


「自覚とはなんだ自覚とは!?」


　吠ほえて眉まゆをつり上げる。


　……ま、考えてみれば、自覚があったら、もーちょっと態度あらためてるわな……


「犯人の目的は、いやがらせ、以外の何でもないわ。それはわかるわね」


「……む……いや……そうとも限らんではないか。


　そういえば、各かく地ちに出しゆつ没ぼつし、特とく定ていの書しよ物もつを焼やいている人物の噂うわさ、というのを耳にしたことがあるぞ。


　ひょっとしたら、それかもしれんではないか」


　あたしの意見にうなずくのがそんなにイヤなのか、なんだか怪しい噂まで持ち出してくる始末。


　しかしあたしは肩をすくめ、


「どんな噂か知んないけど、それはあくまで『特定の書物』なんでしょ？


　けど今回のは、『ここの書庫にある書物を少しずつ』よ。ぜんっぜん違うし」


　こいつ相手にていねいなことばを使うのもイヤになり、あたしはいつもの口調で言う。


「この場合、ポイントなのは『少しずつ』ってところ。


　単に書ほ物んを処分したいのなら、手っ取り早い方法は、他にいくらでもあるわ。


　竜破斬ドラグ・スレイブで建物ごと吹っ飛ばす。振動弾ダム・ブラスで壁をぶち破って、中に火炎球フアイアー・ボールをたたき込む。


　たとえ魔法が使えなくても、事件が起きる前は、こんなに警けい戒かい厳げん重じゆうじゃあなかったんだろうから、扉が開いているスキに中に入り込んで、油でもまいて火をつければ、それで一発よ。


　ところが──


　犯人は、何かの方法で、すこしずつ、すこしずつ、ここにある本に手を出す、なんてまわりくどいやり方をしている。


　まるで誰かを馬鹿にするみたいに。


　これがいやがらせ以外の何なのよ。


　なら、ターゲットにされているのは？


　協会そのものに恨みがあるのなら、書ほ物んだけを狙ねらう意味はない。


　けど今のところ、狙われているのは書ほ物んのみ。


　でもって、その大半は評議長の私物。


　なら、犯人の目的は、少しずつ書ほ物んを傷いためつけて、評議長へのいやがらせをすること。


　そう考えるのが普通でしょ？」


「し……しかし……なぜわしが狙われねばならんというのだ……？」


　またまた自覚ゼロのセリフを吐はく評議長。


「……集めた本……ずいぶん多いみたいだけど……


　ひょっとしてその中には、結けつ構こう強ごう引いんな方法で手に入れたものもあるんじゃない？」


「し、失礼な！　みんなちゃんと、法に則のつとった手続きを踏ふんで手に入れたものだっ！」


「合ごう法ほうかどうかは関係なし。


　問題は、相手に恨みをかってるかどうか」


「……む……


　で……では、内部犯というのはどういう根こん拠きよだ!?


　この協会の中にそんな不ふ届とどき者がいるなどと……！


　それではまるで、このわしに人望がないように聞こえるではないか！」


　ねえよ。


　即そく座ざにツッコミたいところだが、そうすれば、またうだうだと言いはじめるのはわかりきっていた。


　ツッコミは胸の奥にとどめて、


「犯人が、どうやってあんなことをやったのか。


　正直、現げん時じ点てんではわからないわ。


　けどいずれにしても犯人は、書庫の構こう造ぞうや、警備体制を熟じゆく知ちしていて、評議長に恨みを持っている。


　それに昨さく夜や、いくつもの書ほ物んが外に持ち出されていたことは事じ実じつ。


　昼間は協会のメンバーたちのために書庫は開放されている。とはいえ警戒くらいはしてるわ。外からのこのこやって来た人が、書庫に入って、書ほ物んをこっそり持ち出すなんて不ふ可か能のうよ。


　そんなことができるのは、ここの協会のメンバーだけ。


　内部犯だと考えるのが妥だ当とうでしょ？」


「……む……う……」


　あたしのことばに評議長は、ニケアやマリーンにも疑うたがいのまなざしを向け、


「もしも……


　もしそれが本当なら……内部の人間を信じすぎるのも、外部の人間を排はい除じよするのも、かえってまずい、ということか……


　ならばいっそ、傭よう兵へいでも雇やとって……」


「そ、それはだめです！」


　声を上げたのは、あたしのそばで、ずっと沈ちん黙もくしていたニケア。


　評議長は、ぴくんっ、と眉まゆを動かして、


「何かまずいことでもあるのか？　ニケア。


　それともまさかお前がその犯人なんじゃあないだろうな？」


「そ……そんな！」


「じゃあなぜ反対する!?」


「リナさんのような魔道士ならとにかく……　書物の値ね打うちを知らない傭兵さんたちに、書物あのこたちをぞんざいに扱あつかわれてもいいんですか!?」


「……む……それは確かに……困るな。


　……………………いいだろう。


　リナ＝インバース。きみには引き続き、ことの解かい決けつに当たってもらう。


　但ただし──


　ニケアは警備主任の任を解とき、かわりに副評議長、きみにその役を任せたい。


　いいな」


「ええっ!?」


「私はかまいませんが」


　評議長の宣せん言げんに、ニケアが驚おどろきの、マリーンが冷れい静せいな声を上げる。


「でっ、でも評議長……！」


「お前はすでに幾いく度ども失敗している」


　あわてるニケアに、冷れい徹てつな口調で言う評議長。


「それに、内部犯の疑いがあるというのなら、お前も容よう疑ぎ者しやの一人だ。


　失敗続きで疑わしい者を、責任者にしておくわけにはいかん」


「……はあ……わかりました……」


　ニケアはうなだれ、マリーンの方に向きなおり、ぺこりっ、と頭を下げて、


「……それでは……書物あのこたちのこと……どうかよろしくお願いします……」


「わかったわ」


　言われてマリーンは、大きくひとつ、うなずいたのだった。





　月は中天に皓こう々こうとかがやき、雲無なき夜空を支配する。


　しかし今、大地を照てらし出しているのは、魔力で生み出された無数の明かり。


　書庫のまわりを、屋根の上に至いたるまで、警護の魔道士が埋うめ尽つくし、光届とどかぬ闇やみの奥へと視し線せんを向けている。


　いつもと同じ、夜の見はり。


　しかし以前と違うのは、あたしの隣となりに佇たたずむのが、ニケアではなく、マリーン＝クーネル副評議長だということ。そして今は、見はりの中にフレッシュ・ゴーレムがいないことだった。


　犯人が、事じ情じようを知っている内部の者なら、カカシなど立てても意味はない。


　前の事件が起きてから、今日で五日目。


　あのあとも、いろいろと調べてはみたものの、しかしあたしはいまだ、犯人の正体も、その手口もつかんではいなかった。


　動どう機きを持つ者は、あまりにも多い。とゆーかほとんどの協会メンバーが、評議長を多少なりとも恨んでいたりするし。


　曰いわく。なんくせをつけられて、没ぼつ収しゆう、という名目で本を取り上げられた。本を貸かしたら『失くした』と言いい張られて弁べん償しよう金きんを無む理り矢や理り受け取らされた。後ご日じつ、評議長の私物の中に、その本があったことはお約束。どうでもよさげなことで半日文句を言われた。セクハラされた。笑い方が下品。エトセトラエトセトラ。


　あまりにも見み事ごとな小こ悪あく党とうっぷり。ここまではんぱに困った評議長も──いない、とは言わないが、珍めずらしい。


　となれば動機の面めんから、犯人をしぼり込むことはむずかしいわけだが──


　手口からのアプローチもまた難なん航こうしていたりするのだ。


　書庫には換かん気き口こうもあるが、虫や埃ほこりなどが入り込まないように、上下に折おれ曲がり、出入り口も網あみで塞ふさがれている。


　これでは人が出入りすることはおろか、小型の石人形ゴーレムや使い魔を送り込んで、小細工をさせるのも無理だろう。


　扉とびらの細いすき間もむろん無理。


　聞き取りと現場調ちよう査さから、隠かくし扉というセンもなし。


　壁かべや床ゆかに、たとえば一いつ旦たん魔法で穴あなを開け、ふたたび術で塞ふさいだなら、そういう跡あとが多少なりとも残るはずだが、それもなし。


　ならば、事件のあの日。


　外に落ちていた書物。そしてあたしとニケアとが、中を確かめるために、書庫の扉を開けた時。


　そここそが、犯人のつけ込んだ部分なのだろう。


　それはまあ、わかるのだが──


　ならば何をどうしたのか、と問われれば、正直言ってわからない。


　外にあった書物にしかけがあった可か能のう性せいも考えたのだが、あのときニケアといっしょに見た巻物スクロールには、異常があるようには見えなかったし……


　あたしたちが扉を開けて、書庫の中に入ったスキに、こっそり中に飛び込んで潜ひそんでいた……というセンも考えにくい。


　あの時そんな気配はなかったし、もしそんなことをしても、あたしたちが出ていく時に──あるいはふたたび扉を開けた時に、見とがめられるはずである。


　わからぬままに日は過ぎて──今日。


　異変が起きたのは、やはり、真夜中を過ぎた頃のことだった。


　……ざざっ……


　下生えの草が揺ゆれる音。


　風ではない。あたりの木の葉はほとんど揺れていないのだから。


　となれば──


「誰か、いる？」


　扉に背中をあずけていたマリーンが、硬かたい口く調ちようでつぶやいた。


　一同のうちに走る緊きん張ちよう。


「全員その場を動かないで。


　あたしが、見て来る」


　言ってあたしは足音を殺し、音の方へと歩み行く。


　間違いなく。


　そこには人の気配があった。


　……ざっ……ざざざっ……


　しげみを揺らす音はまだ聞こえる。


　あたしは息を殺し、間合いを計はかり──


　ざっ！


　その前へと飛び出した！
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「うわぁっ!?


　お……驚かすな！　どうだ？　皆みな真ま面じ目めにやっておるか？」


　そこにいたのは──ほかでもない、グリダイ評議長。


「……ひ……評議長？


　なんでこんなところに？」


　ぽかんとして問うあたしに、彼はむやみに胸を張はり、


「うむ。眠れなかったのでな。散歩さんぽがてらに様子を見に……」


「まぎらわしいから帰って寝ろぉぉぉぉっ！」





　ごっす。





　叫んで放ったあたしの蹴けりは、評議長の顔面に、まともにめり込んだのだった。





「……つまり……異常はなかったのだな」


　顔面にアザをつくった評議長が、書庫を訪れたのは、いつも通り、夜が明けて間もない頃ころのことだった。


「夜中に気まぐれでやって来た変な男に、あたしが蹴り食らわせた以外は」


　あたしの報告に、評議長の額に一いつ瞬しゆん、青スヂが浮かぶが、


「……まあいい！


　ともかく、書庫を開けろ。中を確かめさせてもらうぞ」


　うなずいて、あたしとマリーンは一本ずつカギをとり出し、それぞれ扉のロックを解かい除じよする。


　……ぎ……いぃぃぃぃ……


　重い扉がきしんで開き──


『──!?』


　あたしたちは絶ぜつ句くし、立ちつくす。


　昨夜、一度も開かれることのなかった書庫の中。誰も入ったはずのない場所。


　しかし今、床にはいくつもの本や巻物スクロールが散ちらばって──


　それらはすべて、べっとりと、黒いインクで汚されていた──







（つづくっ！）













次回予告




　リナたちの警備をかいくぐり、またまた重ねられた犯はん行こう！


　犯人は誰か!?　その手口は!?


　何よりリナは、あのくそうざったい評議長をどつき回す口実を見つけられるのか!?


（作者注：犯罪です。よい子はまねしちゃあだめだよ♪）


　ともあれ次回


『セーブ・ザ・ブックス』後編！


　焼きマツタケにあこがれながら待て！











　セーブ・ザ・ブックス［後編］







　あらすじ




　シュリガン・シティの魔ま道どう士し協きよう会かい。そこでは今、閉ざされた書しよ庫この中にある書しよ物もつが荒らされ、インクで汚よごされる、という謎なぞの事件が起こっていた！


　事件解かい決けつに乗り出すリナ。


　強ごう引いんな方法で書物を集めてきた、ヤな性格のグリダイ評ひよう議ぎ長ちよう。死霊術士ネクロマンサーのマリーン副評議長。司し書しよ係がかりのニケア。


　あんまり錯さく綜そうしない人間関係。そして今、リナの目の前──いや、すぐ後ろ、閉ざされていた書庫の中で、事件はふたたび起きたのだった！















「……なんだ……これは……」


　つぶやいたグリダイ評ひよう議ぎ長ちようの声はかたく、かすれていた。


　よろよろとした足取りで、書しよ庫この中に歩み進もうとして──


「ストップ！」


　その動きを凍こおらせたのは、ほかでもない、あたしの上げた制せい止しの声。


「誰だれも入らないで。まずは調ちよう査さよ」


　言ってあたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「明りよライテイング！」


　生み出した魔力の明かりを、書庫の天てん井じよう近くに漂ただよわせた。


　入り口から、やや奥に入った床ゆかの上に、汚よごれ散ちらかる書ほ物んの山──といっても、前の時に比くらべると、その分ぶん量りようはずっと少ない。見たところ、本と巻物スクロール合わせて、十と少し、といったところだろうか。


　そばにある黒い本ほん棚だなの、下の方に空きがある。おそらくここから取られたものだろう。


　書ほ物んを汚す黒インクは、においからすると、写本などに使う、ごくありふれたもの。つまりは誰にでも手に入れることができるわけである。


　インクをぶちまけたというよりも、書ほ物んの山を濡ぬれたハケで適てき当とうにかきまぜた、といった感じだろうか。


　犯はん人にんはよほど急いだのか、とりあえず適当に汚してみました、といった感じで、表紙にちょっぴりインクがついているだけの本もあれば、何が書いてあったのかすらわからぬまでに、全面べったりと黒く汚れた巻物スクロールなどもあった。


　──ふぅむ……


　あたしはまっ黒に染そまった巻物スクロールの一枚を、そっとつまみ上げて見る。


　インクはすでに乾かわいているが、羊よう皮ひ紙しのデキが悪かったらしく、ひどく獣じゆう脂しがにじんでいる。巻物スクロールを軽くもんでみると、表についてかたまったインクがぱりぱりとはがれ落ちた。


　下から出てきた文字からすると、書いてあるのは、精せい霊れい魔ま術じゆつの基き礎そ理り論ろんか何かだろうか。


　書庫内の様よう子すもざっと見てみるが、こちらはやはり、前と同じく、異い常じようなし。


「どうだ!?　何かわかったか!?」


　後ろから、いらついた声で問う評議長に、あたしは小さく肩をすくめ、


「さあ……」
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「『さあ』ではないっ！　貴き様さま、わしが来たこと以外は異常なし、と言ったではないか！　それが何だ!?　このざまはっ!?　その上何もわからんというのでは……」


「だぁぁれが『何もわかんない』って言ったのよ」


「──では──！　わかったのだな!?」


　一いつ転てん、期き待たいに満ちた声で問う彼に、あたしは小さく肩をすくめて、


「さあ」


「どっちだぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　あたしは立ち上がると、評議長に向きなおり、


「言ったはずよ。犯人はたぶん内部にいる、って。


　あたしが何か摑つかんでいるにしろ、いないにしろ、みんながいるこんな場所で、べらべら話せるはずがないでしょ」


「……わかった。ならばあとで、わしにだけ考えを聞かせてもらおうか」


「あ。それもダメ」


「なんでだぁぁぁぁっ!?」


　評議長のツッコミに、あたしはぽりぽり頭を搔かきながら、


「……だからぁ……あたしの話を聞いたら、あれやこれやと思い込みをして、それがいろいろ無む意い識しきのうちに、態たい度どに出ちゃうかもしんないでしょ？


　そうなると、犯はん人にんはそれを察さつして、いろいろとやり方を変えてくる可か能のう性せいがある。


　最悪、ひと思いに書ほ物んを全部焼やき払はらう、なんて乱らん暴ぼうな手に出る危き険けんさえあるのよ。


　そーなったら困るでしょ」


「そ！　それは困る！……確かに……うむ……困る……」


　彼は、不ふ満まんながらも納なつ得とくはしたらしく、


「わかった。ならば聞かん。しかし、あまり悠ゆう長ちように構かまえている場合でないことは、くれぐれも忘れんでくれ」


「言われるまでもないわ」


　あたしは彼の目を見つめたまま、きっぱりとうなずいたのだった。





「お昼ごはんですか？　リナさん」


　あたしが声をかけられたのは、調ちよう査さと聞き込みに一いち段だん落らくつき、やや早めの昼食をとるべく、協きよう会かいをあとにしようとした時のことだった。


　ふり向いた先には、かつての警けい備び主しゆ任にん、あいもかわらずどこかおどおどとしたニケア＝サンドエッジの姿すがた。


「ん。まあね」


「……あの……よければ……お昼ごいっしょしていいですか……？」


　彼女はおずおずとそう言ってくる。


　……ふむ……


「いーわよ。っていうか、おすすめの店とかあったら、紹しよう介かいお願い[image: ]」


「あ。はい。それならおいしいラム肉料理のお店があるんですけど、いかがです？」


「いーわねラム肉[image: ]　じゃ、そこで決定、ということで」


「はい。こっちです」


　二人は並ならんで歩きはじめた。


　昼のシュリガン・シティは、まずまずのにぎわいを見せている。都と会かい、と呼ぶにはやや規き模ぼも小さく、人の数も多くはないが、適てき度どにひらけて適度に自然も残っている、なかなかいい街まちだった。


　あたしたちはしばし無言のまま、人の行き交う通りを歩み──


「──で？　あたしに何の話？」


「──えっ!?」


　あたしに問われ、ニケアは、おどろきのまなざしをこちらに向けて、足を止める。


「昨日きのうの晩ばんから今け朝さにかけて、事件が起こった。でもってあなたが、いっしょにごはん、と声をかけてきた。


　なら、何か話があるって考えるのが普ふ通つうでしょ？」


　言ってあたしはウインクひとつ。


「あ。はい。その……今回被ひ害がいに遭あった書物こたちって……ちゃんと修しゆう復ふくできるんでしょうか……？」


「……今、みんなでがんばってくれてるわ」


「……そう……ですか……」


　答えを濁にごすあたしに、彼女はしょんぼりとつぶやいた。


　修復技ぎ術じゆつというものに関して、詳くわしいことは知らないが──やはり、元から書かれた字はそのままで、あとから染しみこんだインクだけをきれいに落として元通り、などということは、たぶん不ふ可か能のうだろう。


　あたしが見た巻物スクロールのように、羊皮紙に残った脂あぶらが、都つ合ごうよく、あとから乗ったインクだけをはじいてくれたりするならば、話は別なのかもしれないが。


「……こんなことが続くのは……よくないと思うんです……」


　どこか悲しげに、ニケアがつぶやく。


「事件の動どう機きは評議長へのいやがらせだとしても……評議長に罪つみはあっても、書物あのこたちに罪はないわけじゃあありませんか……」


　……ってどさくさまぎれにさらりと、『評議長に罪はあっても』なんぞと言っていたりしますけど。このひと。


「まあね……けどあなた、ほんっとに書ほ物んが好きなのね」


　半なかばあきれ、半ば感心して言うあたしに、


「はい」


　彼女はしんそこうれしそうに、にっこりとほほえんで、


「たぶん、父さんや母さんの影えい響きようだと思うんですけど。


　なんだか、もう、好きで好きで仕方なくって。


　記しるされているのは連れん綿めんと受け継つがれてきたさまざまな知ち識しき。新しい書ほ物んとの出会いは未み知ちとの出会い。羊皮紙のかおりもインクのかおりも何もかもが愛いとおしくって[image: ]」


「じゃ、今は事件が起こっててアレだけど……ここの書庫みたいに、いっぱい書ほ物んがあるところなんて、めちゃめちゃ幸せなんじゃない？」


「……はあ……」


　一転して、彼女は浮うかない顔になり、


「──あの……リナさん……お気づきになりました……？　書庫の本棚が、二種類あることに……」


「二種類……ってひょっとして、白い本棚と黒い本棚、ってこと？」


「はい」


　こくりと小さくうなずくニケア。


　たしかに書庫には、入った手前の方に少しだけ、杉すぎ板いたの白い本棚、奥の方には大たい量りように、黒くろ樫かしの黒い本棚が並んでいた。


「奥にある黒い本棚の本……あれが全部評議長の私し物ぶつで……一いつ般ぱんの協会員は閲えつ覧らん禁きん止しになっているんです……」


「閲覧禁止!?　あれ全部……って、ほとんどじゃない！」


「はい……そうなんです……


　副評議長クラスのひとや……書ほ物ん好きを見込まれて司書係に任にん命めいされたあたしとかは別にして……そうじゃない人たちは、あそこの本を見ちゃあいけないことになっているんです。　見たら罰ばつ金きんを取るぞ、って……」


「そりゃまた……ムチャな話ねー」


　彼女のことばにつぶやくあたし。


　むろん、普ふ通つうの魔道士協会にも、一般の魔道士は閲覧禁止となっている本、というのは存そん在ざいする。


　これはまあ、いたって当たり前の処しよ置ちと言っていいだろう。


　呪じゆ文もんの基き礎そもできていない魔道士に、攻こう撃げき呪文の構こう築ちく理り論ろん書しよを読ませるのは、意味がない上に危険でもある。


　ま、言ってしまえば、ようやく歩けるようになった程てい度どの子供に、無む目もく的てきに伝でん説せつの剣を渡すようなものだろうか。


　しかし、ここの書庫はそうではない。


　白い棚の方には、もっぱら初しよ心しん者しや向けの、よく見かける──言い方を変えれば、書ほ物んのコレクターから見れば魅み力りよくの薄うすい書ほ物んが並んでいるのだが──


　では、奥の黒い棚の書も物のが、一般向けでないか、と言えば、決してそうではなかった。


　背せ表びよう紙しなどをざっと見わたしたところ、初心者向けの書ほ物んなども、結けつ構こういっぱいあったりする。


　そのあたりのものも全部ひっくるめて、閲覧禁止にしている、ということは……


　早い話が、評議長は、私物を管かん理りするのに協会の場所と人とを利用した上、俺おれの本に他人が触さわるな、と言っているわけなのである。


　まさに一点の曇くもりもなき公こう私し混こん同どう。


　別に犯はん罪ざいではないが、ほめられたことでないのも確たしか。


　これでは、協会の魔道士たちが反はん感かんを抱いだくのも、当たり前と言えば当たり前である。


「これじゃあ……あまりにも可か哀わい想そうすぎます


　……書物あのこたちが……」


「魔み道ん士なじゃなくて書物そつちかっ!?」


　ツッコむあたしに、彼女はまなじりをつり上げて、


「だってそうじゃないですか！


　人間みんなのことはどうでもいいとして、書物あのこたちは、人に──誰かに読んでもらうために生まれてきたんですよっ！　それが、ただコレクションとして死し蔵ぞうされているなんて！　あたしには耐たえられませんっ！」
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「ま……まあまあ。落ち着きなさいってば。


　つまりニケアは、書ほ物んがこれ以上荒らされるのは耐えられないから、事件の犯人をさっさと捕つかまえてほしい、と、そう言いたかったわけね？」


「あ……」


　あたしのことばに、彼女はいきなり気が抜ぬけたように、


「あ……いえ……すいません……つい興こう奮ふんしちゃって……


　あたしが言いたかったのは……つまりその……なんて言うか……」


　顔を伏ふせて口ごもり──


「──お出かけ？」


　その声は、いきなり横から割わって入ってきた。


　目をやった先、お供ともの魔道士一人と犬一匹を引ひき連つれて、通りの向こうからこちらに歩いて来るのは、現げん警けい備び主しゆ任にんのマリーン＝クーネル副評議長。


　死霊術士ネクロマンサーの彼女といると、フードを目ま深ぶかにかぶった連れの魔道士や犬までが、ゾンビか肉フレツシユゴーレムに見えてしまうのは、あたしの考えすぎだろうか。


「ええ。いっしょにおひるごはんを、って。


　あなたは？」


「少々買い物を。


　荷に物もつが多くなりそうなので、手伝いのものを連れて」


　あたしの問いに彼女は言って、ちら、と視し線せんを、そばに佇たたずむフードの魔道士へと向ける。


「……ってことはやっぱし……そっちのひと……というか、そっちの方って……」


「ええ。少し見ただけではわからないでしょう？」


　言ってにこやかにほほえむ彼女。


　……ってやっぱしフレッシュ・ゴーレムかいっ！　それっ！


　街なかで歩かせるなそんなもんっ！


「……ということはまさか、そっちの犬も」


「よくおわかりですね。護ご身しん用ようです。


　そうそうリナさん、午後から、今後の警備についての打ち合わせをしたいんですが、かまいませんね？」


「ええ。かまいませんけど……」


「それじゃあ、時間が来たらこちらから呼びに行きます。


　ではあとで。リナさん。ニケアさん」


　彼女は軽く会え釈しやくを送り、生きてないお供ともを連れて歩み去ってゆく。


　フレッシュ・ゴーレムを連れ歩く──というと、ちょっと気き味み悪く聞こえるが、生きているものとほとんど見分けがつかないほどのものを完かん成せいさせているとなると、その技ぎ術じゆつはもはや職しよく人にん技わざと言っていい。


　自分の『作品』をお供として連れ歩き、見せびらかしたくなる気持ちも、わからなくはない。


　……まあ、食事前に目にして、あまり気分のいいものでないことは確かなのだが……


　……………………ふむ……


　あたしはニケアの方を向き、にっこりとほほえむと、


「……ま……とにかく。


　ラム肉料理、食べに行きましょ♪」


「……そう……ですね……」


　陽よう気きに言うあたしに、彼女は沈しずんだ顔で、気のない答えを返したのだった。





　月は中天に皓こう々こうと描びよう写しや以い下か略りやく。


　──ともあれその日も、いつもと変わらぬ夜だった。


　今日も今日とて書庫の見みはり。まわりには魔道士たちが佇たたずんで、あたしは扉とびらそばの壁かべに、マリーンは扉にもたれている。


　前の事件から数日が過すぎており、時じ刻こくもちょうど、皆の気がゆるみかけている頃ころ合あいである。


　──そろそろ仕し掛かけて来てもいい頃なのだが……


　などと思っていたその矢や先さき。


　……がささっ……


　いつかの夜と同じように、響ひびいたのは下生えの草が揺ゆれる音。


　あたしは小さくため息をつくと、マリーンに向かって軽い口調で、


「……まぁぁぁたあのバカ評議長じゃあないでしょうね……？


　一いち応おうあたしが見てくるわ。この場はみんなでよろしく」


「わかりました」


　扉に背を預あずけたままで答えるマリーン。


　あたしは小走りに、音のした方へと駆かけてゆく。


　そのまましばしの時が流れ──


　突とつ然ぜん。


　ドムッ！


　爆ばく発はつ音おんに似にた、にぶい音が響いた。


「何!?」


　マリーンがあわてた声を上げる。


　当然だろう。音は、書庫の中から聞こえたのだから。


　中の様よう子すを確かめたいところだろうが、扉のカギは二つ。その片方を持つのはあたし。


　そのあたしがいなければ、扉を開くことはできない。


　そう。ぶち壊こわしでもしない限り。


「リナさん！」


　あたしが姿を消したしげみの方に呼びかけるが、むろん答えは返ってこない。当然あたしがそちらから姿を現すわけもない。


　なぜなら──


　あたしは口の中で呪文を唱となえ──
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「振動弾ダム・ブラス！　でもってもう一発！」





　ドがんっ！





　二発の呪文は扉につけられた二つのカギを吹ふっ飛とばす！


「今の声は……！」


「リナさん!?　でも……！」


　魔道士たちの、そしてマリーンの騒さわぐ声。


　おどろくのは当たり前。


　なにしろあたしの声と爆ばく発はつ音おんは、書庫の中から聞こえたのだから。


　……ぎっ……ぎぃぃぃぃぃっ……


　扉が開く。重くきしんだ音を立て。


　そして、中から月光の下へと歩み出たのは、他ほかでもない──


　このあたし、リナ＝インバース。


「リ……リナさん!?」


　あたしと──そしてあたしの立ち去った方をマリーンは交こう互ごに見やる。


「なぜ……!?　そんなところにっ……!?」


「別に不ふ思し議ぎでもなんでもないでしょ」


　あたしは言う。


「様子を見てくる──って言って、しげみに向かい、みんなから姿が見えなくなってすぐに、地精道ベフイス・ブリング──トンネル掘ほりの呪文を使って、地面の下を通り、書庫の中にそっと忍しのび込んだ。


　こいつをしとめるために、ね」


　言ってあたしは右手をつき出す。


　そこには、あたしの攻こう撃げき呪文を受けてずたぼろになった二枚重ねの巻物スクロール。


　ちぎれた部分からは、まるで黒血のごとく、ぼとぼとと、黒いインクがこぼれ出している。


「……それ……は……！」


　顔色を失なくし、つぶやくマリーンに、あたしはそれをつきつけて、


「これが、からくりの正体。事件の犯人が送り込んだフレッシュ・ゴーレムよ」


　……ざわっ……


　あたりの魔道士たちがざわつく。


　フレッシュ・ゴーレム。


　それから連れん想そうされる人物は、言うまでもなく、ただ一人。


　一同の注ちゆう目もくが、死霊術士ネクロマンサーマリーンに集まる。


　あたしは彼女を真まっ向こうから見すえてことばを続ける。


「前の事件で汚された巻物スクロールの中に、めちゃめちゃ脂あぶらが浮いてたのがあったのよ。


　インクがべったりついていたのに、羊皮紙をちょっと曲げたら、乾かわいたインクがパリパリはがれて、下の文字が見えるくらい、もぉベトベト。


　──けどこれ、どう考えても変なのよ。


　脂の乗った、できの悪い羊皮紙なんていくらでもあるわ。


　けど、最初からそんなに脂が乗りまくっていたのなら、そもそもインクで字が書けるわけがないのよ。


　なのに、文字はきれいに書かれている。


　──つまり──


　文字を書いたものに、あとから脂を塗ぬった、ってこと」


「……………………」


　マリーンは黙して語らない。


　じっとこちらに目をやったまま。


「あなたが、犬のフレッシュ・ゴーレムを連れ歩いている時、ふと思ったのよ。


　……あたしも、いろんな形のゴーレムをつくったことがあるからわかるんだけど、ゴーレムが人型をしている必ひつ要ようはない。


　なら、書ほ物んをゴーレム化することはできないだろうか、って。


　同じ大きさの、羊皮紙でできた巻物スクロールを二つ用意する。


　片方は表、片方は裏に脂をたっぷり塗りつけて重ね、端はしっこを、はがれやすい糊のりとか粘ねばつく脂とかでくっつけて、袋ふくろ状じようにする。


　あとは間にインクをある程てい度ど入れて、もうひと隅すみを同じようにくっつければ、間にインクをたっぷり含ふくんだ、ぱっと見た目には一枚にしか見えない巻物スクロールの完かん成せい。


　もしそれをゴーレム化して、操あやつることができたら？


　棚たなの本を引きずり出して、二枚に分ぶん離りしてしばらく這はい回る──


　そんなふうに命令しておけば、分離したとたん、中からインクがこぼれ出す。あの状じよう況きようは再さい現げんできるわ。


　石や土なんかを操ってゴーレムを造るのには、大ベ地フのイ精モ霊スに干かん渉しようする呪文を使う。


　で、羊皮紙って、生き物の皮をなめしたものなのよねー。


　つまり、それを操るには、死霊術ネクロマンシーの技ぎ術じゆつが必要。


　けど、単純にヒト形のものに人間の低てい級きゆう霊れいを憑ひよう依いさせるのではなく、ぺらぺらの羊皮紙に、何かの霊を憑依させて、思い通りに操るのには、並なみじゃない技術が要いるわ。


　なら、それだけの技術を持っている人は誰でしょう？


　つまりは、そういうことなのよ」


「動どう機きは？」


　不ふ敵てきなまなざしをあたしに向けて、マリーンは問う。


「そんなもんいくらでもあるでしょ。あの評議長が相手じゃあ」


「……確かにそうね……」


　彼女は自じ嘲ちようの笑みを浮うかべ、


「私も、親からもらった魔道書を、あの評議長にほとんど無む理り矢や理り取り上げられたこともあるし」


「最初のうちは、昼間にこっそり、巻物スクロールゴーレムを本棚の中にまぎれ込ませておけばいい。


　けど二回目以降は、評議長も書庫の中をチェックするだろうから、その手口は使えない。


　他の書ほ物んといっしょに潜もぐり込ませるか、直ちよく接せつ扉のすき間から中に入れるか。


　ただ、いずれにしても──」


　あたしは声のトーンを上げて、


「あなた一人じゃあ犯行は無む理り。


　どうやっても共きよう犯はん者しやが必要よ。


　あなたが用意した巻物スクロールゴーレムを、書庫の中にまぎれ込ませたまま、扉を閉じることを可か能のうにする人物。


　夜中、外に置いてあった書ほ物んの数々を『異い常じようなし』と断だんじて、書庫の中に持ち込むことのできる人物。


　そして、今日のような状じよう況きようで、物もの音おとを立ててあたしの気をそらせ、あなたが扉のすき間から巻物スクロールゴーレムを侵しん入にゆうさせるスキを作る手伝いもできる人物──」


　あたしは、さきほど音がしたしげみの方に顔を向け、


「──まだそのあたりにいるんでしょ!?　出てきなさいよ！　ニケア！」


　……ざわっ……


　あたりの魔道士たちがざわつく。


　あの書ほ物ん好きの彼女がまさか──誰もがそう思っているのだろう。


　しかし。


　がさりっ、としげみを小さく揺ゆらし、木々の陰から一同の前に、ゆっくりと歩み出たのはまぎれもなく──


　ふたたびざわつく魔道士たち。


「あなたもやっぱり、書ほ物んのことで、評議長に恨みを？」


「……はい……」


　観かん念ねんした様子でこっくりうなずくニケア。


「全部挙あげていたら、夜が明けるくらいいろいろと……」


「そんなにかっ!?」


　思わずツッコミを入れるあたし。


　んーむ。かなり本ほん格かく的てきにダメじゃん。評議長。


「で、書ほ物んの恨うらみは書ほ物んで晴らそうとした。


　けどそれは結局、あなた自身の胸を痛める結果にもなった。


　そうね？」


　無む言ごんでこっくりうなずく彼女。


　あたしはマリーンの方に向きなおり、


「最初の時、あなたは巻物スクロールゴーレムを、あらかじめニケアが持ち出しておいた他の書ほ物んに混まぜて、離はなれた場所に置いた。


　それを見はりの魔道士に発見させ、ニケアはあたしの目の前で巻物スクロールを開いてみせて、『書庫のものだ』と証しよう言げんし、書庫にしまう。


　これで、閉ざされた書庫の中から書ほ物んが持ち出され、誰も入っていない書庫の中で荒らされたように見える。


　あなたは、激げき怒どした評議長からあたしをかばってくれた──ようにも見えるけど、実じつ際さいには、あなたがあの時かばったのは、あたしじゃなくてニケアの方だった。


　あの時は、あたしが評議長を怒らせたとばっちりで、ニケアも警けい備び主しゆ任にんを解かれる可か能のう性せいが高かった。


　警備の現場から共きよう犯はん者しやがいなくなれば、少々やりにくくなる。それで、あたし『たち』をかばうことにした。


　結局のところ、ニケアは解かい任にんされたんだけど、新たに任命されたのはあなた。これはこれで、結果オーライ、むしろやりやすくなったようなもの。あなたは迷わず快かい諾だくした。


　……あたしのことは、『どうせこの仕し掛かけが見抜けるわけもない』とでもタカをくくってたんでしょうけど……」


「そう。確かに甘あまく見ていたわ」


　マリーンの、ほぼ犯はん行こうを認みとめたセリフに、またまたざわつく魔道士たち。


「おや。言い逃のがれとかしないのね」


「無む駄だです。


　巻物スクロールゴーレムが扉のすき間から入って来るのを、あなたは見ていたんでしょう。


　そして、扉にもたれていたのは私。


　なら、何をどう言いつくろったところで徒と労ろうにしか過すぎない。


　──でも、何がきっかけで気づいたの？」


「きっかけは、ニケアがあたしをお昼ごはんに誘さそったこと。でもってそこに、あなたが声をかけてきたこと、ね」


「──？」


　意味がわからず、眉まゆをひそめるマリーンとニケア。


「あの日、ニケアはあたしを食事に誘った。


　どうやら何か、あたしに話があったみたいなんだけど……


　歩きながらいろいろと話をしているうちに、マリーン、あなたが横から声をかけてきた。


　でもって結局、ニケアはたいした話はしなかった。


　本当は、彼女は何を話そうとしていたのか。なぜそれをやめたのか。


　……ひょっとしたら、あなたに出会ったから、じゃないか？


　そう考えると、あなたとニケアの共犯、という可能性はあっさり浮かんでくるわ。


　犯行を続けてはいたものの、それは、書ほ物ん好きのニケアにとっては辛つらいものだった。


　思いあまって、あたしに相そう談だんか、場合によっては告こく白はくをしようとしたけど──


　その動きを察さつ知ちしてか、あるいはたまたまか、あなたが声をかけて、ニケアを牽けん制せいした。だからニケアは話をするのを思いとどまった。


　なら、中心となって動いているのはあなたの方、ということになる。


　ただ……今までのは、みんな仮か説せつに過すぎない。


　だからこうやって、あなたたちが動くのを待って、書庫の中で、現げん場ばを押さえた、ってわけよ」


「……なるほど……どうやら私は本当に、あなたのことを甘く見ていたようね……」


　つぶやいて、マリーンは自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。


「ことが明るみに出た以上、責せき任にんは取らなければならないわね……」


　ニケアの方は、うつむいたまま、ただ無む言ごん。


　マリーンはきびすを返し、ふわりとマントを風にひるがえし──


「──待ってください！」


　その背に声をかけたのは、見はりの魔道士その一。


「やめないで下さい！　副評議長！


　……評議長を許ゆるせない気持ちは……よくわかります。けどここで……そんな理り由ゆうで副評議長がいなくなったら……評議長はますますつけ上がるに決まってます！」


「そうです！」


　と、また別の魔道士。


「副評議長は、ここの協会に必要な人なんです！　やめないでください！」


「やめないでください！」


「副評議長！」


「副評議長っ！」


　魔道士たちが口々に、言ってマリーンに駆かけ寄よる。


　──ずいぶん……みんなに慕したわれてるじゃない──


　などと、ここであたしがそんなふうに言えば、安上がりな感動シーンの一いつ丁ちようあがりなのだが──


　あたしはそんなに甘くない。


「あほかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　──しん……


　あたしの全力ツッコミに、その場が一いつ瞬しゆん、静まりかえる。


「盛もり上がってるところ悪いけど……ふざけるんじゃないわよ」


　あたしは魔道士の一人をにらみつけ、


「やめないでください？」


　別の一人にガン飛ばし、


「副評議長が必要？」


　横の魔道士に目をやって、


「評議長が許せない？　大の大人が甘えんじゃないわよいいトシこいて！」


「……な……何を……？」


「『何を』ぢゃないこの根こん性じようなしっ！」


　何やら言いかけた別の一人を一いつ喝かつし、


「あんたら結局、自分で評議長に文もん句く言う根性がないもんで、表向きは死んだフリしたまま、評議長へのいろんな不ふ満まんを、マリーンに押しつけてるだけじゃないの！


　マリーンにしてもっ！


　不満があるなら直ちよく接せつ言えばいーものを、ニケアを巻き込んでいやがらせ？


　……あの評議長に人じん望ぼうがないのはよぉぉぉくわかった。


　なら、みんなでなんとかするのがスジってもんでしょーがっ！」


「……そ……それはわかってるけどよ……」


「わかってないっ！」


　つぶやく誰かを一喝し、


「『みんな』ってのは、『自分以外の誰かさんたち』じゃなくって、『自分を含めたみんな』なのよっ！


　それがわかんないなら、どぉぞどぉぞみんなでダメになっていっちゃってください。あたしの知ったことじゃないし」


『…………………………』


　さすがに、気まずい沈ちん黙もくが落ちる。


　もちろん、言うべきことだが言いにくいこと、というものはある。それはわかる。


　しかし、何も言わず、何も行動しなければ、決して何も伝わらないのだ。


　黙だまっていても、いつかはわかってくれる、などというのはしょせん寝ね言ごとである。


「けれど……私が責任を取らなければならない。そのことだけは事じ実じつです」


　しばしの沈黙をうちやぶり、言ってマリーンは、遠い空に目をやった──





「──ということなので、汚よごした書物は全部私が買い取ります」


「なにぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　明けて翌よく朝あさ。


　毎度のごとく、書庫の前まで様子を見に来た評議長に、マリーンは自分の犯行を告白すると、最後にいけしゃあしゃとそう結んだのだった。


　叫さけんで目をむく評議長。思わずコケる魔道士一同。


　むろんあたしも、そのひっくりこけた中にいた。


　……責任を取る、って……そう来やがったか……


「これで問題ありませんね」


「あるに決まっとるわぁぁぁぁっ！」


　言うマリーンに、即そく座ざにツッコむ評議長。


「ひとの書物を汚よごしておいて、買い取るからいいだろう、だと!?　許されるか！　そんな言い草がっ！　お前の副評議長の地位は剝はく奪だつする！」


「お言葉ですが、本を汚したことは事実ですが、代だい金きんは払はらう、と言っているのですよ。


　なのに、その地位を剝奪するというのですか？」


「そうだっ！」


「──わかりました──」


　マリーンは、くるりっ、とこちらをふり向いて、


「みなさん。お聞きの通りです。


　罷ひ免めんは妥だ当とうな決定でしょう。


　ならば私たちは早そう急きゆうに、新たな評議長と副評議長を選せん出しゆつしなければなりません」


『……え？』


　思わず間まの抜ぬけた声を上げる一同。


「……ちょっ……ちょっと待て！」


　あわてて待ったをかける評議長。


「何だ!?　その、新たな評議長と副評議長、というのは!?」


　言う彼に、マリーンは意外そうな目を向けて、


「あなたは今、おっしゃったじゃありませんか。


　他人の書物を汚して、あとで代金を払って買い取り、よしとする、などという行こう為いに及およぶ者は地位を剝奪する、と。


　あなたは以前、私の持っていた死霊術ネクロマンシーに関する本を汚して代金を押しつけ、取り上げました。


　ならばあなたが宣せん言げんした時じ点てんで、自動的にあなたの地位も剝奪されます」


　うわそう来たかこのひと。


　評議長は、怒いかりと恥はじとで顔を赤く染め、


「そ……そんな理り屈くつが……！　あれとこれとは場合が……！」


　言う彼に、集まる一同の白い視し線せん。


　さすがに彼もいたたまれなかったのか、


「……えぇいっ！　わかったわかった！　地位剝奪との前ぜん言げんを撤てつ回かいする！　それでいいのだな!?　副評議長!?」


　しかし彼女はゆっくりかぶりを振り、


「いいえ。あなたにそんなことを決定する権限はありません。元評議長。


　──それではみなさん、評議長と副評議長の再選出。そういうことでよろしいですね」











[image: ]








「いや！　ちょっ……！」


　元評議長の上げた抗こう議ぎの声は、魔道士たちの上げた賛さん成せい多た数すうの歓かん声せいに、あっさりと呑のみ込まれたのだった。





　──むろんのこと、人望がアレなグリダイ元評議長が再び選出されることなど、あろうはずはなかった──


　ま、人間、日ひ頃ごろの行いには注意しましょう、ということだろうか。





　開け放たれた書庫の扉から、涼すずやかな風が入って来る。


　ほとんどの書ほ物んは、みんなにも閲覧できるようになったし、近いうちに本棚も、すべて白いものに置き換かえられるという。


　かくて。


　事件は終わり、シュリガン・シティの魔道士協会に、一いち応おうの平和が訪おとずれたのだった。


　ちなみに新しく選ばれた評議長は、マリーンだったりするのだが……


　うぅむ。やるなぁ。マリーン＝クーネル。


　使った理り屈くつは詭き弁べんもいいところだったが、皆みなの感情と数の暴ぼう力りよくを味み方かたにして、あっさりグリダイを評議長の地位からヒラへと引きずり落とし、自分が評議長へと登のぼりつめた。


　こうなると、あたしがことのからくりを見み破やぶったことさえ、実は彼女の計算のうちだったんじゃあないか、などと勘かんぐりたくもなってくる。


「お世せ話わになりました。リナさん」


　旅立つあたしを見送って、ニケアはぺこりと頭を下げた。


　新評議長の裁さい量りようで、彼女の罪つみは結けつ局きよく不ふ問もん。ふたたび司書係として働くこととなったのだった。


　彼女はすがすがしいまなざしで、書庫に並ぶ本を眺ながめて、


「これで書物このこたちも、みんなに読んでもらえるようになりました。


　……よかったんですね。これで」


「いや知らん」


「冷たっ！」


「……ま、とにかく元気でやんなさい」


　彼女のことばをさらりと流し、あたしはきびすを返して、魔道士協会をあとにした。


　しかしニケアは、魔道士たちは、気がついているのだろうか。


　今はいい。だがもしいつか、万が一、マリーンが暴ぼう君くんと化したなら、グリダイなんぞよりよっぽどタチの悪い相手になる、ということに。


　しかし──


　ま、あたしの知ったこっちゃあないし、事件解かい決けつの依い頼らい料りようもちゃんともらったからそれで良し。


　何にしろ、書ほ物んの平和は守られた！


　かくてあたしは、細かいことは気にせずに、シュリガン・シティの魔道士協会をあとにしたのだった──





　いーのかオイ。







（セーブ・ザ・ブックス：おわりる。）














　スレイヤーズすぺりおぉる



　戦せん慄りつ！　雨の人情宿場














　雨はまだやまない。


　小さな宿の一階にある食堂には、数日変わらぬ面々が、手持ちぶさたにたむろしているばかり。


　もはや世せ間けん話ばなしの話題も尽つきて、雨音だけが時を埋うめてゆく。


「のあああああっ！　不ふ景けい気きなぁぁぁぁぁっ！」


　空気の重さに耐たえかねて、あたしは声を上げていた。


　大きな街かい道どうからは外れた、とある川のそばにぽつんと一いつ軒けん佇たたずむ小さな宿。


　そんな場所で、あたしは雨に足止めされていた。


　いつもなら、川の向こうとこちらを渡し船が行き来し、人やら物やらを運んだりして、一階にある食堂も、それなりにはんじょうしているらしいのだが……


　ここ数日は、降ふり続く雨のせいで船は出ず。結けつ果か、荷にも旅人たちの足も止まっている。


　その中に、他でもないこのあたし、リナ＝インバースはいた。


　──あたしが使う呪じゆ文もんの中には、空を飛ぶものもある。その気になれば、向こう岸ぎしに行くこともできるのだが──


　行ったところで、そちらも雨。こちらと向こう、どちらの宿場で雨宿りをするかの違ちがいだけ。つまり結けつ局きよく、状じよう況きようが変わるわけではない。


　別べつに急ぐ旅でもないから、と、雨が上がるのを待っているのだが──


　今日で三日目。


　時々雨足が弱まりはするものの、しかしいまだにやむ気け配はいはない。


「ははは。リナちゃん、だったらまたなんか景けい気きのいい、面白い話してよ」


　言ってきたのは、やや離はなれたテーブルにいた一人。同じく雨に閉とじこめられた、行ぎよう商しよう人にんのトレマーさん。ちょい太り気ぎ味みで気さくな黒ひげおやじである。


「またあのテのホラ話かよ」


　別のテーブルで苦笑したのは、中年というにはやや若く、青年と呼ぶにはトシを食いすぎた金きん髪ぱつの男、アディス。


　今まであたしはこの場所で、ヒマつぶしがてらに、いろいろな旅の話を披ひ露ろうしたりもしたのだが、彼はそれを、単たんなるホラだと思っているようである。


「いいじゃないの何でも。面おも白しろいんだし」


　言ったのは、あたしより三つ四つ上の、赤毛の青年トッシュ。父親の使いで品物を客に届とどけた帰り、この雨に遭あったとか。


「あたしもリナちゃんの話は好きだねぇ」


　客に混まじって手持ちぶさたにしていた、この宿と店を一人で切り盛もりしているおかみさんも言う。


　あたしも加えて計五人。


　それが、今この宿にいる全員だった。


「……そーねー……それじゃあ……」


　武ぶ勇ゆう伝でんだか恥はじだかを人に語るのはシュミではないが、ヒマつぶしにはこれくらいしかテはない。


「変な女魔ま道どう士しとファッション対決した時の話、なんてどう？」


「来た来た。十お八は番この『変な女魔道士』」


　からかうように言いながら、金髪男アディスは、それでもそばの席に移うつって来る。


　あたしの話をホラだなんだと言ってはいるが、それでもこうして寄って来るのは、まあ、やはりヒマだからだろう。


「他の話にも出てくるナーガって奴やつのことだろ？　現実にいるわけねえじゃん。そんな生き物」


「あははははははは[image: ]」


　ツッコミに、かわいた笑いを上げるあたし。


　ほんとうにそうだったら、あたしもどれだけ楽か。


　皆みながそばのテーブルに集まるのを待って、あたしは口を開いた。


「ある町に行った時のことなんだけど……」


　話のさわりにも入らぬうちに、あたしはことばを切った。


　──聞こえたのだ。音が。


　視し線せんを向ける。そちら──宿の玄げん関かんへ。


　みんなもつられて同じ方へと目をやった。


　屋根を、大地をうつ雨音。それに混まじって響ひびいてきたのは、泥どろを跳はねてこちらに近づく足音。


　──旅人？　こんな雨降りの中を──？


　一同の視線が集まる中、玄関の開き戸をきしませ入ってきたのは一人の女……


　……………………………………って………………


「にょみんごわぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　その瞬しゆん間かん。


　あたしはわけのわからん叫びを上げてダッシュして、入ってきた女のえり首ひっ摑つかみ、そのまま外──軒のき先ききへと押し出した。


　夕刻の雨空に、むろん太陽など見えるはずもなく、雨降りしきる空は濃こい灰色グレイ。


　まるで、今のあたしの気分のように。


「いきなり何を!?……と……あなたは！」


　相手はこちらの姿を認みとめ、驚おどろきに大きくその目を見開いた。


　──そう。それは、あたしの知った顔だった。


　としの頃なら十五、六。鋭するどいまなざし、短くまとめた黒い髪かみ。軽装鎧ライト・アーマーに長剣ロング・ソードを履はいた、剣士ふうのそのいでたち。


　名は、マーリーン＝ライドパークという。


　かつて。


　あたしは彼女のおかーさんから依い頼らいを受けたことがあったのだ。家出した娘、すなわちマーリーンを探す手伝いをしてくれ、と。


　依頼内ない容ようそのものは別にいい。


　だがしかし……


　そのおかーさんが、なんとゆーか、あたしの郷く里にの姉ねえちゃんに似た雰ふん囲い気きの……つまり、ひたすら苦手なタイプの相手だったのである。


　あの雰囲気を、知らない人に説明するのはむずかしいのだが……あえて表現するならば、見た目の印いん象しようと攻こう撃げき力りよくには何の関係もないことを思い知らせてくれるとゆーか、猫ねこっぽくても虎とらは虎とゆーか。そんな感じの方々である。


　……一体今まで何人の腕うでじまんたちが、果か敢かんに姉ねえちゃんに挑ちよう戦せんし、自信やら頭ず蓋がい骨こつやらをへこまされて来たことか……


　ともあれその時は、いろいろごたごたあったあげく、マーリーンのおやじ……いや、おとーさんが出てきて、二人がかりでマーリーンを連れて行ったのだが……


　その彼女が、またまたこんなところにひょっこり姿すがたを見せたということは──


「──まさかあんた、また家出とかしてきたんじゃないでしょーねっ!?」


　声をひそめてあたしは問う。


　もしもそうだったなら、またまたあの超ちよう絶ぜつご両親とことを構える、などということにもなりかねない。


　──ちなみに彼女のおとーさんの方は、どうやら国のややこしい組織に属ぞくしているらしく、わかりやすく言うならば『おかーさんとは似たもの夫婦』といった感じのひとだった。


　いずれにしても、かかわりあいになりたいタイプではない。


　しかし彼女は冷静に、小さく左右に首を振ふると、


「違う。お父様に言いつけられたのだ。今日、ここに行け、と」


「なぁぁぁぁんだ。じゃあ別に…………


　……って、言いつけられた、ってことは……まさか……


　あなたへの何かのテスト……？」


　おそるおそる問うあたしに、彼女は沈ちん痛つうな表情で、


「──私はそう解かい釈しやくしている」


　……う……うひぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！


　胸のうちで絶ぜつ叫きようし、あたしは危あやうくその場にひざをつきそうになった。


　前に彼女たちと関わって、『テスト』につき合わされた時は、おかーさんがあたしを狙ねらい、マーリーンがそれを阻そ止しする、という内容だったのだが──


　あの時は心の底から死ヌかと思いました　まる


　だが、ここでゆーちょーにくじけている場合ではない。あたしはなんとか気をとりなおし、問いかける。


「ま……まさか今回も、誰かを守れとかなんとか……!?」


「いや、それが……とにかくここに行き、暖だん炉ろのそばを探せ、それに従したがえ、と」


「──暖炉──？」


　あたしとマーリーン、二人は顔を見合わせる。雨音の中、しばし沈ちん黙もくし──


　同時に、はじかれたように走りだす。


　玄関に飛び込み食堂を横切り、一角にある暖炉に駆かけ寄ると、小さな火が燃える暖炉のまわりをあれこれ探しはじめた。


　積つみ上げられた薪まきの下、ひび割れたレンガのすき間……


「──あった！」


　レンガが一つ、すっぽり外れ、その下から出てきたのは羊よう皮ひ紙しの切きれ端はし。


　見つけて思わず声を上げると、マーリーンがダッシュでやって来て、それをあたしの手からひったくる。


　しゃがみ込む彼女とのぞき込むあたし。二人が同時にのどを鳴ならし、マーリーンが二つ折りにされた羊皮紙を開くと──そこにはひとこと。


　──がんばれ──


『何をーッ!?』


　愕がく然ぜんと絶ぜつ叫きようする二人。これで一体何をどぉすればいいというのか。


「どどどどぉいうことよマーリーンこれっ!?」


「わかっわかっわかわかわかわわからない！」


　意味は全く不ふ明めいである。だが、確かく実じつに言えることが一つある。


　ここは、危き険けんだ。


　あたしは、しゅたっ！　と右手を上げると、


「あ。よく考えたらあたし、家でシチューのおなべかけっぱなしだった[image: ]　いそいで帰らなくちゃ[image: ]　てへっ♪　じゃ、そーゆーことで」


　くるりときびすを返すその腕を、ぐぃむっ、とマーリーンの手が摑みとどめる。


「くふふふふふふ。一人で逃げるなんて許されるとでも？」


　語るその目が血走っている。


「何言ってんのよあたし関係ないでしょーが心の底からっ！」


　こちらも涙なみだ目めで反はん論ろんする。が。


　彼女は正面にまわり込み、あたしの両肩に手をかけて、ひた、と瞳ひとみを見つめつつ、


「冷静に考えてほしい。これがテストならば、お父様は、どこかから、ここを見張はっているはずだとは思わないか？」


「そりゃあ……そうだろうけど……」


「ならば、私がやって来たとたん、ここから飛び出した人物がいたとして、お父様はその人物をどう見るかな？」


「……で……でもまあ……いくらなんでもそれだけで、問もん答どう無む用ようで攻こう撃げきされる、なんてことはないだろーし……」


「お父様の意い図ともわからないのに？　確かく実じつに無ぶ事じな保ほ証しようはあるのか？


　逆に、外に飛び出した程てい度どでは何の害もないというのなら、ここに留とどまっていても害はない、という可か能のう性せいもある」


「いやいくらそんな無む理り矢や理りなへりくつこねられても！


　がんばれ、ってことばからして、一番ありそうなのは、おとーさんがあんたを攻撃するから、一いつ定てい期き間かんもちこたえてみせろ、ってことで！


　あんたもそう思って、一人じゃコワいからあたしを巻き込もうとしてるだけでしょっ！」


「──っ……！」


　やはり図ず星ぼしだったらしく、マーリーンは一いつ瞬しゆんひるむが──


「つきあってくれないのなら、お父様に、『リナ＝インバースに妨ぼう害がいされた』と報告してもいいが？」


「うわ汚きたなっ！」


「状じよう況きようを利用するのも作戦のうち……と、お父様もおっしゃっていた。ここにリナさんが居い合あわせた以上、それを利用するのも立りつ派ぱな策さくのうち。


　──いや、ひょっとしたら、お父様のことだから、リナさんがここにいることさえも何かの計算のうちなのかもしれない」


「ンな勝手に計算されてもっ！


　とにかく、あたしはこんなことにかかわりあいになる気はないからっ！」


「いや。もう遅い。お父様の意図がどこにあるかはわからないが、いずれにしても、私がここを訪れた時点でその『何か』は始まっているはずだ。


　迂う闊かつに動けば何がどうなるかわからない、というのは実際のところだ」


「何と言われようとも──」


　言いかけたその時──！


　背後に気配！　恐きよう怖ふがあたしの背を駆け抜けた！


『のぐらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　わけのわからん雄お叫たけび重ね、あたしとマーリーンがふり向きざまに放ったパンチは、後ろに立っていた人影のあごをとらえていた！


　ズシャァァァァァァァァッ！


　吹っ飛び、音を立てて床ゆかに倒れたのは──宿のおかみさん。


　ああっ！　しまったっ！


　コワい話をしていたせいで、つい過か敏びん反はん応のうをしてしまったようである。あたしはあわてて、倒れたおかみさんに駆け寄──ろうとして。


「待て！」


　それを止めたのはマーリーン。


「迂闊に近づくな！　お母様の変へん装そうかもしれん！　言っておくが、お父様とお母様の変装は、私でも見み破やぶれんぞ！


　害の少ない一発をわざと受けて、こちらが油ゆ断だんしたところで何かをするつもりかもしれない！」


　ぴたりっ、とあたしの足が止まった。


　おとーさんからの命令、とマーリーンは言っていたが……もしそれが、娘のテストを目的とするなら、おかーさんの方もそれに協力している可か能のう性せいは十分に考えられる。


　マーリーンやあたしより先にここにやって来て、おかみさんに変装することだって可能かもしれない。


　なら、うかつに近づくのは──


「──何やってんだよお前ら！」


　あたしの思いを断ち切って、響ひびいた声は──男のものだった。


　ふと我われに返り、そちらに目をやる。


　マーリーンの出現で、すっかり失しつ念ねんしていたが──そこには、あたし以外の客三人。


　やや離はなれたテーブルのそばに立ち尽くし、信じられないモノを見るような視し線せんをこちらに送っている。


　声を上げたのはその一人──金髪男のアディスだった。


「何、考えてんだ？　何なんだそっちの女は？


　いきなり二人して出ていって、帰ってくるといきなりあちこち探しはじめて……今度はいきなりおかみさんを殴なぐり倒して！」


「……それは……」


　問われて、あたしはことばに詰つまる。


　本当のことを語っても、たぶん信じてはくれないだろーし……


「事情は説明できない」


　一体どう話せば納なつ得とくしてもらえるか、迷うあたしをおいてけぼりに、マーリーンはあっさりとそう言ってのけた。


「ともかく従したがってもらう」


「ふざけんな！」


　激げつ昂こうして叫ぶアディス。……まあ当然の反応だろうが。


「……説明は……してもらわなくちゃあね」


　どうやら気き絶ぜつはしていなかったらしく、頭を振り振り身を起こし、おかみさんも、コワい目つきでこちらを見ながら、


「イヤだってぇのならこっちにも考えがあるよ」


　うぅむ……まずい。このままではなんだかひたすらややこしいことになる。ならばここは……えーっと……えーっと……


「彼女は軍の捜そう査さ員いんなのよ!?」


　気がつくと、あたしはとっさにそう口走っていた。


「そ……捜査員!?」


　面めん食くらうアディスに、あたしは重ねて、


「そう！　ある事件の捜査で今は動いてるの。


　で、あたしはその手つだいみたいなことをしてて……」


「……しゃべるなと言っただろう……」


　あたしの口から出まかせにつき合って、マーリーンは、ため息混まじりに言う。


　ずいっ、と一歩前に出ると、やはり呆ぼう然ぜんとしているおかみさんに目をやり、


「急に後ろに立たれたせいで、あなたにはつい、申もうし訳わけないことをしてしまったが。


　捜査の内容は明かせないが、ともあれご協力いただく。


　そういうことです」


　をを。なかなかの演えん技ぎ力りよく。


　一方的に宣言されて、おかみさんと客たちは沈ちん黙もくした。


　漂ただようはただ、気まずい空気。


　雨は、当分やみそうにない──





「いい噓うそだ。リナさん」


　宿のおかみさんに一応あやまり、気まずい空気の夕食をすませ、二階にある自分の部屋へと引き上げて。


　ついてきたマーリーンは、あたしと二人きりになるなりそう言った。


「……『いい噓だ』じゃないって……」


　対するあたしはげんなりとつぶやいた。


　確かにあの噓は、全員を沈黙させる役には立った。


　だがそれで、何かが解かい決けつしたわけではない。


　マーリーンのおとーさんの目もく論ろ見みはいまだわからないし、これであたしの身の安全が保ほ証しようされたわけでもないのだから。


「ま、ともかくあとはがんばって。あたしはそろそろ行くから」


「行く？　どこへ？」


　きびすを返すあたしの背中に、マーリーンが問いかける。


「決まってるでしょ。川の向こうかどこか……とにかく、別のところ。


　あーゆー噓を言った手前、みんなの前で、じゃあさようなら、ってわけにはいかなかったけど……


　とにかく、こんなことにつきあう義ぎ理りもないし」


「ま……待て！　川の向こうと言っても、渡し船は……」


「あたし、魔法を使ったら空、飛べるし」


　無ぶ愛あい想そうに言い放つ。


　雨は降り続いているが、風の結けつ界かいを纏まとう高速飛行の術なら、雨に濡ぬれることさえなく川を渡ることもできるだろう。


　今まであたしがここにとどまっていたのは、単に無む理りして先を急ぐ理由がなかったから、というだけのこと。


　しかしマーリーンの出現で、ここを離れる理由はできた。


「とにかく──」


　言いかけて。


　あたしはそれに気づいた。


　おそらくマーリーンの方も。


　二人はドアを蹴けり開け廊ろう下かに飛び出て──


　瞬しゆん間かん。





　ゴゥンッ！





　たった今まであたしたちのいた部屋が吹っ飛んだ！


　──攻撃呪文！


　爆ばく風ふうが、飛び出したあたしたちのすぐそばを吹き過すぎる。


　あたしとマーリーンは廊下を抜けて階段に向かう。二人が同時に感じた殺さつ気きは、たしかに外からのものだった。


　──やはりこれは──マーリーンのテストに間違いなさそうである。


　あたしはそう確かく信しんしていた。


　彼女のおとーさんなら、殺気もなしに攻撃することもできるだろうが、それではテストにはならない。単に彼女が吹っ飛ばされてそれでおしまい。


　殺気と、その位置を感じ取ることができるか。そしてどう対たい応おうするか。それを見るためにわざと殺気を放ったのだろう。


　これがテストならば、その合格ラインはおそらく、いかに襲しゆう撃げきを切り抜け、襲撃者を捕ほ獲かくまたは撃破するかにあるはずだった。


　あたしたちは階段を駆け下り、一階の食堂を横切る。


「ちょっと!?　今の何？　また何かやったのかい!?」


　下にいたおかみさんの、非ひ難なんじみた問いを背中で聞き流しつつ、二人は外に飛び出した。


　雨の夜。


　宿からかすかに漏れるランプの光など頼たよりにすらならない。外はただただ闇やみだった。


　さきほどの攻撃で宿が炎上──などということにはなっていないようだが、これでは何も見えない。あたしは呪文を唱となえ──


「明りよライテイング！」


　魔力の明りを生み出し、そのあたりの虚こ空くうに投げ放つ。


　ぬかるむ大地が、降り来る雨の細い線が、庭木と宿のりんかくが照てらし出される。


　宿の横手──襲撃者のいた方にまわり込みつつ、あたしは口の中で次の呪文を唱となえ──


「させるかっ！」


「ぬぶぁっ!?」


　いきなりマーリーンにタックルかまされ、二人して、びぢゃっ、と、ぬかるむ地面に倒れ伏ふす。


　どろんこまみれになりながら、あたしはなんとかはね起きて、


「何すんのよっ!?」


「誤ご魔ま化かしても無む駄だだ！　今、こっそり飛行の呪文を唱えて、どさくさまぎれに逃げようとしていたな？」


　[image: ]っ……！　いらんところでスルドい……


「……って！　ひとをさんざんごたごたに巻き込んどいてえらそうにするなぁぁぁっ！」


「謙けん虚きよにしていたら一人でお父様と対たい峙じすることになる！　そんなのは御ご免めんだ！」


　うわきっぱり言いやがった！


「そーゆーことはおとーさん本人に言えばいいじゃない！」


「言えるかっ！」


　降りしきる雨の中、にらみあうあたしとマーリーン。


　……って……


　あたしは肩の力を抜いて、


「……あーばかばかしい。


　こんなところであんたとにらみあってたって、何かが変わるわけでなし……」


　つぶやいてきびすを返す。


「どこに行く？」


「戻るのよ。宿に。


　言い合いなら屋根の下でもできるでしょ」


　歩き出しつつ答えるあたし。


「お父様を追わないのか!?」


「……もうとっくにどっか行っちゃってるわよ。あたしたちがバカやってるうちに」


「……っ……」


　あたしの指し摘てきに無む駄だを悟さとってか、彼女の足音が後ろについて来る。


　二人は宿に戻ると、入ったところの食堂にある、適てき当とうなテーブルに腰を下ろした。


　宿のおかみさんは、あたしたちが帰って来たのを目にして、


「なんだか知らないけど、ごたごたはごめんだよ」


　不ふ機き嫌げんそうに言い捨すてると、面めん倒どうごとに巻き込まれるのを嫌きらってか、そそくさと奥へ去ってゆく。


「……さて。さっきの続きだけど」


　髪かみからぽたぽた雨のしずくを垂たらしつつ、あたしは口を開いた。


「あなたはあたしに手を貸かしてほしい。けどあたしは関わり合いになるのはイヤ」


　──とはいえ、こちらがいくらそう主しゆ張ちようしたところで、彼女がしつこくくい下がるのは目に見えているのだが。


　ならば。


「それでもあなたが、どーしてもあたしに手を貸してほしい、ってことなら、出すもんを出して頼む、ってのがスジなんじゃない？」


「……依い頼らいをしろ、ということか……」


　苦くつぶやくマーリーン。


「──わかった。金貨十枚出そう」


「はぁ？」


　彼女の提てい案あんに、あたしはロコツに眉まゆをひそめ、


「あんたのおとーさんの目的はわからない。けど場合によってはおとーさんとおかーさんを相手取ることになる。


　それで金貨十枚ぃぃぃぃ？


　笑い話にもなんないわね」


「なら、いくらなら──」


「──そーねー……」


　あたしは考えるそぶりで、


「依頼内容は……永久に、ってわけにはいかないから、雨がやむまであなたの全面的なサポートを行う、ってことで。


　前払い現金で金貨百」


「百!?」


　あたしの提てい案あんに声を上げる彼女。


　──これぞ必ひつ殺さつ、交こう渉しようするフリをして断ことわる攻撃！


　どぉ考えても持ち合わせていなさそうな現金額で交渉し──


「──わかった」


　…………………………………………………………
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「痛いが、なんとかしよう」


　言うと彼女はおもむろに、身につけていた軽装鎧ライト・アーマーを外し、裏に仕込まれていた金貨を一枚一枚、数えながら外しはじめる。


　金きん属ぞくの重い音がしばし続き──


「……なんでそんなにむやみに現金持ってるのよ……」


「もしもの時の備そなえは常に必要だ。そう教わってきた」


　唸うなるあたしに応える彼女。


　……なるほど……あたしもまだまだヌルい、ってことですか……？


　けど……だからといって、彼女のおとーさんとことを構えるのは……


「……あ……あのね、マーリーン……」


「お父様は噓つきが嫌いだ」


　あたしのことばを遮さえぎって、金貨を数える視線を上げもせず、彼女は言う。


「まさか今さら条件は変えないな」
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「これで百。確かに渡したぞ」


「あ。いや。あの」


　積つみ上げられた金貨を前に、あたしがあうあう言っていると──


　どォン！


　響いたのは、またまた攻撃呪文の炸さく裂れつ音おん！


　──!?──


　視線を交わすあたしと彼女。


　音がしたのは外。となれば当然、あたしたちを狙ねらったものではありえない。


　とりあえず金貨をしまい込み、二人は外に飛び出した。


　さきほどあたしが適てき当とうに放った魔法の明かりが、いまだそばの木の枝えだに灯ともったまま明かりを放っている。


　しかし光は、その外にひろがる闇やみの深さを際だたせるばかり。


「──あれは！」


　マーリーンが声を上げた。


　明かりが照てらす輪わの端はしに、かろうじて何かが見えた。


　あれは──人間の──!?


　駆け寄るあたしとマーリーン。あたしは呪文を唱となえて──


「明りよライテイング！」


　新たに生まれた光に照てらされ、大地に姿を晒さらすのは、攻撃呪文を受けてコゲた、客の一人──赤毛の青年、トッシュだった──





「……何が……どうなってんだよ……」


　長い──長い沈黙を破やぶり。


　唸るようにつぶやいたのは、金髪男のアディスだった。


　トッシュはなんとか一命をとりとめ、手当をした上で、あたしが治癒リカバリイの呪文もかけてはおいたが、いまだ別室で気を失ったまま。


　たてつづけのトラブルに、さすがに、宿の全員が集まってきて──


　当然といえば当然なのだが、皆の疑ぎ惑わくに満ちた視線は、マーリーンと──そしてあたしとに集中していた。


　アディスはマーリーンとあたしを交互に見やり、


「あんたが来てから……いや、あんたらが揃そろってから、いきなりこれだ！


　あんたらがトッシュの奴をやったんじゃあねえだろうな!?」


「まさか！」


　あわててあたしは否ひ定ていする。


　わたわたと手を振りながら、


「あたしたちも襲おそわれたのよ！　で、食堂にいると、外から爆発音がして……行ってみると、彼が倒たおれてた、ってわけ。


　考えてみて。彼をここに運び込んだのはあたしたちなのよ。


　もしあたしたちが彼をどうこうしようって思ってたら、そんなことしないで、外でトドメをさすとかなんとかしてたはずでしょ？」


「けど、あんたらが揃そろってから、こんなことが起こり始めたのは事じ実じつだろーが！」


「タイミング的にはそーだけど……」


　言いよどみ、あたしはマーリーンと気まずい視線を交わす。


　あたしと彼女、二人にだけはわかっている。


　おそらくこれはマーリーンの試験──つまりは、彼女のおとーさんがやったことなのだ、と。


　無む差さ別べつ襲しゆう撃げきを防ふせいでみせろ。それがおそらく、彼女に与えられた課か題だい。


　だがむろん、そんなことを口にするわけにはいかない。


「けど、なんでこの雨の中、トッシュは外にいたんだろ？」


　あたしは話をなんとか変えようとする。


「なんで、って……」


　アディスが面くらったように言いよどみ──


「そりゃああんた、逃げようとしたんだよ」


　さらりと言ったのは、行商人のトレマーさんだった。


「逃げる？　何な故ぜ？」


「当たり前だろう」


　問うマーリーンに、トレマーさんはあきれ顔で、


「あんたが──軍の捜そう査さ員いんが、何かの捜査でやって来た。何が起こってるのかは話してくれないが……まあ、ただごとじゃあないのは確たしか。


　で、そんな時にいきなり大爆発だ。


　こんなところにいるよりは、雨に打たれた方がマシ、と逃げ出したんだろ。


　そこを誰かに……


　……実じつ際さい、わしも逃げ出したい気分だよ」


「全くだぜ」


　と、アディスはあいづちをうち、


「まさかあんたらが、逃げ出すトッシュを見て、事件の関係者かと思ってとりあえず吹っ飛ばした……なんてぇことなんじゃねえだろーな？」


　言ってこちらを、じろりっ、とにらむ。


「そんなわけないでしょ」


　平へい静せいを装よそおい、あたしは即そく座ざに否ひ定ていした。


　だがそれで、こちらに向けられたアディスの瞳の色が変わるはずもなく──どころか、トレマーさんや宿のおかみさんまで、あたしたちに疑うたがいのまなざしを向けている。


　……うぅむ……マズい……ひたすらマズい……


「──まあ何はともあれ。


　一人でふらふら出歩いたりしないよーに。


　あ。それと。あたしたち、適てき当とうに別の部屋借りるんでよろしくー」


　あたしは半なかば強引に話を切り上げ、マーリーンといっしょにそそくさと二階に引き上げる。


　他の客たちの視線は、いつまでも、あたしたちの背中に刺ささっていた。





「……どーすんのよほんとうにマズいわよこれ」


　二階の別の部屋に陣じん取どり着き替がえも済ませ。


　あたしはマーリーンにつぶやいた。


　最初に吹っ飛ばされた部屋の二つ隣どなり。そこが、新たにあたしたちが入った部屋だった。


　明かりが漏もれると、ここにあたしたちがいることがバレる。窓の鎧よろい戸どは開けぬまま、借かりたランプの明かりも小さくしている。


　ささやかなオレンジ色の灯ともし火びは、ベッドをはじめとする家か具ぐ類るいを、かろうじてシルエットがわかる程てい度どに照てらしていた。


　そんなかすかな光の中で、顔をつき合わせ、あたしとマーリーンは声を低めて話し合っていた。


「わかっている。そんなことは」


　不ふ機き嫌げんに彼女は吐はき捨てた。


「たぶんテストの内容は、無む差さ別べつ攻こう撃げきの阻そ止し。


　……あんたのおかーさんの時もそうだったけど、またまた無関係なひとたちを巻き込んで……


　トッシュの命に別状はないみたいだったけど……それにしたって、いくらなんでもシャレになってないわよ。これ」


「同感だ。お父様らしくもない。


　だが何にしても、どうにかしなければならない」


「問題は、具ぐ体たい的てきにどうするか、なんだけど……


　この状況で、おそらく外に潜ひそんでるはずの相手を探し出すことは無む理りに近い。


　むこうが本気で気配を隠かくせば、こちらがそれを察さつ知ちできるかどうかもわからない。


　そう考えると……結局は、相手が動くのを待つしかないんだけど……うーん……」


「受け身というのはあまり望ましくはないな。──しかし──」


　彼女はそこでことばを切って、あたしに目をやる。


「──何よ？」


「いや。さっきまで散さん々ざん嫌がっていたのが噓のようだな、と思って」


「……まあねー……」


　あたしはため息にことばを乗せる。


「イヤに変わりはないんだけど、こーなっちゃったら、『あたし知んない』って一人だけ逃げるのも寝覚めが悪いし。なんのかんの言って、依頼料受け取っちゃったし」


　それに──へたに一人で逃げようとすれば、そこをおとーさんに狩かられる可か能のう性せいもある。


　胸の裡うちで、あたしはそっとつけ加えた。


「いつ、どこから仕し掛かけてくるか──読んで裏をかける相手じゃないわ。


　相手はこーいう戦いにおいて、あたしたちより格かく上うえだということを忘れないこと。基本に忠ちゆう実じつに、油ゆ断だんをしないこと」


「確かに……それくらいしか対たい応おうのしようはないな」


「……じゃ、あたしひと休みするから、寝ねずの番よろしく」


　──依頼主はこっちのはずだが──くらいのことは言われるかとも思ったのだが──


「わかった」


　彼女はあっさりとそう応えた。


　たとえ今、横になっても眠れないだろう──ということか。


　しかしそれでも、休める時に休んでおくことは重要。


　あたしはランプの芯しんを絞しぼって細くし、ベッドの上に横になった。


　雨音が、やけに耳につく。


　──たしかに、熟じゆく睡すいはできそうになかった──





　闇に目を開く。


　横になってからどれほど時が流れたのか──しかし夜明けには届いていないだろう。


　熾おき火びのようなかすかなランプの明かりが、ベッドによりかかってうずくまるマーリーンのりんかくだけを照てらし出している。


　聞こえるのは、もはや耳に染しみついた雨音と、マーリーンの寝息……


　……って、寝てやがるし。このアマ。


　……こっそり足をふり上げると、彼女に向かって──


　蹴けりを放つと同時に、彼女はすっくと身を起こした。あたしの足は空を切る。


　ちっ。運のいい。


　それとも実は眠っていなかったのか──とりあえず今は、そんなことはどうでもいい。


「──起きたか。リナさん──」


　外の雨音に溶け込むような小さなささやき。


「まあね」


　と、こちらも小さく。


　彼女も、そしてあたしも気づいていた。近づく気配に。


　足音も、廊下の床ゆか板いたがきしむ音もなく。それでも確かく実じつに何者かが、廊下をゆっくりとこちらに向かっていた。闇を波なみ打うたせるような、かすかな敵てき意いを纏まとったままで。


　あたしたち二人は息を殺して身をひそめる。気配は近づき──


　別の部屋へ。


　最初にあたしたちがいた、吹っ飛ばされた部屋のあたり。


　あんなところに何の用が──？


　思ううち、気そ配れはやがて上へと移動した。


　なるほど。壊こわれた部屋の屋根裏から、こちらの上へとまわり込む気か。


　マーリーンは天てん井じようの一角を見上げ、剣の柄つかに手をかけると、


「合図を。天井を切り裂さく。そこに呪文を叩き込んでくれ」


「りょーかい」


　低くやりとりを交わす二人。


　あたしはベッドの上に半身を起こし、口の中で呪文を唱え──


　拳こぶしで、ぽんっ、とベッドを叩たたく。


　瞬しゆん間かん、マーリーンが跳とんだ！


　剣を抜き放ちつつ床を蹴りベッドを蹴って、宙ちゆうに舞まう。ひるがえる刃が薄い明かりをはね返し、闇に残ざん像ぞうを刻きざみ込む。


　彼女が着地するよりも。切り抜かれた天井板が落ちきるよりも早く。あたしはマーリーンが穿うがった穴あなに向かって術じゆつを解とき放つ！


「風波礫圧破デイミルアーウインっ！」





　ぶばんっ！





　宿の天井が大きく揺れた。開けた穴から風が吹き出す。


　高圧の風を生み出す術である。殺さつ傷しよう能力では炎をはじけさせる火炎球フアイアー・ボールなどには劣おとるが、ンなものを使えば宿が火事になりかねない。


「手ごたえは!?」


「わかんないっ！」


　問うマーリーンに答えるあたし。言うその時には、二人はすでに廊下に飛び出していた。


　もしやって来ていた相手が、あたしの術を受けて悲ひ鳴めいを上げていたとしても、声は風にかき消されただろう。ただ確かく実じつに言えるのは、気配があわてて逃げて行こうとしたことだけ。


　それを追いかけて、あたしたちは廊下を駆け──


　どんっ！


　その時。


　爆発音は、一し階たから聞こえた。


　──まさか、また……!?


　たどり着いた階段を、半ば飛び降りるように駆け下くだり──


　その先──一階、食堂のロビーには、煌さん々さんと灯ともるランプの明かりに照てらされ、コゲた宿のおかみさんがノビていた。


　玄関の扉とびらが半開きになり、風で揺ゆれている。


　まるでたった今、誰かが出入りしたかのように。


　だが、もはやそこに人の気配はない。


　あたしはおかみさんに駆け寄り、マーリーンは玄関に走って外の様子を窺うかがう。


「……駄だ目めだな。もう誰もいない」


　と、マーリーン。


「こっちは無ぶ事じよ。……まあ、気は失ってるけど」


　と、あたし。


　おそらく、あたしたちの襲しゆう撃げきに失敗し、逃げる途と中ちゆうに居い合あわせたおかみさんを攻撃したのだろう。


　……だが……


　何なのだろう？　この違い和わ感かんは？


　どうも何かがひっかかる。


「……やっぱり……お前らか……」


　敵てき意いを孕はらんだ低い呻うめきは、その時、後ろから聞こえた。


　ふり向けばそこには、この騒ぎにやって来たのだろう、金髪のアディスと黒ひげ商人のトレマーさん、二人の姿。


　怒りと敵意の混まじるまなざしをこちらに向けて、


「お前らがやりやがったんだな!?」


「違う」


　と、即そく座ざにマーリーン。


　だが。


「それ以外の答えはないよな」


　トレマーさんも言う。


「なら話は早はえぇ」


　言うとアディスは両の手をひと振りし──瞬間、ソデから彼の手の中に、一組の大ぶりなナイフが滑すべり出る！


　──へっ!?　ちょっと待──


　制せい止しのことばを口にするより早く、彼は床を蹴ける！　視線の向いた先は──あたし！


　とっさに床を蹴り、大きく後ろに飛び下がるあたし。入れ違うように、玄関先にいたマーリーンが前に出る。


「落ち着け！」


　マーリーンの一いつ喝かつを無む視ししてアディスは刃をくり出した。右に左に上、下に。


　噓ッ！　早ッ!?


　あわてて剣を抜き放ち、なんとか受けさばくマーリーン。


「待て！　話を……！」


　彼女は言うが、アディスは聞く耳を持たない。マーリーンの動どう揺ようを見逃さず、じわりじわりと圧おしてゆく。


　……まずい。とりあえず、ここは一いつ旦たん力ずくででもアディスを止めて、説得するしかなさそうである。


　あたしは口の中で呪文を唱え──


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　マーリーンが身をかわすことをアテにして、冷気の矢の群れを解とき放つ！


　が！


「魔風デイム・ウイン」


　ごゥッ！


　呪文によって生み出された烈れつ風ぷうが、あたしの放った冷気の矢を吹き散ちらした！


　──？


　あたしは愕がく然ぜんと視し線せんを巡めぐらせる。


　今の術を放った人間──離れて佇たたずむ行商人、黒ひげトレマーさんの方に。


　むろんのこと。


　旅のにーちゃんが二刀ナイフの使い手であってはいけない、などという法律はないし、行商人のおっちゃんが呪文を使ってはいけない、というきまりがあるわけでもない。


　だが──


　さすがにこれは、普通ではない。


　黒ひげトレマーさん……いや、トレマーは間を置かず、次の呪文を唱えはじめている。……これは……！


「マーリーン！　一いつ旦たん退ひくわよっ！」


　言い放つと、あたしは口の中で呪文を唱えつつ、横手──食堂の奥の方へとまわり込む。


「わ……わかった！」


　アディスの攻撃をかわしざま、大きく横にまわり込む彼女。そのまま距きよ離りを置きあたしの方へ。


　それをアディスは──


　追わない。やはり。


　あたしとマーリーンが合流し、そこへ──


「火炎球フアイアー・ボール！」


　トレマーが呪文を放つ！


　放たれた光球は、何かに接せつ触しよくするとともに炸さく裂れつし、あたりに紅ぐ蓮れんの炎をまき散らす──ことになるのだが、こちらは相手の呪文から、何が来るのかわかっている。


　準じゆん備びは万ばん端たんっ！


　右手で手近なところにあったイスをひっ摑み、飛び来る光球に向かって投げ放つ！


　それがぶつかる寸前に。


「炎裂壁パルス・ウオールっ！」


　あたしは唱えていた呪文を解とき放った！


　イスが光球に衝しよう突とつした。


　破は裂れつ音おんとともに光がはじけて炎があふれ──


　かざしたあたしの手のひらの先で、炎は左右に割れ、あさっての方に流れてゆく。


　そう。まるで、炎が自らの意志で壁かべをつくり出したかのように。


　あたしが今使ったのは炎を流す術。目の前に炎の壁がひろがってはいるが、あたしには、あたたかい程てい度どの熱しか伝わらない。


　炎はあたしたちと、アディスやトレマーたちとの視線をさえぎり──


「今のうちに外へ！」


　言って、あたしとマーリーンは、キッチンの奥へと駆け込んだ。


　裏口の戸を音を立てて開け閉めし──


「ちっ！　どこだっ！」


「台所だ！」


　アディスとトレマー、二人の声と足音が近づいてきて──


　裏口の戸が開く音。


　しかし外は雨の夜。何も見えようはずもない。


「──くそっ！」


「これじゃあ追うのは無む理りか。まあいい」


　二人の交わすそんな会話を、あたしとマーリーンの二人は、闇のひろがる外ではなく、ランプの灯る室内で聞いていた。


　あたしたちは外に逃げたのではない。裏戸をわざと大きな音を立てて開け閉めし、そばの物もの陰かげに身をひそめたのだ。


　アディスたちが外を眺ながめているうちに、二人はそろそろと、台所の奥を移い動どうする。


　やがて奥の方に見つけたのは小さなドア。おそらく食料貯ちよ蔵ぞう庫こか地下室、といったところだろう。


　マーリーンに視線と指とで合図する。しばらくあの奥に隠れよう、と。


　彼女はうなずき、さらにこそこそと移い動どう。そっと扉を開いて、二人は奥へと身を滑り込ませた。入ったところが下り階段になっているところからすると、やはり地下室のようだったが。


　アディスたちが裏口の戸を閉めるのと同時に、こちらもそっとドアを閉じた。


　むろんここにはランプも何もない。目の前で手を振られてもわからぬほどの闇の中、息をひそめて外の気配をうかがう。


　男たちはなにやらぼそぼそと話していたが、やがて声と気配は遠ざかって行った。


　……さて……これでなんとか一時はしのいだが……問題は、これからどうするか、である。何にしろ、今すぐここから出て行くというわけにはいかないが。


　とりあえずあたしは、腰のショート・ソードを引き抜き、口の中で呪文を唱えて──


「明りよライテイング」


　剣の先に、光量をおさえた魔力の明りをかけた。


　あえかな光に照らし出されたのは、しっくいの壁にはさまれた、狭せまくて急な下への階段。


「……とりあえず下へでも行って、そこで今後のこととか考えましょ」


「そうだな」


　声をひそめて足音殺し、二人は階段を下へ。下りきったところに小さなぼろっちいドアがまたあり、そこを開くと小さな地下室。


　食糧貯蔵庫として使われているらしく、ジャガイモだのタマネギだのがあたりにごろごろしている。


「……考えごとをする、って雰ふん囲い気きの場所じゃないけど」


「奥にもう一部屋あるようだが」


　言ってマーリーンは、さして広くもない部屋を横切り、奥のドアを開け──


　立ち尽つくす。


「どーしたの？　ピンクの象でもいた？」


　尋たずねるあたしに、彼女は背を見せたまま、


「まあ……似たようなものかもな」


「……は？」


　眉まゆをひそめて歩み寄り、ひょいっ、と肩越ごしに覗のぞき込んで──


　あたしもそこで絶ぜつ句くした。


　魔力の明かりが照てらす中。


　そこはかなり広い、しっかりとした石造りの地下室。びっしり並んだ剣やら槍やりやら鎧よろいやら。種々いろいろな武防具が、銀色の光をはね返していた。


　……ええっと……


　あたしは思わずドアの外を確かく認にんするが──むろんそこに、出しゆつ張ちよう武器屋のカンバンとかがかかっていようはずもなく。


「まるで──いや。まるきり武器庫だな」


　マーリーンの小さなつぶやき。


　たしかにこれは……小さな宿の地下にはいくらなんでも似合わぬ空間である。なんでこんな場所がここに……


　……待てよ……考えてみれば……


「ねえマーリーン、あなた実はおとーさんから、何かいろいろ聞かされてるとか、そういうことってないの？」


「？　どういう意味だ？」


「考えてみて。


　最初、あたしたちが──」


　……ぎぃっ……


　言いかけたあたしのことばを遮ったのは、どこかでドアのきしむ音。続いて──


「──おいっ！　下に……！」


　響いたアディスの声！


　しまった！　気づかれたか！


　もしあたしの想そう像ぞうが当たっていたなら、次に連中はどう出るか──


　あたしはいそぎ、口の中で呪文を唱え、奥の部屋に駆け込むと、たむっ！　と、石壁に手をついて、


「地精道ベフイス・ブリング！」


　壁にぽっかり穴あながあき、そこから夜風と雨とが吹き込む。


　トンネル掘ほりの術である。あたしはそれで、壁と地上に貫かん通つうする穴を掘ったのだ。


「マーリーンこっち！」


　言いながら穴にとりつき、這い上がる。すぐあとに続くマーリーン。


　二人はなんとか地上に這い出て、穴から数歩離れた、そのとたん。


　どンッ！


　たった今出てきた穴から火柱が吹き上がる！


　やはり火炎球フアイアー・ボールか何かの攻撃呪文を叩き込んで来たか。金属製の武防具に影えい響きようはないと踏ふんでのことだろう。


　あたしは明りの灯ともった剣を、鞘さやに戻して光を消して、


「こーなったら本気であの二人を倒す！　いーわねっ！」


　大粒の雨が降りしきる闇の中、あたしは言う。


「え？　しかし、彼らは……」


「説明はあとっ！　連中、すぐに来るはずよっ！」


　あたしがそう言い終えるか否いなかのうちに。


　ぱぅっ！


『──!?』


　闇に生まれ出た強きよう烈れつな光に、あたしとマーリーンの目がくらむ。


　明りライテイングの呪文！　持続時間を短くし、光量を上げたか！


　ぬかるむ地面を蹴け散ちらして、こちらに向かう気配が一つ。なんとか目を開けるが、視力はまだ回復していない。間合いを詰つめて来るということは、おそらくナイフ使いのアディスだろうが──


　光に照らされ、マーリーンが、アディスとおぼしき人影に向かって駆ける。……が、彼女の目もこの短時間で回かい復ふくしたとは思えない。まともな斬きり合いは無む理りなはず。


　あたしは口の中で呪文を唱え──


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　放った冷気の矢は、アディスのはるか頭上、昏くらい虚こ空くうへと消えてゆく。


「ハッ！　大外れだ！」


　アディスの声が嘲ちよう笑しようする。


「──馬ば鹿か！　よけろ！」


　どこかからトレマーの叱しつ責せきが飛んだ──時にはもう遅い。


　バララララララララララララッ！


「んがっ!?」


　頭上から降り来た礫つぶて──あたしの冷気呪文で大粒の雹ひようと化した雨に、彼が打たれてひるんだその瞬間。


　駆け抜けざま、マーリーンのくり出した剣の鞘の一撃が、彼のみぞおちを突いていた。


　ぬかるむ大地に水音を立て、アディスの体が倒れ込む。


　この頃には、あたしの視力もかなり戻もどってきていた。


　魔力の明かりに照らされて、やや離はなれた場所に佇むのは、黒ひげトレマー。


「──ちっ！」


　形けい勢せい不ふ利りと見るや否いなや、彼はくるりときびすを返し、闇の奥へと駆けてゆく。


　この闇と雨の中、逃げる相手を追うのは無む理りである。──普通なら。


　だが今。こちらには、秘ひ密みつ兵へい器きが存そん在ざいする！


　あたしは大きく息を吸すい──声を大にして、


「おとーさん！　そいつは任せます！」


「──え？」


　目を丸くするマーリーン。


　とたん。


　づドン。


　闇から飛び来た攻撃呪文の一いち撃げきが、逃げようとするトレマーを吹っ飛ばした。


「……ええっ!?」


　事情がわからず、混こん乱らんするマーリーン。雨の中で悠ゆう然ぜんと佇たたずむあたし。


　やがて、闇の中から二人の前に──


「──やあ。またお世せ話わをかけましたね。リナさん……でしたか？


　けど、いつから気づいてました？」


　わいて出たのは、四十がらみのさえないおっちゃん──前に見たことのある、マーリーンのおとーさんだった。





「最初に変だなって思ったのは、文句を言われなかった時ね」


　トレマーやアディスをふん縛じばり、宿の中へと引き返し。


　またまた着替えも済ませて、一階の食堂で熱い香こう茶ちやをすすりつつ、あたしは言った。


「文句は言われたと思うけれど」


　やはり香茶をすすりながら、隣となりの席のマーリーン。


　彼女のおとーさんは向かいに座ったまま、そんなあたしたちの会話をにこにこと眺ながめ聞いている。


「『お前たちがやったんだろう』とは言われたけどね」


　と、あたし。


「あたしたちは、軍の捜そう査さ員いんだ、って噓をついてたのよ。


　なら、最初にトッシュが誰かに吹っ飛ばされた時……


　他のみんなは、その捜査に関係している犯人とかがトッシュを倒したんじゃないか……って考えるのが普通でしょ？


　そうなれば当然、事件のことを詳くわしく知ろうとするんじゃない？


　けど誰も、『お前たちが何を調べているのか説明しろ』とは言わなかった。


　宿のおかみさんにしても、大事な大事な──はずの宿の一室が攻撃呪文で吹っ飛ばされたっていうのに、それに関して特に文句を言う様子もなかった。


　あたしたちが襲しゆう撃げき者しやを捜さがしに行こうとした時に、ごたごたはごめんだ、って言った程てい度どで。


　どう考えてもおかしいでしょ？」


「……まあ……言われてみれば……」


　あたしは、彼女のおとーさんの方を見て、


「想像なんですけど……


　あたしとマーリーンの部屋に攻撃呪文を叩き込んだのはトッシュ。それを倒したのがあなた、なんじゃあありません？」


「ははは。ご明めい察さつの通りですよ」


　パッとしない笑顔を浮かべるおとーさん。


　ただ一人、まだよくわかっていないマーリーンが、眉まゆをひそめて、あたしとおとーさんを交こう互ごに見回す。


　あたしはそんな彼女に向かって、


「あー。つまり。


　今回のこれって、おとーさんのしごとを兼かねたあなたへのテスト。


　でもってこの宿にいたのは、あたしとあなた以外は全員犯罪者、ってこと。


　──ですよね」


「お見み事ごと」


　と、おとーさん。


「ここが、ゲリラたちのたまり場になっているからどうにかしよう、という話になりましてね」


　なるほど。それで、地下のあの武器の量、ということか。


「けど宿場も兼かねているせいで、誰がゲリラで誰が普通の客なのかもよくわからなかったもんですからね。


　で、娘の力試しを兼ねてここにほうり込んで、誰がゲリラで誰がそうでないかを見分けようかと。


　いや、まさかリナさんまでおいでとは思いませんでしたが」


　いけしゃあしゃあと言い放つ。


　わざとよくわからないメッセージをマーリーンに読ませたのもそのためである。


　彼女に不ふ審しんな態たい度どを取らせ、ゲリラたちに疑ぎ心しん暗あん鬼きを起こさせるために。


「で、事情を知らないあたしたちが、自分たちは軍の捜査員だ、なんてでまかせを言っちゃった」


　と、マーリーンに向かってあたし。


「そりゃあ連中としては当然、自分たちのことを調べに来たんだ、って思う。


　全員がゲリラだとバレないうちに消しちまえ──ってことで、最初にトッシュがあたしたちを襲撃して、失敗。


　その時点で、彼がゲリラの一人だってことはわかったから、おとーさんがやっつけた。


　宿を吹っ飛ばしたのが仲間のトッシュだって知ってたから、おかみさんは、そのことに関してはあたしたちに何も言わなかった。


　けどおとーさんの存在を知らない他の連中からは、トッシュを倒したのはあたしたち、としか見えなかったはずよ。


　今度は宿のおかみさんがあたしたちを天井裏から襲おうとして失敗し──


　これまた、おとーさんにやっつけられた。


　残ったアディスとトレマーは、もうとぼけている場合じゃないと判はん断だんし、ひらきなおって真っ向からあたしたちに立ち向かってきた」


　つまりそれが、一連の事件のすべて。


「……な……なるほど……」


　ようやく理り解かいしたか、小さくうなずくマーリーン。


　……まああたしも、結果的にはおとーさんに踊おどらされていたことになるのだが、とりあえずは良しとしておこう。


　マーリーンからはもらうものをちゃんともらったわけだし。結局、彼女のおとーさんやおかーさんとことを構えるような事態にはならなかったんだし。


　しかし……マーリーンの方は……


「けどやっぱりマーリーンもまだまだだなぁ」


　苦笑して言ったおとーさんのことばに、マーリーンの体が、びくんっ！　とふるえた。


　ぷるぷる小さくふるえつつ、おとーさんの方を見る。


「……え……？　あの、おとぉさま……？」


「役に立たなかった、とは言わないけど、何が起こってるのかも全然わかってなかったようだし、リナさんがあれこれやっているのに、ただ従ってただけみたいだし」


「いえでもあのお父様！　リナさんなら私の足りない部分を補おぎなってくれると判断して意い地じで彼女を味方につけたのは私ですし！」


「うん。そうだね」


　早口でまくし立てる彼女に、おとーさんはにこにこしながら、


「意地と、父さんが渡した現金でね」


　そこまでお見通しかこのひと。


「味方を見つけるのは悪くないよ。けど行く先々に必ずリナさんがいてくれるわけじゃあないだろ。


　その味方にほとんどを任せて、自分は場当たりなことをやっているだけじゃあ、『心強い味方』が見つからなかった時点で何もできない、ってことになってしまう。


　それじゃあ駄だ目めだろ。


　マーリーンが、もっともっとしっかりしなくちゃあ。


　これは、帰って鍛きたえなおしだな」


「でもあのお父」


　悲鳴に近い彼女のことばは、途と中ちゆうで、ひたりっ、と途切れた。


　いつの間に移動したのか。彼女の隣となりに佇たたずむおとーさんに、肩に手を置かれ。


「お世話になりましたリナさん。


　さ。それじゃあ帰ろうかマーリーン」


　ことばの終わりとともに、マーリーンの肩が、ぐいっ！　と引かれる！


「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」


　細い悲鳴の尾おを残し。玄関ドアのきしみを上げて。


　マーリーンとおとーさん、二人の姿は、雨の夜へと消えて行った。


　──ふと気がつくと──


　そのあたりに縛り転がしておいたはずの、ゲリラたちの姿も消えている。


　たぶんあたしやマーリーンが着替えている間に、おとーさんがどこかへ運ぶか何かしたのだろう。全くもってあなどりがたし。


　かくて、あとにはただ。


　あたし一人だけが残された。


　──雨は、まだまだやみそうにない──







（戦せん慄りつ！　雨の人情宿場：完）















　　あとがき






作者＋Ｌ









作：一いつ句く。新刊や　紙のかおりもあざやかに


Ｌ：めでたくもありめでたくもなし。


作：めでたくないんかっ!?　つか、勝手に笑点ふうの下の句つけんなっ！


Ｌ：いやなんとなく。


作：と……ともあれ……スレスヤーズすぺしゃる二十巻、


　　「ミッション・ポシブル」をお届けします。


Ｌ：はいはい。めでたいめでたい。


作：うわめっちゃおざなりな。


　　……おざなりといえば、最近、作者の住んでる近くのＪＲ路ろ線せんに、通つう勤きん時間帯限げん定ていの女性専用車両が導どう入にゆうされたんだが……


　　あの、車両のあちこちに、単にぺたぺたシールを貼はっただけ、というおざなりっぷりはいかがなものやら。


Ｌ：まあ世の中には、予算、っていうせちがらい現げん実じつがあるから。


作：それはわかってるんだけど……あれじゃあ、ついうっかり乗り込む男やら、ついうっかりのふりをして、下心満まん載さいで乗り込む男も出てくるだろーし。


Ｌ：……あー……さては乗り込んだんだ……作者あんた……


作：[image: ]っ……！……本を読んでてつい……


　　と言っても、時間帯外だったんで、扱あつかいは普ふ通つう車両だったんだけど。


　　通勤時間帯にやらかしちゃう人もいるんだろうなー、と思って。


　　ひと目ではっきりとわかるように、車両の色そのものを変える、くらいの工夫は欲しいよなー。


Ｌ：ピンクで花はな柄がら、とか？


作：そのデザインはどぉかと思うが、まあそんな感じで。


　　けどずるいよな。女性だけ専せん用よう車両があって。


Ｌ：いや。ずるい、とか言われても。


作：だって『専用』だぞ『専用』！


　　なんか赤いわ三倍だわって感じでうらやましいじゃないか！


　　……あー……これだからガ○ダムをリアルタイムで見てた連れん中ちゆうは……


　　つまり、うらやましいから男性専用車両もつくってほしい、と？


作：うん。


Ｌ：でもって車両のデザインは、やっぱり見た目ですぐわかるように、黒地にマッチョおやじのポージング柄がらとか。


作：やっぱり作らなくていいですよ。そんな汗あせくさそうな物ぶつ体たい。


　　……まあ……一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎったむさおぞましい映えい像ぞうは忘れて……


　　さて、次はっ！


Ｌ：恒こう例れい、年ねん賀が状じようのおしらせ、って奴やつ？


作：おうっ！


　　今年の年賀状は、原げん画が・例によって作者による





　　『ひつじさん帽ぼう子しかぶったＬ・ちみっこバージョン』





　　なお、ドラゴンマガジンの公式ホームページでも、正月の何日間か、画が像ぞうがアップされていました。


　　言うまでもないことだとは思いますが、ハガキにある『Ａ．Ｈ．Ｎ．Ｙ．』っていうのは……


　　……って、こっちが年賀状の紹しよう介かいをしてるだけで、なんで片手に糸ノコギリ持って斜ななめ後ろからにじり寄ってきやがりますか。あなたは。


Ｌ：いや。絶ぜつ対たいロクでもないオチが待ってるんだろーと思って。


　　準じゆん備び万ばん端たん？


作：せんでいいっ！　そんな準備はっ！　オチないから！　今回は！


Ｌ：えぇぇぇぇぇ～ないのオチ。


作：なにゆえ不ふ満まんそうか。この女。


　　最初は『ひつじ』に引っかけて『執しつ事じ』とか『必死』とかも考えてみたんだが、全ぜん然ぜんアイデアや構こう図ずがまとまらんかったし。


　　で結局、ふつーにもこもこした服を描こうか、と。


Ｌ：ちっ。絶対なんかのオチがあると思って糸ノコ用意したのに。


作：しまえしまえ！　そんなもん！


　　まあ……あえて裏うら設せつ定ていを語るなら、かぶってるひつじさん帽子の作り方が、


　　『ひつじの首を刎はねて、切り口から肉と骨とを囓かじり食い続け、顔面の皮を食い破やぶった時点で完成』


　　ってことくらいかなぁ……


Ｌ：怖こわッ！　その年賀状めでたくないし！


作：ちなみに、残ったひつじの体の方がどうなったかは、右手に握にぎったバーベキュー串ぐしがなぜあんなに巨大なのかを考えれば一いち目もく瞭りよう然ぜん。


Ｌ：串かっ!?　あれはっ！


作：着ているヤツのキャラクターを考えれば、当然そんな設せつ定ていが。


　　しかし羊の肉といえば、最近、近所のスーパーがラム肉を扱あつかってくれなくなって悲しいんだが。


　　クセのある肉だけど、コショウをたっぷりきかせて……


　　……って、それはそうと、糸ノコを片づけてくださったことに関しては国連からも高い評ひよう価かを得ているに違いないと思うのでありますが、なにゆえに改あらためて自動ヤスリサンダーを取り出しますか？


Ｌ：うん。こっちの方が痛いかと思って。





　　（表現の自由に関する限げん界かい点てん突とつ破ぱ）





Ｌ：ヤスリの目め詰づまりの手入れが大変な今日この頃ごろ。みなさんごきげんいかがでしょーか。


　　慣かん用よう句く表現にある『身を粉こにして働く』というのは、作者の現状のことを指すわけじゃあないと思うんだけど、あれって一体どーいう語ご源げんなんだろ？


　　ま、いーけど。


　　それではみなさん、そんなこんなで。


　　次のすぺしゃるでまたお会いしましょー。







（あとがき：おわり）
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